
(57)【要約】

【解決手段】文書処理システムは、自身が対応している

第１のマークアップ言語により記述された文書を処理す

ることが可能な処理系を備える。文書が、前記処理系が

対応していない第２のマークアップ言語により記述され

ていたときに、前記文書を、前記第１のマークアップ言

語にマッピングすることが可能な変換部が提供される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 自 身 が 対 応 し て い る 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ り 記 述 さ れ た 文 書 を 処 理 す る こ と が 可
能 な 処 理 系 と 、
　 文 書 が 、 前 記 処 理 系 が 対 応 し て い な い 第 ２ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ り 記 述 さ れ て い た と
き に 、 前 記 文 書 を 、 前 記 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に マ ッ ピ ン グ す る こ と が 可 能 な 変 換 部 と
、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 は 、 文 書 内 の デ ー タ を 、 階 層 構 造 を 有 す る 複 数 の 構 成 要 素
に 分 類 し て 記 述 す る た め の 構 造 化 言 語 で あ り 、
　 前 記 変 換 部 は 、 前 記 文 書 を 、 前 記 構 成 要 素 単 位 で 前 記 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に マ ッ ピ
ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 の 間 の マ ッ ピ ン グ を 記 述 し た 定 義 フ ァ イ ル を 更 に
備 え 、
　 前 記 変 換 部 は 、 前 記 定 義 フ ァ イ ル を 参 照 し て 、 前 記 文 書 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の マ ー ク ア
ッ プ 言 語 の 間 で マ ッ ピ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 定 義 フ ァ イ ル に お い て 、 前 記 構 成 要 素 の 少 な く と も 一 つ は 編 集 可 能 に 定 義 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 定 義 フ ァ イ ル は 、 少 な く と も 一 つ の 演 算 式 を 含 み 、
　 前 記 変 換 部 は 、 前 記 演 算 式 に 基 づ い て 演 算 を 行 っ た 結 果 を 、 前 記 文 書 内 の 前 記 演 算 式 に
対 応 す る 位 置 に 代 入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 文 書 か ら 、 文 書 を デ ー タ と し て 扱 う と き の ア ク セ ス 方 法 を 提 供 す る た め に 定 め ら れ
た 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル に 準 拠 し た 形 式 の デ ー タ を 生 成 す る 生 成 部 を 更 に 備 え 、
　 前 記 生 成 部 は 、 前 記 第 ２ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に 対 応 す る 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル
デ ー タ と 、 前 記 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に 対 応 す る 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ
と を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 処 理 装 置 は 、 前 記 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ を 参 照 し て 、 前 記 マ ッ ピ ン
グ さ れ た 文 書 を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 処 理 装 置 が 、 ユ ー ザ か ら 前 記 文 書 の 編 集 指 示 を 受 け 付 け た と き 、
　 前 記 変 換 部 は 、 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ と 前 記 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク
ト モ デ ル デ ー タ の 該 当 箇 所 を 変 更 し 、
　 前 記 処 理 装 置 は 、 前 記 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ を 参 照 し て 、 表 示 を 更 新 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 変 換 部 は 、 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ に 含 ま れ る デ ー タ と 、 前 記 変
換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ に 含 ま れ る デ ー タ と の 対 応 関 係 を 保 持 す る コ ネ ク タ 部
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 処 理 装 置 が 、 ユ ー ザ か ら 前 記 文 書 の 編 集 指 示 を 受 け 付 け た と き 、
　 前 記 コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 編 集 指 示 を 取 得 し 、 前 記 対 応 関 係 に 基 づ い て 、 編 集 す べ き 前 記
変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド を 抽 出 し 、 そ の ノ ー ド に 対 し て 、 前 記 編 集
指 示 に 対 応 し た 変 更 操 作 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド が 変 更 さ れ た 旨
の 通 知 を 受 け た と き 、 前 記 対 応 関 係 に 基 づ い て 、 変 更 さ れ た ノ ー ド に 対 応 す る 前 記 変 換 先
文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド を 抽 出 し 、 そ の ノ ー ド を 再 構 築 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の 各 ノ ー ド に １ 対 １ に 対
応 し た コ ネ ク タ を 含 み 、
　 前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド と 前 記 変 換 元 文 書
オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド と の 対 応 関 係 を 保 持 す る 第 １ コ ネ ク タ と 、 対 応 す る 前
記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド を 有 し な い 第 ２ コ ネ ク タ と 、 を 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 処 理 装 置 が 、 ユ ー ザ か ら 前 記 文 書 の 編 集 指 示 を 受 け 付 け た と き 、
　 編 集 位 置 が 属 す る 前 記 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド に 対 応 す る 前 記 コ
ネ ク タ に 前 記 編 集 指 示 が 通 知 さ れ 、
　 前 記 編 集 指 示 が 通 知 さ れ た 前 記 コ ネ ク タ が 第 １ コ ネ ク タ で あ っ た 場 合 、 そ の 第 １ コ ネ ク
タ は 、 通 知 さ れ た 編 集 指 示 を 、 対 応 す る 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー
ド に 対 す る 変 更 操 作 に 変 換 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 コ ネ ク タ 部 は 、 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド が 変 更 さ れ た 旨
の 通 知 を 受 け た と き 、 対 応 す る 前 記 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド を 再 構
築 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 コ ネ ク タ は テ キ ス ト オ ブ コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 テ キ ス ト オ ブ コ ネ
ク タ に よ り 生 成 さ れ た 対 応 ノ ー ド は 編 集 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の
文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 コ ネ ク タ は バ リ ュ ー オ ブ コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 バ リ ュ ー オ ブ コ ネ
ク タ に よ り 生 成 さ れ た 対 応 ノ ー ド は 編 集 不 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載
の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 コ ネ ク タ は テ ン プ レ ー ト コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 テ ン プ レ ー ト コ ネ
ク タ に 関 連 す る 対 応 ノ ー ド は テ ン プ レ ー ト で あ り 、 前 記 テ ン プ レ ー ト に 関 連 す る 値 は 変 更
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の 対 応 す
る ノ ー ド の テ キ ス ト の 値 が 変 更 さ れ て も 、 前 記 ノ ー ド を 特 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の 最 新 の
構 造 に お け る 最 新 の テ キ ス ト を 識 別 し 、 前 記 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ に 通 知
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 ｘ ｐ ａ ｔ ｈ 表 現 を 解 決 す る こ と に よ り 、 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の 対
応 す る ノ ー ド を 特 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ｘ ｐ ａ ｔ ｈ 表 現 は 、 パ ス を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置
。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 ｘ ｐ ａ ｔ ｈ 表 現 は 、 関 数 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 文 書 処 理 装 置
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。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 文 書 を 処 理 す る 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 を 処 理 不 可 能 で 第 ２ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 を 処 理 可 能 な 文 書 処 理
装 置 に よ り 処 理 さ れ る 前 記 文 書 が 、 前 記 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 で 記 述 さ れ て い た と き に
、 前 記 文 書 を 前 記 第 ２ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に マ ッ ピ ン グ す る 過 程 と 、
　 マ ッ ピ ン グ さ れ た 文 書 を 表 示 す る 過 程 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 文 書 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 を 処 理 不 可 能 で 第 ２ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 を 処 理 可 能 な 文 書 処 理
装 置 に よ り 処 理 さ れ る 前 記 文 書 が 、 前 記 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 で 記 述 さ れ て い た と き に
、 前 記 文 書 を 前 記 第 ２ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に マ ッ ピ ン グ す る 過 程 と 、
　 マ ッ ピ ン グ さ れ た 文 書 を 表 示 す る 過 程 と 、
　 を 含 む 手 順 を 用 い て 文 書 処 理 操 作 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と が 可 能 な 命 令 を 有 す
る コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 媒 体 を 含 む コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 文 書 処 理 装 置 に よ り 処 理 不 可 能 な 少 な く と も １ つ の ボ キ ャ ブ ラ リ を 含 む 文 書 を 編 集 す る
方 法 で あ っ て 、
　 文 書 を ロ ー ド す る 過 程 と 、
　 前 記 文 書 の ソ ー ス 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル ツ リ ー を 生 成 す る 過 程 と 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の ボ キ ャ ブ ラ リ を 処 理 す る た め に 適 合 さ れ た 、 前 記 文 書 の デ ス テ ィ
ネ ー シ ョ ン 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル ツ リ ー を ツ リ ー 変 換 に よ り 生 成 す る 過 程 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 編 集 操 作 を 受 け 付 け た と き 、 前 記 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル ツ リ ー に
変 更 を 行 う 過 程 と 、
　 前 記 ソ ー ス 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル ツ リ ー に 対 応 す る 変 更 を 行 う 過 程 と 、
　 を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 ソ ー ス 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル ツ リ ー に 対 す る 前 記 変 更 は 、 前 記 ソ ー ス 文 書 オ ブ ジ
ェ ク ト モ デ ル ツ リ ー を 修 正 す る た め の 一 連 の コ マ ン ド を 生 成 す る こ と に よ り 行 わ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 ソ ー ス 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ ツ リ ー と 前 記 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン 文 書 オ ブ ジ
ェ ク ト モ デ ル デ ー タ ツ リ ー と の 間 の 関 係 は 、 コ ネ ク タ 部 を 用 い て 保 持 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 コ ネ ク タ 部 は 、 複 数 の コ ネ ク タ の ツ リ ー を 含 み 、 そ れ ぞ れ の コ ネ ク タ は 、 前 記 デ ス
テ ィ ネ ー シ ョ ン 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ ツ リ ー に お け る 対 応 す る ノ ー ド を 生 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド と 前
記 ソ ー ス 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド と の 間 の 対 応 を 保 持 す る 第 １ コ ネ ク タ と
、 前 記 ソ ー ス 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の ノ ー ド を 有 し な い 第 ２ コ ネ ク タ と を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 コ ネ ク タ は テ キ ス ト オ ブ コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 テ キ ス ト オ ブ コ ネ
ク タ に よ り 生 成 さ れ た 対 応 ノ ー ド は 編 集 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
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　 少 な く と も １ つ の 前 記 コ ネ ク タ は バ リ ュ ー オ ブ コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 バ リ ュ ー オ ブ コ ネ
ク タ に よ り 生 成 さ れ た 対 応 ノ ー ド は 編 集 不 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 コ ネ ク タ は テ ン プ レ ー ト コ ネ ク タ で あ り 、 前 記 テ ン プ レ ー ト コ ネ
ク タ に 関 連 す る 対 応 ノ ー ド は テ ン プ レ ー ト で あ り 、 前 記 テ ン プ レ ー ト に 関 連 す る 値 は 変 更
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の 対 応 す
る ノ ー ド の テ キ ス ト の 値 が 変 更 さ れ て も 、 前 記 ノ ー ド を 特 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 少 な く と も １ つ の 前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の 最 新 の
構 造 に お け る 最 新 の テ キ ス ト を 識 別 し 、 前 記 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ に 通 知
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 ｘ ｐ ａ ｔ ｈ 表 現 を 解 決 す る こ と に よ り 、 前 記 変 換 元 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ の 対
応 す る ノ ー ド を 特 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 ｘ ｐ ａ ｔ ｈ 表 現 は 、 パ ス を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 ｘ ｐ ａ ｔ ｈ 表 現 は 、 関 数 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 コ マ ン ド キ ュ ー が 生 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ ツ リ ー は 、 第 ２ の ソ ー ス 文 書 オ
ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ ツ リ ー と さ れ 、 ツ リ ー 変 換 を 用 い て 第 ２ の デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン 文
書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ ツ リ ー が 生 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 編 集 操 作 は 、 イ ベ ン ト と し て 実 行 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 イ ベ ン ト は 、 マ ウ ス イ ベ ン ト 又 は キ ー ボ ー ド イ ベ ン ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ４ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 ツ リ ー 変 換 は 、 定 義 フ ァ イ ル に 記 述 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 定 義 フ ァ イ ル は 、 イ ベ ン ト と 少 な く と も 一 つ の コ マ ン ド と の 間 の マ ッ ピ ン グ を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 定 義 フ ァ イ ル は 、 少 な く と も 一 つ の 演 算 式 を 含 み 、 前 記 演 算 式 に 基 づ い た 計 算 結 果
が 前 記 文 書 の 前 記 演 算 式 に 対 応 す る 位 置 に 代 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 文 書 は 、 前 記 変 換 先 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル デ ー タ ツ リ ー に 基 づ い て 表 示 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 文 書 処 理 技 術 に 関 し 、 特 に 、 マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ り 記 述 さ れ た 文 書 を 処 理
す る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 イ ン タ ー ネ ッ ト の 出 現 に よ り 、 ユ ー ザ に よ り 処 理 さ れ 管 理 さ れ る 文 書 の 数 は 、 ほ ぼ 指 数
関 数 的 に 増 加 し て き た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト の 核 を 形 成 す る Ｗ Ｗ Ｗ （ World Wide Web： 「 ウ ェ
ブ 」 と も 呼 ば れ る ） は 、 そ の よ う な 文 書 の 大 き な デ ー タ 蓄 積 領 域 を 含 む 。 ウ ェ ブ は 、 文 書
だ け で な く 、 文 書 の た め の 情 報 検 索 シ ス テ ム を 提 供 す る 。 こ れ ら の 文 書 の 多 く は マ ー ク ア
ッ プ 言 語 で 整 形 さ れ て い る 。 シ ン プ ル か つ 普 及 し て い る マ ー ク ア ッ プ 言 語 の 一 つ に Ｈ Ｔ Ｍ
Ｌ （ HyperText Markup Language） が あ る 。 こ の よ う な 文 書 は 、 ウ ェ ブ の 他 の 部 分 に あ る
別 の 文 書 へ の リ ン ク も 含 ん で い る 。 Ｘ Ｍ Ｌ （ eXtensible Markup Language） は 、 更 に 高 度
で 普 及 し て い る マ ー ク ア ッ プ 言 語 で あ る 。 ウ ェ ブ を 介 し て 文 書 に ア ク セ ス し 閲 覧 す る た め
の シ ン プ ル な ブ ラ ウ ザ が 、 Ｊ ａ ｖ ａ （ 登 録 商 標 ） な ど の オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 プ ロ グ ラ ム 言 語
に よ り 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ り 整 形 さ れ た 文 書 は 、 通 常 、 ブ ラ ウ ザ や 他 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン の
中 で は 、 ツ リ ー デ ー タ 構 造 の 形 で 表 現 さ れ る 。 こ の 構 造 は 、 文 書 の パ ー ス ツ リ ー に 相 当 す
る 。 文 書 オ ブ ジ ェ ク ト モ デ ル （ Ｄ Ｏ Ｍ ： Document Object Model） は 、 文 書 を 表 現 し 、 操
作 す る た め に 使 用 さ れ る 、 よ く 知 ら れ た ツ リ ー ベ ー ス の デ ー タ 構 造 モ デ ル で あ る 。 Ｄ Ｏ Ｍ
は 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ や Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 含 む 文 書 を 表 現 す る た め の 標 準 的 な オ ブ ジ ェ ク ト の セ ッ ト を
提 供 す る 。 Ｄ Ｏ Ｍ は 、 文 書 内 の 要 素 を 表 現 す る オ ブ ジ ェ ク ト が ど の よ う に 結 合 さ れ る か と
い う 標 準 的 な モ デ ル と 、 そ れ ら の オ ブ ジ ェ ク ト に ア ク セ ス し 操 作 す る た め の 標 準 的 な イ ン
タ フ ェ イ ス と い う 、 ２ つ の 基 本 的 な コ ン ポ ー ネ ン ト を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 者 は 、 独 自 の デ ー タ 構 造 や Ａ Ｐ Ｉ （ Application Program Interf
ace） へ の イ ン タ フ ェ イ ス と し て Ｄ Ｏ Ｍ を サ ポ ー ト す る こ と が で き る 。 他 方 、 文 書 を 作 成
す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 者 は 、 自 身 の Ａ Ｐ Ｉ の 独 自 イ ン タ フ ェ イ ス で は な く 、 Ｄ Ｏ Ｍ の
標 準 イ ン タ フ ェ イ ス を 使 用 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 標 準 を 提 供 す る と い う そ の 能
力 に よ り 、 Ｄ Ｏ Ｍ は 、 様 々 な 環 境 、 特 に ウ ェ ブ に お い て 、 文 書 の 相 互 利 用 を 増 加 さ せ る た
め に 有 効 で あ る 。 Ｄ Ｏ Ｍ の い く つ か の バ ー ジ ョ ン が 定 義 さ れ て お り 、 異 な る プ ロ グ ラ ミ ン
グ 環 境 及 び ア プ リ ケ ー シ ョ ン に よ っ て 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー は 、 対 応 す る Ｄ Ｏ Ｍ の 内 容 に 基 づ い た 文 書 の 階 層 的 表 現 で あ る 。 Ｄ Ｏ Ｍ ツ
リ ー は 「 根 （ ル ー ト ） 」 を 含 み 、 ル ー ト か ら 生 じ る １ 以 上 の 「 節 （ ノ ー ド ） 」 を 含 む 。 ル
ー ト が 文 書 全 体 を 表 現 す る こ と も あ る 。 中 間 の ノ ー ド は 、 例 え ば 、 テ ー ブ ル や 、 テ ー ブ ル
の 行 及 び 列 な ど の 要 素 を 表 現 す る こ と も で き る 。 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の 「 葉 」 は 、 通 常 、 テ キ ス
ト 項 目 や イ メ ー ジ な ど 、 そ れ 以 上 分 解 で き な い デ ー タ を 表 現 す る 。 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の そ れ ぞ
れ の ノ ー ド に は 、 ノ ー ド に よ り 表 現 さ れ る 要 素 の パ ラ メ ー タ 、 例 え ば フ ォ ン ト 、 サ イ ズ 、
色 、 イ ン デ ン ト な ど を 記 述 す る 属 性 を 関 連 づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ は 、 文 書 を 作 成 す る た め に 一 般 に 用 い ら れ る 言 語 で あ る が 、 フ ォ ー マ ッ ト 及 び
レ イ ア ウ ト 用 の 言 語 で あ り 、 デ ー タ 記 述 の た め の 言 語 で は な い 。 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ド キ ュ メ ン ト を
表 現 す る Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の ノ ー ド は 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ の 整 形 タ グ と し て 予 め 定 義 さ れ た 要 素 で あ っ
て 、 通 常 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ は 、 デ ー タ の 詳 述 や 、 デ ー タ の タ ギ ン グ ／ ラ ベ リ ン グ の た め の 機 能 を
提 供 し な い の で 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ド キ ュ メ ン ト 中 の デ ー タ に 対 す る ク エ リ を 定 式 化 す る こ と は 多
く の 場 合 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク 設 計 者 た ち の 目 指 す も の は 、 ウ ェ ブ 上 の 文 書 が ソ フ ト ウ ェ ア ア プ リ ケ ー シ
ョ ン に よ っ て ク エ リ さ れ た り 処 理 さ れ た り で き る よ う に す る こ と で あ る 。 表 示 方 法 と は 無
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関 係 で 、 階 層 的 に 構 造 化 さ れ た 言 語 で あ れ ば 、 そ の よ う に ク エ リ さ れ 処 理 さ れ る こ と が で
き る 。 Ｘ Ｍ Ｌ （ eXtensible Markup Language） の よ う な マ ー ク ア ッ プ 言 語 は 、 こ れ ら の 特
徴 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ と は 逆 に 、 Ｘ Ｍ Ｌ の よ く 知 ら れ た 利 点 は 、 自 由 に 定 義 可 能 な 「 タ グ 」 を 用 い て
、 文 書 の 設 計 者 が デ ー タ 要 素 に ラ ベ ル を 付 す こ と が で き る こ と で あ る 。 こ の よ う な デ ー タ
要 素 は 階 層 的 に 体 系 化 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 は 、 文 書 に お い て 用 い ら れ
る 「 文 法 」 （ タ グ 及 び タ グ 間 の 相 互 関 係 ） を 記 述 し た 文 書 型 定 義 （ Ｄ Ｔ Ｄ ： Document Typ
e Definition） を 含 む こ と が で き る 。 構 造 化 さ れ た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 表 示 方 法 を 定 義 す る た め
に 、 Ｃ Ｓ Ｓ （ Cascading Style Sheets） 又 は Ｘ Ｓ Ｌ （ XML Style Language） が 用 い ら れ る
。 Ｄ Ｏ Ｍ 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 、 Ｘ Ｍ Ｌ 、 Ｃ Ｓ Ｓ 、 Ｘ Ｓ Ｌ 及 び 関 連 す る 言 語 の 特 徴 に 関 す る 更 な る 情
報 は 、 ウ ェ ブ 、 例 え ば 、 「 http://www.w3.org/TR/」 か ら 入 手 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Ｘ ｐ ａ ｔ ｈ は 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 部 分 の 位 置 を 指 定 す る た め の 共 通 の シ ン タ ッ ク ス 及 び セ マ
ン テ ィ ク ス で あ る 。 Ｘ ｐ ａ ｔ ｈ の 機 能 と し て 、 例 え ば Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 に 対 応 す る Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー
の ト ラ バ ー ス が あ る 。 こ れ に よ り 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 様 々 な 表 現 に 関 連 づ け ら れ た 文 、 数 値 、
及 び ブ ー リ ア ン キ ャ ラ ク タ を 操 作 す る た め の 基 本 的 な 機 能 が 提 供 さ れ る 。 Ｘ ｐ ａ ｔ ｈ は 、
Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 見 た 目 の シ ン タ ッ ク ス 、 例 え ば 、 テ キ ス ト と し て み た と き に 何 行 目 で あ る と
か 何 文 字 目 で あ る と か と い っ た 文 法 で は な く 、 抽 象 的 、 論 理 的 な 構 造 、 例 え ば Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ
ー 上 で 動 作 す る 。 Ｘ ｐ ａ ｔ ｈ を 使 用 す る こ と に よ り 、 例 え ば Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 内
の 階 層 的 構 造 を 通 じ て 場 所 を 指 定 す る こ と が で き る 。 位 置 を 指 定 す る 以 外 に も 、 Ｘ ｐ ａ ｔ
ｈ は 、 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 中 の ノ ー ド が パ タ ー ン に マ ッ チ す る か 否 か を 判 定 す る た め に 使 用 可 能
に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Ｘ ｐ ａ ｔ ｈ に 関 す る 更 な る 詳 細 は 、 「 http://www.w3.org/TR/xpath」 で 入 手 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｘ Ｍ Ｌ に つ い て 既 知 の 利 点 及 び 特 徴 を 鑑 み る と 、 Ｘ Ｍ Ｌ な ど の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ る
文 書 を 扱 う こ と が 可 能 で 、 文 書 を 作 成 し 編 集 す る た め の ユ ー ザ フ レ ン ド リ ー な イ ン タ フ ェ
ー ス を 提 供 す る 効 果 的 な 文 書 処 理 管 理 シ ス テ ム が 必 要 で あ る 。 Ｘ Ｍ Ｌ は 、 複 合 文 書 や 、 ネ
ッ ト ワ ー ク な ど を 介 し て 他 者 と デ ー タ を 共 有 す る の に 適 し た 形 式 と し て 注 目 さ れ て お り 、
Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 作 成 、 表 示 、 編 集 す る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 開 発 さ れ て い る （ た と え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 は 、 文 書 型 定 義 な ど に よ り 定 義 さ れ た ボ キ ャ ブ ラ リ （ タ
グ セ ッ ト ） に 基 づ い て 作 成 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ０ ８ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ボ キ ャ ブ ラ リ は 、 任 意 に 定 義 す る こ と が 許 さ れ て お り 、 理 論 上 、 無 限 に 多 く の ボ キ ャ ブ
ラ リ が 存 在 し う る 。 こ れ ら の ボ キ ャ ブ ラ リ の 全 て に 対 応 し て 専 用 の 表 示 ・ 編 集 環 境 を 提 供
す る の は 現 実 的 で は な い 。 従 来 、 専 用 の 編 集 環 境 が 用 意 さ れ て い な い ボ キ ャ ブ ラ リ に よ り
記 述 さ れ た 文 書 を 編 集 す る 場 合 、 テ キ ス ト デ ー タ に よ り 構 成 さ れ た 文 書 の ソ ー ス を 直 接 テ
キ ス ト エ デ ィ タ な ど で 編 集 し て い た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 扱 う こ と が 可 能 な 既 存 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 市 場 で 入 手 可 能 で あ る が 、 広
く 受 け 入 れ ら れ る こ と を 阻 害 す る 重 大 な 限 界 や 障 壁 を 有 し て い る 。 本 明 細 書 で 説 明 す る 方
法 及 び 装 置 は 、 こ の よ う な 既 存 の 製 品 や そ の 基 礎 と な る 既 存 技 術 に よ り こ れ ま で 取 り 組 ま
れ て こ な か っ た 問 題 を 解 決 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 例 え ば 、 既 存 の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 処 理 装 置 の 実 装 に お い て 、 表 示 の 方 法 に 関 連 し な い 内 容 の 表
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現 と い う Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 特 徴 は 、 表 面 上 は 利 点 で あ る と み な さ れ て い る 。 し か し 、 こ の よ う
な 特 徴 は 現 実 的 に は ユ ー ザ が 直 接 編 集 す る こ と が で き な い と い う 不 都 合 を 生 じ る 。 こ の 問
題 を 解 決 す る た め に 、 既 存 の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 処 理 製 品 は 、 Ｘ Ｍ Ｌ 入 力 の た め の 固 有 の 画 面 を 設
計 し て い る 。 し か し 、 既 存 の Ｘ Ｍ Ｌ 製 品 は 予 め ハ ー ド コ ー ド さ れ た も の で あ る の で 、 画 面
設 計 の 柔 軟 性 は 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 制 限 に 関 し て 、 ス タ イ ル シ ー ト 言 語 の 標 準 の 一 つ と し て Ｘ Ｓ Ｌ Ｔ が 既 に 開 発 さ れ て
い る 。 こ れ は 、 ユ ー ザ を ハ ー ド コ ー ド か ら 解 放 す る 技 術 で あ り 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 表 示 に 適 用
可 能 な 方 法 と 両 立 可 能 で あ る 。 し か し 、 Ｘ Ｓ Ｌ Ｔ は Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 表 示 す る だ け で あ り 、 編
集 す る こ と を 可 能 に す る わ け で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 既 存 の Ｘ Ｍ Ｌ 製 品 は 、 主 と し て 「 ス キ ー マ 」 の 存 在 に 依 存 し て い る 。 し た が っ
て 、 最 初 に い っ た ん ス キ ー マ が 決 定 さ れ る と 、 最 上 層 か ら ス キ ー マ 構 造 に 対 応 し た Ｘ Ｍ Ｌ
文 書 の み し か 扱 う こ と が で き な い と い う 制 限 が あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 シ ス テ ム は 固 定 し た
シ ス テ ム で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 上 述 し た 制 限 は な い 。 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 全 体 の 構 造 が 固 定 的 に 決 定 さ れ る 必
要 は な い 。 様 々 な 構 造 を 持 つ 複 合 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 は 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を い く つ か の 部 分 に 分 割 し 、
編 集 モ ジ ュ ー ル を 割 り 当 て る と い う ア イ デ ア に よ り 、 安 全 に 取 り 扱 う こ と が で き る 。 柔 軟
な シ ス テ ム を 実 現 す る た め に 、 編 集 モ ジ ュ ー ル は プ ラ グ イ ン に よ り 実 現 さ れ る こ と が 好 ま
し い 。 さ ら に 、 ユ ー ザ は 、 ハ ー ド コ ー ド の 制 限 な し に 、 柔 軟 な 画 面 設 計 を 実 装 し 、 Ｗ Ｙ Ｓ
Ｉ Ｗ Ｙ Ｇ に よ り 編 集 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は こ う し た 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 １ 以 上 の Ｘ Ｍ Ｌ な ど
の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ り 記 述 さ れ た 文 書 を 効 果 的 に 処 理 す る 装 置 、 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 製
品 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の あ る 態 様 は 、 文 書 処 理 装 置 に 関 す る 。 こ の 文 書 処 理 装 置 は 、 自 身 が 対 応 し て い
る 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ り 記 述 さ れ た 文 書 を 処 理 す る こ と が 可 能 な 処 理 系 と 、 文 書
が 、 前 記 処 理 系 が 対 応 し て い な い 第 ２ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ り 記 述 さ れ て い た と き に 、
前 記 文 書 を 、 前 記 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に マ ッ ピ ン グ す る こ と が 可 能 な 変 換 部 と 、 を 備
え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 文 書 処 理 方 法 に 関 す る 。 こ の 文 書 処 理 方 法 は 、 第 １ の マ ー ク ア ッ
プ 言 語 を 処 理 不 可 能 で 第 ２ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 を 処 理 可 能 な 文 書 処 理 装 置 に よ り 処 理 さ れ
る 前 記 文 書 が 、 前 記 第 １ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 で 記 述 さ れ て い た と き に 、 前 記 文 書 を 前 記 第
２ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に マ ッ ピ ン グ す る 過 程 と 、 マ ッ ピ ン グ さ れ た 文 書 を 表 示 す る 過 程 と
、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 述 し た 技 術 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と が 可 能 な 命 令 を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ 読 み
取 り 可 能 な 媒 体 を 含 む コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 も 、 本 発 明 の 一 態 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 以 上 の 構 成 要 素 の 任 意 の 組 合 せ 、 本 発 明 の 表 現 を 方 法 、 装 置 、 シ ス テ ム な ど の 間
で 変 換 し た も の も ま た 、 本 発 明 の 態 様 と し て 有 効 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 １ 以 上 の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ り 記 述 さ れ た 文 書 を 、 生 成 、 編 集 、 表
示 、 又 は 保 存 の う ち 少 な く と も １ つ の た め に 適 切 に 処 理 す る 技 術 を 提 供 す る こ と が で き る
。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る 文 書 処 理 装 置 ２ ０ の 構 成 を 示 す 。 文 書 処 理 装 置 ２ ０ は 、 文 書
内 の デ ー タ が 階 層 構 造 を 有 す る 複 数 の 構 成 要 素 に 分 類 さ れ た 構 造 化 文 書 を 処 理 す る が 、 本
実 施 の 形 態 で は 構 造 化 文 書 の 一 例 と し て Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 処 理 す る 例 に つ い て 説 明 す る 。 文 書
処 理 装 置 ２ ０ は 、 主 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ 、 編 集 ユ ニ ッ ト ２ ４ 、 Ｄ Ｏ Ｍ （ Document Object Mo
del） ユ ニ ッ ト ３ ０ 、 Ｃ Ｓ Ｓ （ Cascade Style Sheets） ユ ニ ッ ト ４ ０ 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ （ HyperTe
xt Markup Language） ユ ニ ッ ト ５ ０ 、 Ｓ Ｖ Ｇ （ Scalable Vector Graphics） ユ ニ ッ ト ６ ０
、 及 び 変 換 部 の 一 例 で あ る Ｖ Ｃ （ Vocabulary Connection） ユ ニ ッ ト ８ ０ を 備 え る 。 こ れ
ら の 構 成 は 、 ハ ー ド ウ エ ア コ ン ポ ー ネ ン ト で い え ば 、 任 意 の コ ン ピ ュ ー タ の Ｃ Ｐ Ｕ 、 メ モ
リ 、 メ モ リ に ロ ー ド さ れ た プ ロ グ ラ ム な ど に よ っ て 実 現 さ れ る が 、 こ こ で は そ れ ら の 連 携
に よ っ て 実 現 さ れ る 機 能 ブ ロ ッ ク を 描 い て い る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 機 能 ブ ロ ッ ク が ハ
ー ド ウ エ ア の み 、 ソ フ ト ウ エ ア の み 、 ま た は そ れ ら の 組 合 せ に よ っ て い ろ い ろ な 形 で 実 現
で き る こ と は 、 当 業 者 に は 理 解 さ れ る と こ ろ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 主 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ は 、 プ ラ グ イ ン の ロ ー ド や 、 コ マ ン ド 実 行 の フ レ ー ム ワ ー ク を 提 供
す る 。 編 集 ユ ニ ッ ト ２ ４ は 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 編 集 す る た め の フ レ ー ム ワ ー ク を 提 供 す る 。 文
書 処 理 装 置 ２ ０ に お け る 文 書 の 表 示 及 び 編 集 機 能 は 、 プ ラ グ イ ン に よ り 実 現 さ れ て お り 、
文 書 の 種 別 に 応 じ て 必 要 な プ ラ グ イ ン が 主 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ 又 は 編 集 ユ ニ ッ ト ２ ４ に よ り
ロ ー ド さ れ る 。 主 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ 又 は 編 集 ユ ニ ッ ト ２ ４ は 、 処 理 対 象 と な る Ｘ Ｍ Ｌ 文 書
の 名 前 空 間 を 参 照 し て 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 が い ず れ の ボ キ ャ ブ ラ リ に よ り 記 述 さ れ て い る か を 判
別 し 、 そ の ボ キ ャ ブ ラ リ に 対 応 し た 表 示 又 は 編 集 用 の プ ラ グ イ ン を ロ ー ド し て 表 示 や 編 集
を 実 行 さ せ る 。 例 え ば 、 文 書 処 理 装 置 ２ ０ に は 、 制 御 部 ５ ２ 、 編 集 部 ５ ４ 、 及 び 表 示 部 ５
６ を 用 い て Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 文 書 の 表 示 及 び 編 集 を 行 う Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ や 、 制 御 部 ６ ２ 、 編
集 部 ６ ４ 、 及 び 表 示 部 ６ ６ を 用 い て Ｓ Ｖ Ｇ 文 書 の 表 示 及 び 編 集 を 行 う Ｓ Ｖ Ｇ ユ ニ ッ ト ６ ０
な ど 、 ボ キ ャ ブ ラ リ （ タ グ セ ッ ト ） ご と に 表 示 系 及 び 編 集 系 が プ ラ グ イ ン と し て 実 装 さ れ
て お り 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 文 書 を 編 集 す る と き は Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ が 、 Ｓ Ｖ Ｇ 文 書 を 編 集 す る
と き は Ｓ Ｖ Ｇ ユ ニ ッ ト ６ ０ が 、 そ れ ぞ れ の 制 御 部 と 協 働 し て ロ ー ド さ れ る 。 後 述 す る よ う
に 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ と Ｓ Ｖ Ｇ の 双 方 の 構 成 要 素 を 含 む 複 合 文 書 が 処 理 対 象 と な っ て い る 場 合 は 、
Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ と Ｓ Ｖ Ｇ ユ ニ ッ ト ６ ０ の 双 方 が ロ ー ド さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ は 、 必 要 な 機 能 の み を 選 択 し て イ ン ス ト ー ル し 、 後 か
ら 適 宜 機 能 を 追 加 又 は 削 除 す る こ と が で き る の で 、 プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る ハ ー ド デ ィ ス ク
な ど の 記 録 媒 体 の 記 憶 領 域 を 有 効 に 活 用 す る こ と が で き 、 ま た 、 プ ロ グ ラ ム 実 行 時 に も 、
メ モ リ の 浪 費 を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 機 能 拡 張 性 に 優 れ て お り 、 開 発 主 体 と し て も 、
プ ラ グ イ ン の 形 で 新 た な ボ キ ャ ブ ラ リ に 対 応 す る こ と が 可 能 な の で 開 発 が 容 易 と な り 、 ユ
ー ザ と し て も 、 プ ラ グ イ ン の 追 加 に よ り 容 易 か つ 低 コ ス ト に て 機 能 を 追 加 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 編 集 ユ ニ ッ ト ２ ４ は 、 ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て ユ ー ザ か ら マ ウ ス ク リ ッ ク や キ
ー ス ト ロ ー ク な ど の 入 力 操 作 を 含 む 編 集 指 示 の イ ベ ン ト （ ト リ ガ イ ベ ン ト ） を 受 け 付 け 、
そ の イ ベ ン ト を 適 切 な プ ラ グ イ ン な ど に 通 知 す る と も に 、 イ ベ ン ト の 再 実 行 （ リ ド ゥ ） 又
は 実 行 の 取 消 （ ア ン ド ゥ ） な ど の 処 理 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｄ Ｏ Ｍ ユ ニ ッ ト ３ ０ は 、 Ｄ Ｏ Ｍ 提 供 部 ３ ２ 、 Ｄ Ｏ Ｍ 生 成 部 ３ ４ 、 及 び 出 力 部 ３ ６ を 含 み
、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を デ ー タ と し て 扱 う と き の ア ク セ ス 方 法 を 提 供 す る た め に 定 め ら れ た 文 書 オ
ブ ジ ェ ク ト モ デ ル （ Document Object Model： Ｄ Ｏ Ｍ ） に 準 拠 し た 機 能 を 実 現 す る 。 Ｄ Ｏ
Ｍ 提 供 部 ３ ２ は 、 編 集 ユ ニ ッ ト ２ ４ に 定 義 さ れ て い る イ ン タ フ ェ ー ス を 満 た す Ｄ Ｏ Ｍ の 実
装 で あ る 。 Ｄ Ｏ Ｍ 生 成 部 ３ ４ は 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 か ら Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー を 生 成 す る 。 後 述 す る よ う
に 、 処 理 対 象 と な る Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 が 、 Ｖ Ｃ ユ ニ ッ ト ８ ０ に よ り 他 の ボ キ ャ ブ ラ リ に マ ッ ピ ン
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グ さ れ る 場 合 は 、 マ ッ ピ ン グ 元 の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 に 対 応 す る ソ ー ス ツ リ ー と 、 マ ッ ピ ン グ 先 の
Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 に 対 応 す る デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー が 生 成 さ れ る 。 出 力 部 ３ ６ は 、 例 え ば 編
集 終 了 時 に 、 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー を Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｃ Ｓ Ｓ ユ ニ ッ ト ４ ０ は 、 Ｃ Ｓ Ｓ 解 析 部 ４ ２ 、 Ｃ Ｓ Ｓ 提 供 部 ４ ４ 、 及 び レ ン ダ リ ン グ 部 ４
６ を 含 み 、 Ｃ Ｓ Ｓ に 準 拠 し た 表 示 機 能 を 提 供 す る 。 Ｃ Ｓ Ｓ 解 析 部 ４ ２ は 、 Ｃ Ｓ Ｓ の 構 文 を
解 析 す る パ ー サ の 機 能 を 有 す る 。 Ｃ Ｓ Ｓ 提 供 部 ４ ４ は 、 Ｃ Ｓ Ｓ オ ブ ジ ェ ク ト の 実 装 で あ り
、 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー に 対 し て Ｃ Ｓ Ｓ の カ ス ケ ー ド 処 理 を 行 う 。 レ ン ダ リ ン グ 部 ４ ６ は 、 Ｃ Ｓ Ｓ
の レ ン ダ リ ン グ エ ン ジ ン で あ り 、 Ｃ Ｓ Ｓ を 用 い て レ イ ア ウ ト さ れ る Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ な ど の ボ キ ャ
ブ ラ リ で 記 述 さ れ た 文 書 の 表 示 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ は 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ に よ り 記 述 さ れ た 文 書 を 表 示 又 は 編 集 す る 。 Ｓ Ｖ Ｇ
ユ ニ ッ ト ６ ０ は 、 Ｓ Ｖ Ｇ に よ り 記 述 さ れ た 文 書 を 表 示 又 は 編 集 す る 。 こ れ ら の 表 示 ／ 編 集
系 は 、 プ ラ グ イ ン の 形 で 実 現 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 、 文 書 を 表 示 す る 表 示 部 （ Canvas） ５
６ 、 ６ ６ 、 編 集 指 示 を 含 む イ ベ ン ト を 送 受 信 す る 制 御 部 （ Editlet） ５ ２ 、 ６ ２ 、 編 集 コ
マ ン ド を 受 け て Ｄ Ｏ Ｍ に 対 し て 編 集 を 行 う 編 集 部 （ Zone） ５ ４ 、 ６ ４ を 備 え る 。 制 御 部 ５
２ 又 は ６ ２ が 外 部 か ら Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の 編 集 コ マ ン ド を 受 け 付 け る と 、 編 集 部 ５ ４ 又 は ６ ４
が Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー を 変 更 し 、 表 示 部 ５ ６ 又 は ６ ６ が 表 示 を 更 新 す る 。 こ れ ら は 、 よ く 知 ら れ
た グ ラ フ ィ カ ル ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス （ Ｇ Ｕ Ｉ ） の パ ラ ダ イ ム で あ る 、 Ｍ Ｖ Ｃ （ Model-Vi
ew-Controller） と 呼 ば れ る フ レ ー ム ワ ー ク に 類 似 す る 構 成 を と っ て い る 。 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ
イ ム は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 又 は ア プ リ ケ ー シ ョ ン の イ ン タ フ ェ イ ス の 一 部 を 、 ３ つ の 部 分
、 す な わ ち 、 モ デ ル 、 ビ ュ ー 、 コ ン ト ロ ー ラ に 分 割 す る 方 法 を 提 案 す る 。 Ｍ Ｖ Ｃ は 、 元 は
、 Ｇ Ｕ Ｉ の 世 界 に 、 従 来 の 入 力 、 処 理 、 出 力 の 役 割 を 割 り 当 て る た め に 開 発 さ れ た 。
 ［ 入 力 ］  →  ［ 処 理 ］  →  ［ 出 力 ］
 ［ コ ン ト ロ ー ラ ］ →  ［ モ デ ル ］  →  ［ ビ ュ ー ］
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム に よ れ ば 、 外 界 の モ デ リ ン グ 、 ユ ー ザ へ の 視 覚 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク 、
及 び ユ ー ザ の 入 力 は 、 モ デ ル （ Ｍ ） 、 ビ ュ ー （ Ｖ ） 、 及 び コ ン ト ロ ー ラ （ Ｃ ） オ ブ ジ ェ ク
ト に よ り 分 離 さ れ て 扱 わ れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ は 、 ユ ー ザ か ら の マ ウ ス と キ ー ボ ー ド 入 力 の
よ う な 入 力 を 解 釈 し 、 こ れ ら の ユ ー ザ ア ク シ ョ ン を 、 適 切 な 変 更 を も た ら す た め に モ デ ル
及 び ／ 又 は ビ ュ ー に 送 ら れ る コ マ ン ド に マ ッ プ す る よ う に 作 用 す る 。 モ デ ル は 、 １ 以 上 の
デ ー タ 要 素 を 管 理 す る よ う に 作 用 し 、 そ の 状 態 に 関 す る ク エ リ に 応 答 し 、 状 態 を 変 更 す る
指 示 に 応 答 す る 。 ビ ュ ー は 、 デ ィ ス プ レ イ の 長 方 形 の 領 域 を 管 理 す る よ う に 作 用 し 、 グ ラ
フ ィ ク ス と テ キ ス ト の 組 合 せ に よ り ユ ー ザ に デ ー タ を 提 示 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 開 示 さ れ る 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 概 ね 、 表 示 部 ５ ６ 及 び ６ ６ が 「 View」 に 、
制 御 部 ５ ２ 及 び ６ ２ が 「 Controller」 に 、 編 集 部 ５ ４ 及 び ６ ４ と Ｄ Ｏ Ｍ の 実 体 が 「 Model
」 に 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 。 図 １ － １ ０ に 示 す 本 実 施 の 形 態 の 文 書 処 理 装 置 ２ ０ で は 、 Ｘ Ｍ
Ｌ 文 書 を ツ リ ー 表 示 形 式 で 編 集 す る だ け で な く 、 そ れ ぞ れ の ボ キ ャ ブ ラ リ に 応 じ た 編 集 を
可 能 と す る 。 例 え ば 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ は 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 文 書 を ワ ー ド プ ロ セ ッ サ に 類 似
し た 方 式 で 編 集 す る た め の ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 提 供 し 、 Ｓ Ｖ Ｇ ユ ニ ッ ト ６ ０ は 、 Ｓ
Ｖ Ｇ 文 書 を 画 像 描 画 ツ ー ル に 類 似 し た 方 式 で 編 集 す る た め の ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 提
供 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｖ Ｃ ユ ニ ッ ト ８ ０ は 、 マ ッ ピ ン グ 部 ８ ２ 、 定 義 フ ァ イ ル 取 得 部 ８ ４ 、 及 び 定 義 フ ァ イ ル
生 成 部 ８ ６ を 含 み 、 あ る ボ キ ャ ブ ラ リ に よ り 記 述 さ れ た 文 書 を 、 他 の ボ キ ャ ブ ラ リ に マ ッ
ピ ン グ す る こ と に よ り 、 マ ッ ピ ン グ 先 の ボ キ ャ ブ ラ リ に 対 応 し た 表 示 編 集 用 プ ラ グ イ ン で
文 書 を 表 示 又 は 編 集 す る た め の フ レ ー ム ワ ー ク を 提 供 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の 機 能
を 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン （ Vocabulary Connection： Ｖ Ｃ ） と 呼 ぶ 。 定 義 フ ァ イ ル
取 得 部 ８ ４ は 、 マ ッ ピ ン グ の 定 義 を 記 述 し た 定 義 フ ァ イ ル を 取 得 す る 。 本 実 施 の 形 態 で は
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、 定 義 フ ァ イ ル は ス ク リ プ ト フ ァ イ ル で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ の ボ キ ャ ブ ラ リ の 文 書 は 、 ノ ー ド を 含 む ソ ー ス ツ リ ー と し て 表 現 さ れ る 。 同 様 に 、
第 ２ の ボ キ ャ ブ ラ リ の 文 書 は 、 ノ ー ド を 含 む デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー と し て 表 現 さ れ る
。 定 義 フ ァ イ ル は 、 ノ ー ド ご と に 、 ソ ー ス ツ リ ー と デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー の ノ ー ド 間
の 対 応 （ コ ネ ク シ ョ ン ） を 記 述 す る 。 Ｗ ３ Ｃ の 技 術 に お い て 知 ら れ て い る よ う に 、 Ｄ Ｏ Ｍ
ツ リ ー 中 の ノ ー ド は 、 要 素 値 及 び ／ 又 は 属 性 値 に よ り 定 義 さ れ て も よ い 。 本 実 施 の 形 態 で
は 、 各 ノ ー ド の 要 素 値 や 属 性 値 の 編 集 の 可 否 を 指 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 ノ ー ド の 要 素 値 や 属 性 値 を 用 い た 演 算 式 を 記 述 し て も よ い 。 こ れ ら の 機 能 に つ い
て は 、 後 で 詳 述 す る 。 マ ッ ピ ン グ 部 ８ ２ は 、 定 義 フ ァ イ ル 取 得 部 ８ ４ が 取 得 し た 定 義 フ ァ
イ ル （ ス ク リ プ ト フ ァ イ ル ） を 参 照 し て 、 Ｄ Ｏ Ｍ 生 成 部 ３ ４ に デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー
を 生 成 さ せ 、 ソ ー ス ツ リ ー と デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー の 対 応 関 係 を 管 理 す る 。 定 義 フ ァ
イ ル 生 成 部 ８ ６ は 、 ユ ー ザ が 定 義 フ ァ イ ル を 生 成 す る た め の グ ラ フ ィ カ ル ユ ー ザ イ ン タ ー
フ ェ ー ス を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｖ Ｃ ユ ニ ッ ト ８ ０ は 、 ソ ー ス ツ リ ー と デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー の 間 の コ ネ ク シ ョ ン を
監 視 し 、 表 示 を 担 当 す る プ ラ グ イ ン に よ り 提 供 さ れ る ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス を 介 し て ユ ー
ザ か ら 編 集 指 示 を 受 け 付 け る と 、 ま ず ソ ー ス ツ リ ー の 該 当 す る ノ ー ド を 変 更 す る 。 Ｄ Ｏ Ｍ
ユ ニ ッ ト ３ ０ が 、 ソ ー ス ツ リ ー が 変 更 さ れ た 旨 の ミ ュ ー テ ー シ ョ ン イ ベ ン ト を 発 行 す る と
、 Ｖ Ｃ ユ ニ ッ ト ８ ０ は 、 そ の ミ ュ ー テ ー シ ョ ン イ ベ ン ト を 受 け て 、 ソ ー ス ツ リ ー の 変 更 に
デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を 同 期 さ せ る べ く 、 変 更 さ れ た ノ ー ド に 対 応 す る デ ス テ ィ ネ ー
シ ョ ン ツ リ ー の ノ ー ド を 変 更 す る 。 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を 表 示 ／ 編 集 す る プ ラ グ イ
ン 、 例 え ば Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ は 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー が 変 更 さ れ た 旨 の ミ ュ ー
テ ー シ ョ ン イ ベ ン ト を 受 け て 、 変 更 さ れ た デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を 参 照 し て 表 示 を 更
新 す る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 少 数 の ユ ー ザ に よ り 利 用 さ れ る ロ ー カ ル な ボ キ ャ ブ ラ リ
に よ り 記 述 さ れ た 文 書 で あ っ て も 、 他 の メ ジ ャ ー な ボ キ ャ ブ ラ リ に 変 換 す る こ と で 、 文 書
を 表 示 す る こ と が で き る と と も に 、 編 集 環 境 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 文 書 処 理 装 置 ２ ０ に よ り 文 書 を 表 示 又 は 編 集 す る 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 文 書 処 理 装 置
２ ０ が 処 理 対 象 と な る 文 書 を 読 み 込 む と 、 Ｄ Ｏ Ｍ 生 成 部 ３ ４ が 、 そ の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 か ら Ｄ Ｏ
Ｍ ツ リ ー を 生 成 す る 。 ま た 、 主 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ 又 は 編 集 ユ ニ ッ ト ２ ４ は 、 名 前 空 間 を 参
照 し て 文 書 を 記 述 し て い る ボ キ ャ ブ ラ リ を 判 別 す る 。 そ の ボ キ ャ ブ ラ リ に 対 応 し た プ ラ グ
イ ン が 文 書 処 理 装 置 ２ ０ に イ ン ス ト ー ル さ れ て い る 場 合 は 、 そ の プ ラ グ イ ン を ロ ー ド し て
、 文 書 を 表 示 ／ 編 集 さ せ る 。 プ ラ グ イ ン が イ ン ス ト ー ル さ れ て い な い 場 合 は 、 マ ッ ピ ン グ
の 定 義 フ ァ イ ル が 存 在 す る か 否 か を 確 認 す る 。 定 義 フ ァ イ ル が 存 在 す る 場 合 、 定 義 フ ァ イ
ル 取 得 部 ８ ４ が 定 義 フ ァ イ ル を 取 得 し 、 そ の 定 義 に 従 っ て 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー が
生 成 さ れ 、 マ ッ ピ ン グ 先 の ボ キ ャ ブ ラ リ に 対 応 す る プ ラ グ イ ン に よ り 文 書 が 表 示 ／ 編 集 さ
れ る 。 複 数 の ボ キ ャ ブ ラ リ を 含 む 複 合 文 書 で あ る 場 合 は 、 後 述 す る よ う に 、 そ れ ぞ れ の ボ
キ ャ ブ ラ リ に 対 応 し た プ ラ グ イ ン に よ り 、 文 書 の 該 当 箇 所 が そ れ ぞ れ 表 示 ／ 編 集 さ れ る 。
定 義 フ ァ イ ル が 存 在 し な い 場 合 は 、 文 書 の ソ ー ス 又 は ツ リ ー 構 造 を 表 示 し 、 そ の 表 示 画 面
に お い て 編 集 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ は 、 処 理 対 象 と な る Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 例 を 示 す 。 こ の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 は 、 生 徒 の 成 績 デ ー タ
を 管 理 す る た め に 用 い ら れ る 。 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の ト ッ プ ノ ー ド で あ る 構 成 要 素 「 成 績 」 は 、 配
下 に 、 生 徒 ご と に 設 け ら れ た 構 成 要 素 「 生 徒 」 を 複 数 有 す る 。 構 成 要 素 「 生 徒 」 は 、 属 性
値 「 名 前 」 と 、 子 要 素 「 国 語 」 、 「 数 学 」 、 「 理 科 」 、 「 社 会 」 を 有 す る 。 属 性 値 「 名 前
」 は 、 生 徒 の 名 前 を 格 納 す る 。 構 成 要 素 「 国 語 」 、 「 数 学 」 、 「 理 科 」 、 「 社 会 」 は 、 そ
れ ぞ れ 、 国 語 、 数 学 、 理 科 、 社 会 の 成 績 を 格 納 す る 。 例 え ば 、 名 前 が 「 Ａ 」 で あ る 生 徒 の
国 語 の 成 績 は 「 ９ ０ 」 、 数 学 の 成 績 は 「 ５ ０ 」 、 理 科 の 成 績 は 「 ７ ５ 」 、 社 会 の 成 績 は 「
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６ ０ 」 で あ る 。 以 下 、 こ の 文 書 で 使 用 さ れ て い る ボ キ ャ ブ ラ リ （ タ グ セ ッ ト ） を 、 「 成 績
管 理 ボ キ ャ ブ ラ リ 」 と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 文 書 処 理 装 置 ２ ０ は 、 成 績 管 理 ボ キ ャ ブ ラ リ の 表 示 ／ 編 集 に 対 応 し た プ
ラ グ イ ン を 有 し な い の で 、 こ の 文 書 を ソ ー ス 表 示 、 ツ リ ー 表 示 以 外 の 方 法 で 表 示 す る た め
に は 、 前 述 し た Ｖ Ｃ 機 能 が 用 い ら れ る 。 す な わ ち 、 成 績 管 理 ボ キ ャ ブ ラ リ を 、 プ ラ グ イ ン
が 用 意 さ れ た 別 の ボ キ ャ ブ ラ リ 、 例 え ば 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ や Ｓ Ｖ Ｇ な ど に マ ッ ピ ン グ す る た め の
定 義 フ ァ イ ル を 用 意 す る 必 要 が あ る 。 ユ ー ザ 自 身 が 定 義 フ ァ イ ル を 作 成 す る た め の ユ ー ザ
イ ン タ ー フ ェ ー ス に つ い て は 後 述 す る こ と に し て 、 こ こ で は 、 既 に 定 義 フ ァ イ ル が 用 意 さ
れ て い る と し て 説 明 を 進 め る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ に 示 し た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ で 記 述 さ れ た 表 に マ ッ ピ ン グ す る 例 を 示 す
。 図 ３ の 例 で は 、 成 績 管 理 ボ キ ャ ブ ラ リ の 「 生 徒 」 ノ ー ド を 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ に お け る 表 （ 「 TA
BLE」 ノ ー ド ） の 行 （ 「 TR」 ノ ー ド ） に 対 応 づ け 、 各 行 の 第 １ 列 に は 属 性 値 「 名 前 」 を 、
第 ２ 列 に は 「 国 語 」 ノ ー ド の 要 素 値 を 、 第 ３ 列 に は 「 数 学 」 ノ ー ド の 要 素 値 を 、 第 ４ 列 に
は 「 理 科 」 ノ ー ド の 要 素 値 を 、 第 ５ 列 に は 「 社 会 」 ノ ー ド の 要 素 値 を 、 そ れ ぞ れ 対 応 付 け
る 。 こ れ に よ り 、 図 ２ に 示 し た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ の 表 形 式 で 表 示 す る こ と が で き る
。 ま た 、 こ れ ら の 属 性 値 及 び 要 素 値 は 、 編 集 可 能 で あ る こ と が 指 定 さ れ て お り 、 ユ ー ザ が
Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ に よ る 表 示 画 面 上 で 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ の 編 集 機 能 に よ り 、 こ れ ら の 値 を 編
集 す る こ と が で き る 。 第 ６ 列 に は 、 国 語 、 数 学 、 理 科 、 社 会 の 成 績 の 加 重 平 均 を 算 出 す る
演 算 式 が 指 定 さ れ て お り 、 生 徒 の 成 績 の 平 均 点 が 表 示 さ れ る 。 こ の よ う に 、 定 義 フ ァ イ ル
に 演 算 式 を 指 定 可 能 と す る こ と に よ り 、 よ り 柔 軟 な 表 示 が 可 能 と な り 、 編 集 時 の ユ ー ザ の
利 便 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 第 ６ 列 は 、 編 集 不 可 で あ る こ と が 指 定 さ れ て お
り 、 平 均 点 の み を 個 別 に 編 集 す る こ と が で き な い よ う に し て い る 。 こ の よ う に 、 マ ッ ピ ン
グ 定 義 に お い て 、 編 集 の 可 否 を 指 定 可 能 と す る こ と に よ り 、 ユ ー ザ の 誤 操 作 を 防 ぐ こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ は 、 図 ２ に 示 し た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 図 ３ に 示 し た 表 に マ ッ ピ ン グ す る た め の 定 義 フ ァ イ
ル の 例 を 示 す 。 こ の 定 義 フ ァ イ ル は 、 定 義 フ ァ イ ル 用 に 定 義 さ れ た ス ク リ プ ト 言 語 に よ り
記 述 さ れ る 。 定 義 フ ァ イ ル に は 、 コ マ ン ド の 定 義 と 、 表 示 の テ ン プ レ ー ト が 記 述 さ れ て い
る 。 図 ４ の 例 で は 、 コ マ ン ド と し て 、 「 生 徒 の 追 加 」 と 「 生 徒 の 削 除 」 が 定 義 さ れ て お り
、 そ れ ぞ れ 、 ソ ー ス ツ リ ー に ノ ー ド 「 生 徒 」 を 挿 入 す る 操 作 と 、 ソ ー ス ツ リ ー か ら ノ ー ド
「 生 徒 」 を 削 除 す る 操 作 が 対 応 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 テ ン プ レ ー ト と し て 、 表 の 第 １ 行
に 「 名 前 」 、 「 国 語 」 な ど の 見 出 し が 表 示 さ れ 、 第 ２ 行 以 降 に 、 ノ ー ド 「 生 徒 」 の 内 容 が
表 示 さ れ る こ と が 記 述 さ れ て い る 。 ノ ー ド 「 生 徒 」 の 内 容 を 表 示 す る テ ン プ レ ー ト 中 、 「
text-of」 と 記 述 さ れ た 項 は 「 編 集 可 能 」 で あ る こ と を 意 味 し 、 「 value-of」 と 記 述 さ れ
た 項 は 「 編 集 不 可 能 」 で あ る こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 ノ ー ド 「 生 徒 」 の 内 容 を 表 示 す る 行
の う ち 、 第 ６ 列 に は 、 「 (src:国 語  + src:数 学  + src:理 科  + src:社 会 ) div 4」 と い う
計 算 式 が 記 述 さ れ て お り 、 生 徒 の 成 績 の 平 均 が 表 示 さ れ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ は 、 図 ２ に 示 し た 成 績 管 理 ボ キ ャ ブ ラ リ で 記 述 さ れ た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 、 図 ３ に 示 し た
対 応 に よ り Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ に マ ッ ピ ン グ し て 表 示 し た 画 面 の 例 を 示 す 。 表 ９ ０ の 各 行 に は 、 左 か
ら 、 各 生 徒 の 名 前 、 国 語 の 成 績 、 数 学 の 成 績 、 理 科 の 成 績 、 社 会 の 成 績 、 及 び 平 均 点 が 表
示 さ れ て い る 。 ユ ー ザ は 、 こ の 画 面 上 で 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 編 集 す る こ と が で き る 。 た と え ば
、 第 ２ 行 第 ３ 列 の 値 を 「 ７ ０ 」 に 変 更 す る と 、 こ の ノ ー ド に 対 応 す る ソ ー ス ツ リ ー の 要 素
値 、 す な わ ち 、 生 徒 「 Ｂ 」 の 数 学 の 成 績 が 「 ７ ０ 」 に 変 更 さ れ る 。 こ の と き 、 Ｖ Ｃ ユ ニ ッ
ト ８ ０ は 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を ソ ー ス ツ リ ー に 追 従 さ せ る べ く 、 デ ス テ ィ ネ ー シ
ョ ン ツ リ ー の 該 当 箇 所 を 変 更 し 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ が 、 変 更 さ れ た デ ス テ ィ ネ ー シ ョ
ン ツ リ ー に 基 づ い て 表 示 を 更 新 す る 。 し た が っ て 、 生 徒 「 Ｂ 」 の 数 学 の 成 績 が 「 ７ ０ 」 に
変 更 さ れ 、 更 に 、 平 均 点 が 「 ５ ５ 」 に 変 更 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ に 示 し た 画 面 に は 、 図 ４ に 示 し た 定 義 フ ァ イ ル に 定 義 さ れ た よ う に 、 「 生 徒 の 追 加
」 及 び 「 生 徒 の 削 除 」 の コ マ ン ド が メ ニ ュ ー に 表 示 さ れ る 。 ユ ー ザ が こ れ ら の コ マ ン ド を
選 択 す る と 、 ソ ー ス ツ リ ー に お い て 、 ノ ー ド 「 生 徒 」 が 追 加 又 は 削 除 さ れ る 。 こ の よ う に
、 本 実 施 の 形 態 の 文 書 処 理 装 置 ２ ０ で は 、 階 層 構 造 の 末 端 の 構 成 要 素 の 要 素 値 を 編 集 す る
の み で は な く 、 階 層 構 造 を 編 集 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の よ う な ツ リ ー 構 造 の 編 集 機 能
は 、 コ マ ン ド の 形 で ユ ー ザ に 提 供 さ れ て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 表 の 行 を 追 加 又 は 削 除 す
る コ マ ン ド が 、 ノ ー ド 「 生 徒 」 を 追 加 又 は 削 除 す る 操 作 に 対 応 づ け ら れ て も よ い 。 ま た 、
他 の ボ キ ャ ブ ラ リ を 埋 め 込 む コ マ ン ド が ユ ー ザ に 提 供 さ れ て も よ い 。 こ の 表 を 入 力 用 テ ン
プ レ ー ト と し て 、 穴 埋 め 形 式 で 新 た な 生 徒 の 成 績 デ ー タ を 追 加 す る こ と も で き る 。 以 上 の
よ う に 、 Ｖ Ｃ 機 能 に よ り 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ の 表 示 ／ 編 集 機 能 を 利 用 し つ つ 、 成 績 管
理 ボ キ ャ ブ ラ リ で 記 述 さ れ た 文 書 を 編 集 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ６ は 、 ユ ー ザ が 定 義 フ ァ イ ル を 生 成 す る た め に 、 定 義 フ ァ イ ル 生 成 部 ８ ６ が ユ ー ザ に
提 示 す る グ ラ フ ィ カ ル ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス の 例 を 示 す 。 画 面 左 側 の 領 域 ９ １ に は 、 マ ッ
ピ ン グ 元 の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 が ツ リ ー 表 示 さ れ て い る 。 画 面 右 側 の 領 域 ９ ２ に は 、 マ ッ ピ ン グ 先
の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 画 面 レ イ ア ウ ト が 示 さ れ て い る 。 こ の 画 面 レ イ ア ウ ト は 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ
ト ５ ０ に よ り 編 集 可 能 と な っ て お り 、 ユ ー ザ は 、 画 面 右 側 の 領 域 ９ ２ に お い て 、 文 書 を 表
示 す る た め の 画 面 レ イ ア ウ ト を 作 成 す る 。 そ し て 、 例 え ば 、 マ ウ ス な ど の ポ イ ン テ ィ ン グ
デ バ イ ス に よ り 、 画 面 左 側 の 領 域 ９ １ に 表 示 さ れ た マ ッ ピ ン グ 元 の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の ノ ー ド を
、 画 面 右 側 の 領 域 ９ ２ に 表 示 さ れ た Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ に よ る 画 面 レ イ ア ウ ト 中 へ ド ラ ッ グ ＆ ド ロ ッ
プ 操 作 を 行 う こ と に よ り 、 マ ッ ピ ン グ 元 の ノ ー ド と 、 マ ッ ピ ン グ 先 の ノ ー ド と の コ ネ ク シ
ョ ン が 指 定 さ れ る 。 例 え ば 、 要 素 「 生 徒 」 の 子 要 素 で あ る 「 数 学 」 を 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 画 面 の 表
９ ０ の 第 １ 行 第 ３ 列 に ド ロ ッ プ す る と 、 「 数 学 」 ノ ー ド と 、 ３ 列 目 の 「 Ｔ Ｄ 」 ノ ー ド の 間
に コ ネ ク シ ョ ン が 張 ら れ る 。 各 ノ ー ド に は 、 編 集 の 可 否 が 指 定 で き る よ う に な っ て い る 。
ま た 、 表 示 画 面 中 に は 、 演 算 式 を 埋 め 込 む こ と も で き る 。 画 面 の 編 集 が 終 わ る と 、 定 義 フ
ァ イ ル 生 成 部 ８ ６ は 、 画 面 レ イ ア ウ ト と ノ ー ド 間 の コ ネ ク シ ョ ン を 記 述 し た 定 義 フ ァ イ ル
を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 、 Ｍ ａ ｔ ｈ Ｍ Ｌ 、 Ｓ Ｖ Ｇ な ど の 主 要 な ボ キ ャ ブ ラ リ に 対 応 し た ビ ュ ー ワ や エ
デ ィ タ は 既 に 開 発 さ れ て い る が 、 図 ２ に 示 し た 文 書 の よ う な オ リ ジ ナ ル な ボ キ ャ ブ ラ リ で
記 述 さ れ た 文 書 に 対 応 し た ビ ュ ー ワ や エ デ ィ タ を 開 発 す る の は 現 実 的 で な い 。 し か し 、 上
記 の よ う に 、 他 の ボ キ ャ ブ ラ リ に マ ッ ピ ン グ す る た め の 定 義 フ ァ イ ル を 作 成 す れ ば 、 ビ ュ
ー ワ や エ デ ィ タ を 開 発 し な く て も 、 Ｖ Ｃ 機 能 を 利 用 し て 、 オ リ ジ ナ ル な ボ キ ャ ブ ラ リ で 記
述 さ れ た 文 書 を 表 示 ・ 編 集 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ７ は 、 定 義 フ ァ イ ル 生 成 部 ８ ６ に よ り 生 成 さ れ た 画 面 レ イ ア ウ ト の 他 の 例 を 示 す 。 図
７ の 例 で は 、 成 績 管 理 ボ キ ャ ブ ラ リ で 記 述 さ れ た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 表 示 す る た め の 画 面 に 、 表
９ ０ と 、 円 グ ラ フ ９ ３ が 作 成 さ れ て い る 。 こ の 円 グ ラ フ ９ ３ は 、 Ｓ Ｖ Ｇ に よ り 記 述 さ れ る
。 後 述 す る よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 文 書 処 理 装 置 ２ ０ は 、 一 つ の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 内 に 複 数 の ボ
キ ャ ブ ラ リ を 含 む 複 合 文 書 を 処 理 す る こ と が で き る の で 、 こ の 例 の よ う に 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ で 記
述 さ れ た 表 ９ ０ と 、 Ｓ Ｖ Ｇ で 記 述 さ れ た 円 グ ラ フ ９ ３ と を 、 一 つ の 画 面 上 に 表 示 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ８ は 、 文 書 処 理 装 置 ２ ０ に よ る Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 編 集 画 面 の 一 例 を 示 す 。 図 ８ の 例 で は 、
一 つ の 画 面 が 複 数 に 分 割 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 領 域 に お い て 、 処 理 対 象 と な る Ｘ Ｍ Ｌ 文
書 を 異 な る 複 数 の 表 示 形 式 に よ り 表 示 し て い る 。 領 域 ９ ４ に は 、 文 書 の ソ ー ス が 表 示 さ れ
て お り 、 領 域 ９ ５ に は 、 文 書 の ツ リ ー 構 造 が 表 示 さ れ て お り 、 領 域 ９ ６ に は 、 図 ５ に 示 し
た Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ に よ り 記 述 さ れ た 表 が 表 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の い ず れ の 画 面 上 に お い て も 、
文 書 の 編 集 が 可 能 で あ り 、 い ず れ か の 画 面 上 で ユ ー ザ が 編 集 を 行 う と 、 ソ ー ス ツ リ ー が 変
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更 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 画 面 の 表 示 を 担 当 す る プ ラ グ イ ン が 、 ソ ー ス ツ リ ー の 変 更 を 反 映 す べ
く 画 面 を 更 新 す る 。 具 体 的 に は 、 ソ ー ス ツ リ ー の 変 更 を 通 知 す る ミ ュ ー テ ー シ ョ ン イ ベ ン
ト の リ ス ナ ー と し て 、 そ れ ぞ れ の 編 集 画 面 の 表 示 を 担 当 す る プ ラ グ イ ン の 表 示 部 を 登 録 し
て お き 、 い ず れ か の プ ラ グ イ ン 又 は Ｖ Ｃ ユ ニ ッ ト ８ ０ に よ り ソ ー ス ツ リ ー が 変 更 さ れ た と
き に 、 編 集 画 面 を 表 示 中 の 全 て の 表 示 部 が 、 発 行 さ れ た ミ ュ ー テ ー シ ョ ン イ ベ ン ト を 受 け
取 っ て 画 面 を 更 新 す る 。 こ の と き 、 プ ラ グ イ ン が Ｖ Ｃ 機 能 に よ り 表 示 を 行 っ て い る 場 合 は
、 Ｖ Ｃ ユ ニ ッ ト ８ ０ が ソ ー ス ツ リ ー の 変 更 に 追 従 し て デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を 変 更 し
た 後 、 変 更 さ れ た デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を 参 照 し て プ ラ グ イ ン の 表 示 部 が 画 面 を 更 新
す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 例 え ば 、 ソ ー ス 表 示 及 び ツ リ ー 表 示 を 、 専 用 の プ ラ グ イ ン に よ り 実 現 し て い る 場 合 は 、
ソ ー ス 表 示 用 プ ラ グ イ ン と ツ リ ー 表 示 用 プ ラ グ イ ン は 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を 用 い
ず 、 直 接 ソ ー ス ツ リ ー を 参 照 し て 表 示 を 行 う 。 こ の 場 合 、 い ず れ か の 画 面 に お い て 編 集 が
行 わ れ る と 、 ソ ー ス 表 示 用 プ ラ グ イ ン と ツ リ ー 表 示 用 プ ラ グ イ ン は 、 変 更 さ れ た ソ ー ス ツ
リ ー を 参 照 し て 画 面 を 更 新 し 、 領 域 ９ ６ の 画 面 を 担 当 し て い る Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ は 、
ソ ー ス ツ リ ー の 変 更 に 追 従 し て 変 更 さ れ た デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を 参 照 し て 画 面 を 更
新 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ソ ー ス 表 示 及 び ツ リ ー 表 示 は 、 Ｖ Ｃ 機 能 を 利 用 し て 実 現 す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、
ソ ー ス 、 ツ リ ー 構 造 を Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ に よ り レ イ ア ウ ト し 、 そ の Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ に Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を マ ッ ピ
ン グ し て 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ に よ り 表 示 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 ソ ー ス 形 式 、 ツ リ ー
形 式 、 表 形 式 の ３ つ の デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー が 生 成 さ れ る こ と に な る 。 い ず れ か の 画
面 に お い て 編 集 が 行 わ れ る と 、 Ｖ Ｃ ユ ニ ッ ト ８ ０ は 、 ソ ー ス ツ リ ー を 変 更 し た 後 、 ソ ー ス
形 式 、 ツ リ ー 形 式 、 表 形 式 の ３ つ の デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を そ れ ぞ れ 変 更 し 、 Ｈ Ｔ Ｍ
Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ は 、 そ れ ら の デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を 参 照 し て 、 ３ つ の 画 面 を 更 新 す
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に 、 一 つ の 画 面 上 に 複 数 の 表 示 形 式 で 文 書 を 表 示 す る こ と に よ り 、 ユ ー ザ の 利
便 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ は 、 ソ ー ス 表 示 又 は ツ リ ー 表 示 に よ り 文
書 の 階 層 構 造 を 把 握 し つ つ 、 表 ９ ０ な ど を 用 い て 視 覚 的 に 分 か り や す い 形 式 で 文 書 を 表 示
し 、 編 集 す る こ と が で き る 。 上 記 の 例 で は 、 一 つ の 画 面 を 分 割 し て 複 数 の 表 示 形 式 に よ る
画 面 を 同 時 に 表 示 し た が 、 一 つ の 画 面 に 一 つ の 表 示 形 式 に よ る 画 面 を 表 示 し 、 表 示 形 式 を
ユ ー ザ の 指 示 に よ り 切 り 替 え 可 能 と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 主 制 御 ユ ニ ッ ト ２ ２ が 、 ユ ー
ザ か ら 表 示 形 式 の 切 り 替 え 要 求 を 受 け 付 け 、 各 プ ラ グ イ ン に 指 示 し て 表 示 を 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ９ は 、 文 書 処 理 装 置 ２ ０ に よ り 編 集 さ れ る Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 他 の 例 を 示 す 。 図 ９ に 示 し た
Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 で は 、 Ｓ Ｖ Ｇ 文 書 の 「 foreignObject」 タ グ の 中 に Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 文 書 が 埋 め 込 ま
れ て お り 、 さ ら に 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 文 書 の 中 に Ｍ ａ ｔ ｈ Ｍ Ｌ で 記 述 さ れ た 数 式 が 入 っ て い る 。
こ の よ う な 場 合 、 編 集 ユ ニ ッ ト ２ ４ が 、 名 前 空 間 を 参 照 し て 、 適 切 な 表 示 系 に 描 画 作 業 を
振 り 分 け る 。 図 ９ の 例 で は 、 編 集 ユ ニ ッ ト ２ ４ は 、 ま ず 、 Ｓ Ｖ Ｇ ユ ニ ッ ト ６ ０ に 四 角 形 を
描 画 さ せ 、 つ づ い て 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ に Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 文 書 を 描 画 さ せ る 。 さ ら に 、 図
示 し な い Ｍ ａ ｔ ｈ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト に 、 数 式 を 描 画 さ せ る 。 こ う し て 、 複 数 の ボ キ ャ ブ ラ リ を
包 含 す る 複 合 文 書 が 適 切 に 表 示 さ れ る 。 表 示 結 果 を 図 １ ０ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 文 書 編 集 中 、 編 集 メ ニ ュ ー が ユ ー ザ に 表 示 さ れ て も よ い 。 メ ニ ュ ー は 編 集 対 象 の 複 合 文
書 の 位 置 に 対 応 し て も よ い 。 こ の よ う に 、 ユ ー ザ に よ り 表 示 画 面 上 を 移 動 さ れ る カ ー ソ ル
（ キ ャ リ ッ ジ ） の 位 置 に 応 じ て 、 表 示 さ れ る メ ニ ュ ー を 切 り 替 え て も よ い 。 す な わ ち 、 カ
ー ソ ル が 、 Ｓ Ｖ Ｇ 文 書 が 表 示 さ れ た 領 域 内 に 存 在 す る と き は 、 Ｓ Ｖ Ｇ ユ ニ ッ ト ６ ０ が 提 供
す る メ ニ ュ ー 、 又 は Ｓ Ｖ Ｇ 文 書 を マ ッ ピ ン グ す る た め の 定 義 フ ァ イ ル に 定 義 さ れ た コ マ ン
ド を 表 示 し 、 カ ー ソ ル が 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 文 書 が 表 示 さ れ た 領 域 内 に 存 在 す る と き は 、 Ｈ Ｔ Ｍ
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Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ が 提 供 す る メ ニ ュ ー 、 又 は Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 文 書 を マ ッ ピ ン グ す る た め の 定 義 フ
ァ イ ル に 定 義 さ れ た コ マ ン ド を 表 示 す る 。 こ れ に よ り 、 編 集 位 置 に 応 じ て 適 切 な ユ ー ザ イ
ン タ ー フ ェ ー ス を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 複 合 文 書 に お い て 、 あ る ボ キ ャ ブ ラ リ に 対 応 す る 適 切 な プ ラ グ イ ン 又 は マ ッ ピ ン グ 定 義
フ ァ イ ル が な か っ た 場 合 は 、 そ の ボ キ ャ ブ ラ リ に よ り 記 述 さ れ た 部 分 は 、 ソ ー ス 表 示 又 は
ツ リ ー 表 示 さ れ て も よ い 。 従 来 、 あ る 文 書 に 他 の 文 書 を 埋 め 込 ん だ 複 合 文 書 を 開 く と き 、
埋 め 込 ま れ た 文 書 を 表 示 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン が イ ン ス ト ー ル さ れ て い な い と 、 そ の 内 容
を 表 示 す る こ と が で き な か っ た が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 表 示 用 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 存 在
し な く て も 、 テ キ ス ト デ ー タ に よ り 構 成 さ れ た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を ソ ー ス 表 示 又 は ツ リ ー 表 示 す
る こ と に よ り 内 容 を 把 握 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 テ キ ス ト ベ ー ス で あ る Ｘ Ｍ Ｌ な ど の
文 書 な ら で は の 特 徴 と い え る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 デ ー タ が テ キ ス ト ベ ー ス で 記 述 さ れ る こ と の 他 の 利 点 と し て 、 例 え ば 、 複 合 文 書 中 の 、
あ る ボ キ ャ ブ ラ リ に よ り 記 述 さ れ る 部 分 に お い て 、 同 一 文 書 内 の 他 の ボ キ ャ ブ ラ リ で 記 述
さ れ た 部 分 の デ ー タ を 参 照 し て も よ い 。 ま た 、 文 書 内 で 検 索 を 実 行 す る 時 に 、 Ｓ Ｖ Ｇ な ど
の 図 に 埋 め 込 ま れ た 文 字 列 も 検 索 対 象 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 あ る ボ キ ャ ブ ラ リ に よ り 記 述 さ れ た 文 書 内 に 、 他 の ボ キ ャ ブ ラ リ の タ グ を 用 い て も よ い
。 こ の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 は 、 妥 当 （ valid） で は な い が 、 整 形 式 （ well-formed） で あ れ ば 、 有 効
な Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 と し て 処 理 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 挿 入 さ れ た 他 の ボ キ ャ ブ ラ リ の タ グ は 、
定 義 フ ァ イ ル に よ り マ ッ ピ ン グ さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 文 書 中 に 、 「 重 要 」 、
「 最 重 要 」 な ど の タ グ を 使 用 し 、 こ れ ら の タ グ で 囲 ま れ た 部 分 を 強 調 表 示 し て も よ い し 、
重 要 度 の 順 に ソ ー ト し て 表 示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ０ に 示 し た 編 集 画 面 に お い て 、 ユ ー ザ に よ り 文 書 が 編 集 さ れ る と 、 編 集 さ れ た 部 分
を 担 当 す る プ ラ グ イ ン 又 は Ｖ Ｃ ユ ニ ッ ト ８ ０ が ソ ー ス ツ リ ー を 変 更 す る 。 ソ ー ス ツ リ ー に
は 、 ノ ー ド ご と に ミ ュ ー テ ー シ ョ ン イ ベ ン ト の リ ス ナ ー を 登 録 で き る よ う に な っ て お り 、
通 常 は 、 各 ノ ー ド が 属 す る ボ キ ャ ブ ラ リ に 対 応 し た プ ラ グ イ ン の 表 示 部 又 は Ｖ Ｃ ユ ニ ッ ト
８ ０ が リ ス ナ ー と し て 登 録 さ れ る 。 Ｄ Ｏ Ｍ 提 供 部 ３ ２ は 、 ソ ー ス ツ リ ー が 変 更 さ れ る と 、
変 更 さ れ た ノ ー ド か ら 上 位 の 階 層 へ た ど っ て 、 登 録 さ れ た リ ス ナ ー が あ れ ば 、 そ の リ ス ナ
ー へ ミ ュ ー テ ー シ ョ ン イ ベ ン ト を 発 行 す る 。 例 え ば 、 図 ９ に 示 し た 文 書 に お い て 、 ＜ ｈ ｔ
ｍ ｌ ＞ ノ ー ド の 下 位 の ノ ー ド が 変 更 さ れ た 場 合 、 ＜ ｈ ｔ ｍ ｌ ＞ ノ ー ド に リ ス ナ ー と し て 登
録 さ れ た Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ に ミ ュ ー テ ー シ ョ ン イ ベ ン ト が 通 知 さ れ る と と も に 、 そ の
上 位 の ＜ ｓ ｖ ｇ ＞ ノ ー ド に リ ス ナ ー と し て 登 録 さ れ た Ｓ Ｖ Ｇ ユ ニ ッ ト ６ ０ に も ミ ュ ー テ ー
シ ョ ン イ ベ ン ト が 通 知 さ れ る 。 こ の と き 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ は 、 変 更 さ れ た ソ ー ス ツ
リ ー を 参 照 し て 表 示 を 更 新 す る 。 Ｓ Ｖ Ｇ ユ ニ ッ ト ６ ０ は 、 自 身 の ボ キ ャ ブ ラ リ に 属 す る ノ
ー ド が 変 更 さ れ て い な い の で 、 ミ ュ ー テ ー シ ョ ン イ ベ ン ト を 無 視 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 編 集 の 内 容 に よ っ て は 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ に よ る 表 示 の 更 新 に 伴 っ て 、 全 体 の レ イ
ア ウ ト が 変 わ る 可 能 性 が あ る 。 こ の 場 合 は 、 画 面 の レ イ ア ウ ト を 管 理 す る 構 成 、 例 え ば 最
上 位 の ノ ー ド の 表 示 を 担 当 す る プ ラ グ イ ン に よ り 、 プ ラ グ イ ン ご と の 表 示 領 域 の レ イ ア ウ
ト が 更 新 さ れ る 。 例 え ば 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ に よ る 表 示 領 域 が 以 前 よ り 大 き く な っ た
場 合 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト ５ ０ は 、 ま ず 自 身 の 担 当 す る 部 分 を 描 画 し て 、 表 示 領 域 の 大 き さ
を 決 定 す る 。 そ し て 、 画 面 の レ イ ア ウ ト を 管 理 す る 構 成 に 、 変 更 後 の 表 示 領 域 の 大 き さ を
通 知 し 、 レ イ ア ウ ト の 更 新 を 依 頼 す る 。 画 面 の レ イ ア ウ ト を 管 理 す る 構 成 は 、 通 知 を 受 け
て 、 プ ラ グ イ ン ご と の 表 示 領 域 を 再 レ イ ア ウ ト す る 。 こ う し て 、 編 集 さ れ た 部 分 の 表 示 が
適 切 に 更 新 さ れ る と と も に 、 画 面 全 体 の レ イ ア ウ ト が 更 新 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 つ づ い て 、 実 施 の 形 態 の 文 書 処 理 装 置 ２ ０ を 実 現 す る 機 能 構 成 に つ い て 更 に 詳 細 に 説 明
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す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 文 書 を 処 理 し 管 理 す る シ ス テ ム の 実 施 の 形 態 が 図 １ １ － ２ ９ を 参 照 し て 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ １ （ ａ ） は 、 後 述 す る タ イ プ の 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム の 基 礎 と し て 機 能 す る 構 成
の 従 来 の 配 置 例 を 示 す 。 構 成 １ ０ は 、 通 信 経 路 １ ３ に よ り メ モ リ １ ２ に 接 続 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ
又 は マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ １ １ な ど の 形 式 の プ ロ セ ッ サ を 含 む 。 メ モ リ １ ２ は 、 現 在 又 は 将
来 に 利 用 可 能 な 任 意 の Ｒ Ｏ Ｍ 及 び ／ 又 は Ｒ Ａ Ｍ の 形 式 で あ っ て も よ い 。 通 信 経 路 １ ３ は 、
典 型 的 に は バ ス と し て 設 け ら れ る 。 マ ウ ス 、 キ ー ボ ー ド 、 音 声 認 識 シ ス テ ム な ど の ユ ー ザ
入 力 装 置 １ ４ 及 び 表 示 装 置 １ ５ （ 又 は 他 の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス ） に 対 す る 入 出 力 イ ン タ
フ ェ イ ス １ ６ も 、 プ ロ セ ッ サ １ １ と メ モ リ １ ２ の 通 信 の た め の バ ス に 接 続 さ れ る 。 よ く 知
ら れ て い る よ う に 、 プ リ ン タ 、 通 信 モ デ ム な ど の 他 の 装 置 が 結 合 さ れ て も よ い 。 こ の 構 成
は 、 ス タ ン ド ア ロ ン で あ っ て も よ い し 、 複 数 の 端 末 及 び １ 以 上 の サ ー バ が 接 続 さ れ て ネ ッ
ト ワ ー ク 化 さ れ た 形 式 で あ っ て も よ い し 、 既 知 の い か な る 方 式 に よ り 構 成 さ れ て も よ い 。
本 発 明 は 、 こ れ ら の コ ン ポ ー ネ ン ト の 配 置 、 集 中 又 は 分 配 さ れ た ア ー キ テ ク チ ャ ー 、 あ る
い は 様 々 な コ ン ポ ー ネ ン ト の 通 信 方 法 に よ り 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 さ ら に 、 本 シ ス テ ム 及 び こ こ で 議 論 さ れ る 実 施 例 は 、 様 々 な 機 能 性 を 提 供 す る い く つ か
の コ ン ポ ー ネ ン ト 及 び サ ブ コ ン ポ ー ネ ン ト を 含 む も の と し て 議 論 さ れ る こ と に 注 意 さ れ た
い 。 こ れ ら の コ ン ポ ー ネ ン ト 及 び サ ブ コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 注 目 さ れ た 機 能 性 を 提 供 す る た
め に 、 ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア の 組 合 せ だ け で な く 、 ハ ー ド ウ ェ ア の み 、 ソ フ ト ウ ェ
ア の み に よ っ て も 実 現 さ れ う る 。 さ ら に 、 ハ ー ド ウ ェ ア 、 ソ フ ト ウ ェ ア 、 及 び そ れ ら の 組
合 せ は 、 汎 用 の 計 算 装 置 、 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア 、 又 は そ れ ら の 組 合 せ に よ り 実 現 さ れ う る
。 し た が っ て 、 コ ン ポ ー ネ ン ト 又 は サ ブ コ ン ポ ー ネ ン ト の 構 成 は 、 コ ン ポ ー ネ ン ト 又 は サ
ブ コ ン ポ ー ネ ン ト の 機 能 性 を 提 供 す る た め の 特 定 の ソ フ ト ウ ェ ア を 実 行 す る 汎 用 ／ 専 用 の
計 算 装 置 を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ １ （ ｂ ） は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム の 一 例 の 全 体 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 こ の よ う
な 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に お い て 文 書 が 生 成 さ れ 編 集 さ れ る 。 こ れ ら の 文 書 は 、 例 え ば
Ｘ Ｍ Ｌ な ど 、 マ ー ク ア ッ プ 言 語 の 特 徴 を 有 す る 任 意 の 言 語 に よ り 記 述 さ れ て も よ い 。 ま た
、 便 宜 上 、 特 定 の コ ン ポ ー ネ ン ト 及 び サ ブ コ ン ポ ー ネ ン ト の 用 語 及 び タ イ ト ル を 創 造 し た
。 し か し な が ら 、 こ れ ら は 、 こ の 開 示 の 一 般 的 な 教 示 の 範 囲 を 制 限 す る た め に 解 釈 さ れ る
べ き で は な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム は 、 ２ つ の 基 本 的 な 構 成 を 有 す る も の と と ら え る こ と が で き る
。 第 １ の 構 成 は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム が 動 作 す る 環 境 で あ る 「 実 行 環 境 」 １ ０ １ で あ
る 。 例 え ば 、 実 行 環 境 は 、 文 書 の 処 理 中 及 び 管 理 中 に 、 ユ ー ザ だ け で な く シ ス テ ム も 支 援
す る 、 基 本 的 な ユ ー テ ィ リ テ ィ 及 び 機 能 を 提 供 す る 。 第 ２ の 構 成 は 、 実 行 環 境 に お い て 走
る ア プ リ ケ ー シ ョ ン か ら 構 成 さ れ る 「 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 」 １ ０ ２ で あ る 。 こ れ ら の ア プ リ
ケ ー シ ョ ン は 、 文 書 自 身 及 び 文 書 の 様 々 な 表 現 を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
１ ． 実 行 環 境
　 実 行 環 境 １ ０ １ の キ ー と な る 構 成 は ProgramInvoker（ プ ロ グ ラ ム イ ン ボ ー カ ： プ ロ グ ラ
ム 起 動 部 ） １ ０ ３ で あ る 。 ProgramInvoker１ ０ ３ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム を 起 動 す る
た め に ア ク セ ス さ れ る 基 本 的 な プ ロ グ ラ ム で あ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス
テ ム に ロ グ オ ン し て 開 始 す る と き 、 ProgramInvoker１ ０ ３ が 実 行 さ れ る 。 ProgramInvoker
１ ０ ３ は 、 例 え ば 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に プ ラ グ イ ン と し て 加 え ら れ た 機 能 を 読 み 出
し て 実 行 さ せ た り 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 開 始 し て 実 行 さ せ た り 、 文 書 に 関 連 す る 特 性 を 読
み 出 す こ と が で き る 。 ProgramInvoker１ ０ ３ の 機 能 は こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 ユ ー ザ が 実
行 環 境 内 で 実 行 さ れ る よ う に 意 図 さ れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 起 動 し た い と き 、 ProgramInv
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oker１ ０ ３ は 、 そ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 見 つ け 、 そ れ を 起 動 し て 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 実
行 す る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が シ ス テ ム 上 に 既 に ロ ー ド さ れ た ド キ ュ メ ン ト （ そ れ は 実 行 環 境
中 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン で あ る ） を 編 集 し た い 場 合 、 ProgramInvoker１ ０ ３ は 、 最 初 に 文 書
を 見 つ け て 、 次 に 、 文 書 を ロ ー ド し 編 集 す る た め に 必 要 な 機 能 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ProgramInvoker１ ０ ３ に は 、 プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム １ ０ ４ 、 コ マ ン ド サ ブ シ ス テ ム １
０ ５ 、 及 び Resource（ リ ソ ー ス ） モ ジ ュ ー ル １ ０ ９ な ど の い く つ か の 構 成 が ア タ ッ チ さ れ
る 。 こ れ ら の 構 成 に つ い て は 、 以 下 に 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
１ ． ａ ． プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム
　 プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム １ ０ ４ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に 機 能 を 追 加 す る た め の 高
度 に 柔 軟 で 効 率 的 な 構 成 と し て 使 用 さ れ る 。 プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム １ ０ ４ は 、 ま た 、 文
書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に 存 在 す る 機 能 を 修 正 又 は 削 除 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 種 々 様 々 の 機 能 を プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム を 使 用 し て 追 加 又 は 修 正 す る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 上 述 さ れ 、 か つ 後 で 詳 述 す る 画 面 上 へ の 文 書 の 描 画 を 支 援 す る よ う に 作 用
す る Editlet（ エ デ ィ ッ ト レ ッ ト ： 編 集 部 ） 機 能 の 追 加 を 要 望 さ れ て も よ い 。 Editletプ ラ
グ イ ン は 、 シ ス テ ム に 追 加 さ れ る ボ キ ャ ブ ラ リ の 編 集 も 支 援 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム １ ０ ４ は 、 ServiceBroker（ サ ー ビ ス ブ ロ ー カ ： サ ー ビ ス 仲 介
部 ） １ ０ ４ １ を 含 む 。 ServiceBroker１ ０ ４ １ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に 加 え ら れ る
プ ラ グ イ ン を 管 理 す る こ と に よ り 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に 加 え ら れ る サ ー ビ ス を 仲 介
す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 所 望 の 機 能 性 を 実 現 す る 個 々 の 機 能 は 、 Service（ サ ー ビ ス ） １ ０ ４ ２ の 形 で シ ス テ ム
に 追 加 さ れ る 。 利 用 可 能 な Service１ ０ ４ ２ の タ イ プ は 、 Application（ ア プ リ ケ ー シ ョ ン
） サ ー ビ ス 、 ZoneFactory（ ゾ ー ン フ ァ ク ト リ ： ゾ ー ン 生 成 部 ） Service、 Editlet（ エ デ
ィ ッ ト レ ッ ト ： 編 集 部 ） Service、 CommandFactory（ コ マ ン ド フ ァ ク ト リ ： コ マ ン ド 生 成
部 ） Service、 ConnectXPath（ コ ネ ク ト Ｘ Ｐ ａ ｔ ｈ ： Ｘ Ｐ ａ ｔ ｈ 管 理 部 ） Service、 Ｃ Ｓ Ｓ
Computation（ Ｃ Ｓ Ｓ コ ン ピ ュ ー テ ー シ ョ ン ： Ｃ Ｓ Ｓ 計 算 部 ） Serviceな ど を 含 む が 、 こ れ
ら に 限 定 さ れ な い 。 こ れ ら の Service、 及 び シ ス テ ム の 他 の 構 成 と そ れ ら と の 関 係 は 、 文
書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に つ い て の よ り よ い 理 解 の た め に 、 以 下 に 詳 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 プ ラ グ イ ン と Serviceの 関 係 は 以 下 の 通 り で あ る 。 プ ラ グ イ ン は 、 １ 以 上 の ServiceProv
ider（ サ ー ビ ス プ ロ バ イ ダ ： サ ー ビ ス 提 供 部 ） を 含 む こ と が で き る ユ ニ ッ ト で あ る 。 そ れ
ぞ れ の ServiceProviderは 、 そ れ に 関 連 し た Serviceの １ 以 上 の ク ラ ス を 有 す る 。 例 え ば 、
適 切 な ソ フ ト ウ ェ ア ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 有 す る 単 一 の プ ラ グ イ ン を 使 用 す る こ と に よ り 、
１ 以 上 の Serviceを シ ス テ ム に 追 加 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 対 応 す る 機 能 を シ ス テ
ム に 追 加 す る こ と が で き る 。 Editletサ ー ビ ス な ど 、 既 存 の サ ー ビ ス で あ っ て も 、 単 一 又
は 複 数 の ボ キ ャ ブ ラ リ を 処 理 す る 能 力 が そ れ ぞ れ の プ ラ グ イ ン に よ り 提 供 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
１ ． ｂ ． コ マ ン ド サ ブ シ ス テ ム
　 コ マ ン ド サ ブ シ ス テ ム １ ０ ５ は 、 文 書 の 処 理 に 関 連 し た コ マ ン ド の 形 式 の 命 令 を 実 行 す
る た め に 使 用 さ れ る 。 ユ ー ザ は 、 一 連 の 命 令 を 実 行 す る こ と に よ り 、 文 書 に 対 す る 操 作 を
実 行 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ は 、 コ マ ン ド の 形 で 命 令 を 発 行 す る こ と に よ り 、
文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム 中 の Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 に 対 応 す る Ｘ Ｍ Ｌ の Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー を 編 集 し 、 Ｘ Ｍ
Ｌ 文 書 を 処 理 す る 。 こ れ ら の コ マ ン ド は 、 キ ー ス ト ロ ー ク 、 マ ウ ス ク リ ッ ク 、 又 は 他 の 有
効 な ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス ア ク シ ョ ン を 使 用 し て 入 力 さ れ て も よ い 。 １ つ の コ マ ン ド に よ
り １ 以 上 の 命 令 が 実 行 さ れ る こ と も あ る 。 こ の 場 合 、 こ れ ら の 命 令 が １ つ の コ マ ン ド に ラ
ッ プ （ 包 含 ） さ れ 、 連 続 し て 実 行 さ れ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 誤 っ た 単 語 を 正 し い 単 語 に
置 換 し た い と す る 。 こ の 場 合 、 第 １ の 命 令 は 、 文 書 中 の 誤 っ た 単 語 を 発 見 す る こ と で あ り
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、 第 ２ の 命 令 は 、 誤 っ た 単 語 を 削 除 す る こ と で あ り 、 第 ３ の 命 令 は 、 正 し い 単 語 を 挿 入 す
る こ と で あ ろ う 。 こ れ ら の ３ つ の 命 令 が １ つ の コ マ ン ド に ラ ッ プ さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 い く つ か の 例 に お い て は 、 コ マ ン ド は 、 関 連 し た 機 能 、 例 え ば 、 後 で 詳 述 す る 「 ア ン ド
ゥ 」 機 能 を 有 し て も よ い 。 こ れ ら の 機 能 は 、 オ ブ ジ ェ ク ト を 生 成 す る た め に 使 用 さ れ る い
く つ か の 基 本 ク ラ ス に も 割 り 当 て ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 コ マ ン ド サ ブ シ ス テ ム １ ０ ５ の キ ー と な る 構 成 は 、 選 択 的 に コ マ ン ド を 示 し 実 行 す る よ
う に 作 用 す る CommandInvoker（ コ マ ン ド イ ン ボ ー カ ： コ マ ン ド 起 動 部 ） １ ０ ５ １ で あ る 。
図 １ １ （ ｂ ） に は 、 １ つ の CommandInvokerの み が 示 さ れ て い る が 、 １ 以 上 の CommandInvok
erが 使 用 さ れ て も よ く 、 １ 以 上 の コ マ ン ド が 同 時 に 実 行 さ れ て も よ い 。 CommandInvoker１
０ ５ １ は 、 コ マ ン ド を 実 行 す る た め に 必 要 な 機 能 及 び ク ラ ス を 保 持 す る 。 動 作 に お い て 、
実 行 さ れ る べ き Command（ コ マ ン ド ： 命 令 ） １ ０ ５ ２ は 、 Queue（ キ ュ ー ） １ ０ ５ ３ に 積 ま
れ る 。 CommandInvokerは 、 連 続 的 に 実 行 す る コ マ ン ド ス レ ッ ド を 生 成 す る 。 CommandInvok
er内 で 既 に 実 行 中 の Commandが な け れ ば 、 CommandInvoker１ ０ ５ １ に よ り 実 行 さ れ る よ う
に 意 図 さ れ た Command１ ０ ５ ２ が 実 行 さ れ る 。 CommandInvokerが 既 に コ マ ン ド を 実 行 し て
い る 場 合 、 新 し い Commandは 、 Queue１ ０ ５ ３ の 最 後 に 積 ま れ る 。 し か し な が ら 、 そ れ ぞ れ
の CommandInvoker１ ０ ５ １ で は 、 一 度 に １ つ の Commandの み が 実 行 さ れ る 。 指 定 さ れ た Com
mandの 実 行 に 失 敗 し た 場 合 、 CommandInvoker１ ０ ５ １ は 例 外 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 CommandInvoker１ ０ ５ １ に よ り 実 行 さ れ る Commandの 型 は 、 UndoableCommand（ 取 消 可 能
コ マ ン ド ） １ ０ ５ ４ 、 AsyncronousCommand（ 非 同 期 コ マ ン ド ） １ ０ ５ ５ 、 及 び VCCommand
（ Ｖ Ｃ コ マ ン ド ） １ ０ ５ ６ を 含 む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 UndoableCommand１ ０ ５ ４
は 、 ユ ー ザ が 望 め ば 、 そ の Commandの 結 果 を 取 り 消 す こ と が 可 能 な Commandで あ る 。 Undoab
leCommandの 例 と し て 、 切 り 取 り 、 コ ピ ー 、 テ キ ス ト の 挿 入 、 な ど が あ る 。 動 作 に お い て
、 ユ ー ザ が 文 書 の 一 部 を 選 択 し 、 そ の 部 分 に 切 り 取 り コ マ ン ド を 適 用 す る と き 、 Undoable
Commandを 用 い る こ と に よ り 、 切 り 取 ら れ た 部 分 は 、 必 要 で あ れ ば 、 「 切 り 取 ら れ て い な
い 」 よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 VCCommand１ ０ ５ ６ は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン 記 述 子 （ Vocabulary Connection Dis
criptor： Ｖ Ｃ Ｄ ） ス ク リ プ ト フ ァ イ ル に 格 納 さ れ る 。 こ れ ら は 、 プ ロ グ ラ マ に よ り 定 義
さ れ う る ユ ー ザ 指 定 の Commandで あ る 。 Commandは 、 例 え ば 、 Ｘ Ｍ Ｌ フ ラ グ メ ン ト を 追 加 し
た り 、 Ｘ Ｍ Ｌ フ ラ グ メ ン ト を 削 除 し た り 、 属 性 を 設 定 し た り す る た め の 、 よ り 抽 象 的 な Co
mmandの 組 合 せ で あ っ て も よ い 。 こ れ ら の Commandは 、 特 に 、 文 書 の 編 集 に 焦 点 を 合 わ せ て
い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 AsyncronousCommand１ ０ ５ ５ は 、 文 書 の ロ ー ド や 保 存 な ど 、 シ ス テ ム よ り の Commandで
あ り 、 UndoableCommandや VCCommandと は 別 に 、 非 同 期 的 に 実 行 さ れ る 。 AsyncronousComma
ndは 、 UndoableCommandで は な い の で 、 取 り 消 す こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
１ ． ｃ ． リ ソ ー ス
　 Resource１ ０ ９ は 、 様 々 な ク ラ ス に 、 い く つ か の 機 能 を 提 供 す る オ ブ ジ ェ ク ト で あ る 。
例 え ば 、 ス ト リ ン グ リ ソ ー ス 、 ア イ コ ン 、 及 び デ フ ォ ル ト キ ー バ イ ン ド は 、 シ ス テ ム で 使
用 さ れ る Resourceの 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
２ ． ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ン ポ ー ネ ン ト
　 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム の 第 ２ の 主 要 な 特 徴 で あ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ン ポ ー ネ ン ト １
０ ２ は 、 実 行 環 境 １ ０ １ に お い て 実 行 さ れ る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ン ポ ー ネ ン ト １ ０ ２ は
、 実 際 の 文 書 と 、 シ ス テ ム 内 に お け る 文 書 の 様 々 な 論 理 的 、 物 理 的 な 表 現 を 含 む 。 さ ら に
、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ン ポ ー ネ ン ト １ ０ ２ は 、 文 書 を 管 理 す る た め に 使 用 さ れ る シ ス テ ム
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の 構 成 を 含 む 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ン ポ ー ネ ン ト １ ０ ２ は 、 さ ら に 、 UserApplication（
ユ ー ザ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ） １ ０ ６ 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ア １ ０ ８ 、 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス
１ ０ ７ 、 及 び CoreComponent（ コ ア コ ン ポ ー ネ ン ト ） １ １ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
２ ． ａ ． ユ ー ザ ア プ リ ケ ー シ ョ ン
　 UserApplication１ ０ ６ は 、 ProgramInvoker１ ０ ３ と 共 に シ ス テ ム 上 に ロ ー ド さ れ る 。 U
serApplication１ ０ ６ は 、 文 書 と 、 文 書 の 様 々 な 表 現 と 、 文 書 と 対 話 す る た め に 必 要 な ユ
ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス と を つ な ぐ 接 着 剤 と な る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 プ ロ ジ ェ ク ト の 一 部 で
あ る 文 書 の セ ッ ト を 生 成 し た い と す る 。 こ れ ら の 文 書 が ロ ー ド さ れ る と 、 文 書 の 適 切 な 表
現 が 生 成 さ れ る 。 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス 機 能 は 、 UserApplication１ ０ ６ の 一 部 と し て 追
加 さ れ る 。 言 い か え れ ば 、 UserApplication１ ０ ６ は 、 ユ ー ザ が プ ロ ジ ェ ク ト の 一 部 を 形
成 す る 文 書 と 対 話 す る こ と を 可 能 と す る 文 書 の 表 現 と 、 文 書 の 様 々 な 態 様 と を 、 共 に 保 持
す る 。 一 旦 UserApplication１ ０ ６ が 生 成 さ れ る と 、 ユ ー ザ が プ ロ ジ ェ ク ト の 一 部 を 形 成
す る 文 書 と の 対 話 を 望 む た び に 、 ユ ー ザ は 簡 単 に 実 行 環 境 上 に UserApplication１ ０ ６ を
ロ ー ド す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
２ ． ｂ ． コ ア コ ン ポ ー ネ ン ト
　 CoreComponent１ １ ０ は 、 複 数 の Pane（ ペ イ ン ） の 間 で 文 書 を 共 有 す る 方 法 を 提 供 す る
。 後 で 詳 述 す る よ う に 、 Paneは 、 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー を 表 示 し 、 画 面 の 物 理 的 な レ イ ア ウ ト を 扱
う 。 例 え ば 、 物 理 的 な 画 面 は 、 個 々 の 情 報 の 断 片 を 描 写 す る 画 面 内 の 複 数 の Paneか ら な る
。 ユ ー ザ か ら 画 面 上 に 見 え る 文 書 は 、 １ 又 は そ れ 以 上 の Paneに 出 現 し う る 。 ま た 、 ２ つ の
異 な る 文 書 が 画 面 上 で ２ つ の 異 な る Paneに 現 れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 １ １ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 画 面 の 物 理 的 な レ イ ア ウ ト も ツ リ ー の 形 式 に な っ て い
る 。 コ ン ポ ー ネ ン ト １ ０ ８ ３ が Paneと し て 画 面 上 に 存 在 す る と き 、 Paneは 、 RootPane（ ル
ー ト ペ イ ン ） １ ０ ８ ４ と し て も 実 現 さ れ 得 る し 、 SubPane（ サ ブ ペ イ ン ） １ ０ ８ ５ で も あ
り 得 る 。 RootPane１ ０ ８ ４ は 、 Paneの ツ リ ー の 根 に 当 た る Paneで あ り 、 SubPane１ ０ ８ ５
は 、 RootPane１ ０ ８ ４ 以 外 の 任 意 の Paneで あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 CoreComponent１ １ ０ は 、 さ ら に 、 フ ォ ン ト を 提 供 し 、 ツ ー ル キ ッ ト な ど 、 文 書 の た め
の 複 数 の 機 能 的 な 操 作 の ソ ー ス の 役 割 を 果 た す 。 CoreComponent１ １ ０ に よ り 実 行 さ れ る
タ ス ク の 一 例 に 、 複 数 の Pane間 に お け る マ ウ ス カ ー ソ ル の 移 動 が あ る 。 実 行 さ れ る タ ス ク
の 他 の 例 と し て 、 あ る Pane中 の 文 書 の 一 部 を マ ー ク し 、 そ れ を 異 な る 文 書 を 含 む 別 の Pane
上 に コ ピ ー す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
２ ． ｃ ． ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ア
　 上 述 し た よ う に 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ン ポ ー ネ ン ト １ ０ ２ は 、 シ ス テ ム に よ り 処 理 さ れ
管 理 さ れ る 文 書 か ら 構 成 さ れ る 。 こ れ は 、 シ ス テ ム 内 に お け る 文 書 の 様 々 な 論 理 的 及 び 物
理 的 な 表 現 を 含 む 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ア １ ０ ８ は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ン ポ ー ネ ン ト １
０ ２ の 構 成 で あ る 。 そ の 機 能 性 は 、 実 際 の 文 書 を 、 そ れ に 含 ま れ る 全 て の デ ー タ と と も に
保 持 す る こ と で あ る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ア １ ０ ８ は 、 DocumentManager（ ド キ ュ メ ン ト
マ ネ ー ジ ャ ： 文 書 管 理 部 ） １ ０ ８ １ 及 び Document（ ド キ ュ メ ン ト ： 文 書 ） １ ０ ８ ２ 自 身 を
含 む 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 DocumentManager１ ０ ８ １ の 様 々 な 態 様 を 以 下 に 詳 述 す る 。 DocumentManager１ ０ ８ １ は
、 Document１ ０ ８ ２ を 管 理 す る 。 DocumentManager１ ０ ８ １ は 、 RootPane１ ０ ８ ４ 、 SubPa
ne１ ０ ８ ５ 、 ClipBoard（ ク リ ッ プ ボ ー ド ） ユ ー テ ィ リ テ ィ １ ０ ８ ６ 、 及 び SnapShot（ ス
ナ ッ プ シ ョ ッ ト ） ユ ー テ ィ リ テ ィ １ ０ ８ ７ に も 接 続 さ れ る 。 ClipBoardユ ー テ ィ リ テ ィ １
０ ８ ６ は 、 ユ ー ザ が ク リ ッ プ ボ ー ド に 加 え る こ と を 決 定 し た 文 書 の 部 分 を 保 持 す る 方 法 を
提 供 す る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 文 書 の 一 部 を 切 り 取 り 、 後 で 再 考 す る た め に 新 規 文 書 に そ
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れ を 保 存 す る こ と を 望 ん だ と す る 。 こ の よ う な 場 合 、 切 り 取 ら れ た 部 分 が ClipBoard１ ０
８ ６ に 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 SnapShotユ ー テ ィ リ テ ィ １ ０ ８ ７ に つ い て も 次 に 説 明 す る 。 SnapShotユ ー テ ィ リ テ ィ １
０ ８ ７ は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン が あ る 状 態 か ら 別 の 状 態 ま で 移 行 す る と き に 、 ア プ リ ケ ー シ
ョ ン の 現 在 の 状 態 を 記 憶 す る こ と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
２ ． ｄ ． ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス
　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ン ポ ー ネ ン ト １ ０ ２ の 別 の 構 成 は 、 ユ ー ザ が シ ス テ ム と 物 理 的 に 対
話 す る 手 段 を 提 供 す る ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス １ ０ ７ で あ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ
ス は 、 ユ ー ザ が 文 書 を ア ッ プ ロ ー ド し た り 、 削 除 し た り 、 編 集 し た り 、 管 理 し た り す る た
め に 使 用 さ れ る 。 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス は 、 Frame（ フ レ ー ム ） １ ０ ７ １ 、 MenuBar（ メ ニ
ュ ー バ ー ） １ ０ ７ ２ 、 StatusBar（ ス テ ー タ ス バ ー ） １ ０ ７ ３ 、 及 び URLBar（ Ｕ Ｒ Ｌ バ ー
） １ ０ ７ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 Frameは 、 一 般 に 知 ら れ て い る よ う に 、 物 理 的 な 画 面 の ア ク テ ィ ブ な 領 域 で あ る と み な
さ れ る 。 MenuBar１ ０ ７ ２ は 、 ユ ー ザ に 対 す る 選 択 を 示 す メ ニ ュ ー を 含 む 画 面 領 域 で あ る
。 StatusBar１ ０ ７ ３ は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 実 行 状 態 を 表 示 す る 画 面 領 域 で あ る 。 URLBa
r１ ０ ７ ４ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を ナ ビ ゲ ー ト す る た め に Ｕ Ｒ Ｌ ア ド レ ス を 入 力 す る 領 域 を
提 供 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
３ ． 文 書 管 理 及 び 関 連 す る デ ー タ 構 造
　 図 １ ２ は 、 DocumentManager１ ０ ８ １ の 詳 細 を 示 す 。 こ れ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム
内 で 文 書 を 表 現 す る た め に 用 い ら れ る デ ー タ 構 造 及 び 構 成 を 含 む 。 分 か り や す く す る た め
に 、 こ の サ ブ セ ク シ ョ ン で 説 明 さ れ る 構 成 は 、 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム を 用 い て 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 DocumentManager１ ０ ８ １ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム 内 に あ る 全 て の 文 書 を 保 持 し ホ
ス ト す る DocumentContainer（ ド キ ュ メ ン ト コ ン テ ナ ： 文 書 コ ン テ ナ ） ２ ０ ３ を 含 む 。 Doc
umentManager１ ０ ８ １ に ア タ ッ チ さ れ た ツ ー ル キ ッ ト ２ ０ １ は 、 DocumentManager１ ０ ８
１ に よ り 使 用 さ れ る 様 々 な ツ ー ル を 提 供 す る 。 例 え ば 、 DomService（ Ｄ Ｏ Ｍ サ ー ビ ス ） は
、 文 書 に 対 応 す る Ｄ Ｏ Ｍ を 生 成 し 、 保 持 し 、 管 理 す る た め に 必 要 と さ れ る 全 て の 機 能 を 提
供 す る た め に 、 ツ ー ル キ ッ ト ２ ０ １ に よ り 提 供 さ れ る ツ ー ル で あ る 。 ツ ー ル キ ッ ト ２ ０ １
に よ り 提 供 さ れ る 別 の ツ ー ル で あ る IOManager（ 入 出 力 管 理 部 ） は 、 シ ス テ ム へ の 入 力 及
び シ ス テ ム か ら の 出 力 を 管 理 す る 。 同 様 に 、 StreamHandler（ ス ト リ ー ム ハ ン ド ラ ） は 、
ビ ッ ト ス ト リ ー ム に よ る 文 書 の ア ッ プ ロ ー ド を 扱 う ツ ー ル で あ る 。 こ れ ら の ツ ー ル は 、 図
中 に 特 に 示 さ ず 、 参 照 番 号 を 割 り 当 て な い が 、 ツ ー ル キ ッ ト ２ ０ １ の コ ン ポ ー ネ ン ト を 形
成 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム の 表 現 に よ れ ば 、 モ デ ル （ Ｍ ） は 、 文 書 の Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー モ デ ル ２ ０ ２
を 含 む 。 前 述 し た よ う に 、 全 て の 文 書 は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に お い て Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー
と し て 表 現 さ れ る 。 文 書 は 、 ま た 、 DocumentContainer２ ０ ３ の 一 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
３ ． ａ ． Ｄ Ｏ Ｍ モ デ ル 及 び ゾ ー ン
　 文 書 を 表 現 す る Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー は 、 Node（ ノ ー ド ） ２ ０ ２ １ を 有 す る ツ リ ー で あ る 。 Ｄ Ｏ
Ｍ ツ リ ー の 部 分 集 合 で あ る Zone（ ゾ ー ン ） ２ ０ ９ は 、 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 内 の １ 以 上 の Nodeの 関
連 領 域 を 含 む 。 例 え ば 、 画 面 上 で 文 書 の 一 部 の み を 表 示 し 得 る が 、 こ の 可 視 化 さ れ た 文 書
の 一 部 は Zone２ ０ ９ を 用 い て 表 示 さ れ る 。 Zoneは 、 ZoneFactory（ ゾ ー ン フ ァ ク ト リ ： ゾ
ー ン 生 成 部 ） ２ ０ ５ と 呼 ば れ る プ ラ グ イ ン を 用 い て 、 生 成 さ れ 、 取 り 扱 わ れ 、 処 理 さ れ る
。 Zoneは Ｄ Ｏ Ｍ の 一 部 を 表 現 す る が 、 １ 以 上 の 「 名 前 空 間 」 を 使 用 し て も よ い 。 よ く 知 ら
れ て い る よ う に 、 名 前 空 間 は 、 名 前 空 間 内 で ユ ニ ー ク な 名 前 の 集 合 で あ る 。 換 言 す れ ば 、

10

20

30

40

50

(20) JP 2007-532986 A 2007.11.15



名 前 空 間 内 に 同 じ 名 前 は 存 在 し な い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
３ ． ｂ ． Facet及 び Facetと Zoneと の 関 係
　 Facet（ フ ァ セ ッ ト ） ２ ０ ２ ２ は 、 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム の モ デ ル （ Ｍ ） 部 分 内 の 別 の 構 成
で あ る 。 Facetは 、 Zoneに お い て Nodeを 編 集 す る た め に 使 用 さ れ る 。 Facet２ ０ ２ ２ は 、 Zo
ne自 身 の 内 容 に 影 響 を 与 え ず に 実 行 す る こ と が で き る 手 続 （ プ ロ シ ー ジ ャ ） を 使 用 し て 、
Ｄ Ｏ Ｍ へ の ア ク セ ス を 編 成 す る 。 次 に 説 明 す る よ う に 、 こ れ ら の 手 続 は 、 Nodeに 関 連 し た
重 要 で 有 用 な 操 作 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 各 Node２ ０ ２ １ は 、 対 応 す る Facet２ ０ ２ ２ を 有 す る 。 Ｄ Ｏ Ｍ の 中 の Nodeを 直 接 操 作 す
る 代 わ り に 、 操 作 を 実 行 す る た め に Facetを 使 用 す る こ と に よ っ て 、 Ｄ Ｏ Ｍ の 保 全 性 は 保
護 さ れ る 。 そ う で な け れ ば 、 操 作 が Node上 で 直 接 実 行 さ れ る 場 合 、 い く つ か の プ ラ グ イ ン
が Ｄ Ｏ Ｍ を 同 時 に 変 更 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 矛 盾 を 引 き 起 こ す 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 Ｗ ３ Ｃ が 策 定 し た Ｄ Ｏ Ｍ の 標 準 規 格 は 、 Nodeを 操 作 す る た め の 標 準 的 な イ ン タ フ ェ イ ス
を 定 義 す る が 、 実 際 に は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ ご と 又 は Nodeご と に 特 有 の 操 作 が あ る の で 、 こ れ
ら の 操 作 を Ａ Ｐ Ｉ と し て 用 意 し て お く の が 好 都 合 で あ る 。 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム で は 、
こ の よ う な 各 Nodeに 特 有 の Ａ Ｐ Ｉ を Facetと し て 用 意 し 、 各 Nodeに ア タ ッ チ す る 。 こ れ に
よ り 、 Ｄ Ｏ Ｍ の 標 準 規 格 に 準 拠 し つ つ 、 有 用 な Ａ Ｐ Ｉ を 付 加 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ボ
キ ャ ブ ラ リ ご と に 特 有 の Ｄ Ｏ Ｍ を 実 装 す る の で は な く 、 標 準 的 な Ｄ Ｏ Ｍ の 実 装 に 、 後 か ら
特 有 の Ａ Ｐ Ｉ を 付 加 す る よ う に す る こ と で 、 多 様 な ボ キ ャ ブ ラ リ を 統 一 的 に 処 理 す る こ と
が で き る と も に 、 複 数 の ボ キ ャ ブ ラ リ が 任 意 の 組 合 せ で 混 在 し た 文 書 を 適 切 に 処 理 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 既 に 定 義 し た よ う に 、 ボ キ ャ ブ ラ リ は 、 名 前 空 間 に 属 す る タ グ （ 例 え ば Ｘ Ｍ Ｌ の タ グ ）
の セ ッ ト で あ る 。 上 述 し た よ う に 、 名 前 空 間 は 、 ユ ニ ー ク な 名 前 （ こ こ で は タ グ ） の セ ッ
ト を 有 す る 。 ボ キ ャ ブ ラ リ は 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 表 現 す る Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の サ ブ ツ リ ー と し て 現
れ る 。 こ の サ ブ ツ リ ー は Zoneを 含 む 。 特 定 の 例 に お い て は 、 タ グ セ ッ ト の 境 界 は Zoneに よ
っ て 定 義 さ れ る 。 Zone２ ０ ９ は 、 ZoneFactory２ ０ ５ と 呼 ば れ る Serviceを 利 用 し て 生 成 さ
れ る 。 上 述 し た よ う に 、 Zone２ ０ ９ は 、 文 書 を 表 現 す る Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の 一 部 の 内 部 表 現 で
あ る 。 こ の よ う な 文 書 の 一 部 へ の ア ク セ ス を 提 供 す る た め に 、 論 理 的 な 表 現 が 要 求 さ れ る
。 こ の 論 理 的 表 現 は 、 文 書 が 画 面 上 で 論 理 的 に ど の よ う に 表 現 さ れ る か に つ い て コ ン ピ ュ
ー タ に 通 知 す る 。 既 に 定 義 し た よ う に 、 「 キ ャ ン バ ス 」 、 例 え ば Canvas２ １ ０ は 、 Zoneに
対 応 す る 論 理 的 な レ イ ア ウ ト を 提 供 す る よ う に 作 用 す る Serviceで あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 他 方 、 「 ペ イ ン 」 、 例 え ば Pane２ １ １ は 、 Canvas２ １ ０ に よ り 提 供 さ れ る 論 理 的 な レ イ
ア ウ ト に 対 応 す る 物 理 的 な 画 面 レ イ ア ウ ト で あ る 。 実 際 、 ユ ー ザ は 表 示 画 面 上 で 文 字 や 画
像 に よ っ て 文 書 の レ ン ダ リ ン グ の み を 見 る 。 し た が っ て 、 文 書 は 、 画 面 上 に 文 字 や 画 像 を
描 画 す る プ ロ セ ス に よ り 、 画 面 上 に 描 写 さ れ な け れ ば な ら な い 。 Pane２ １ １ に よ り 提 供 さ
れ る 物 理 的 な レ イ ア ウ ト に 基 づ い て 、 文 書 は 、 Canvas２ １ ０ に よ り 画 面 上 に 描 写 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 Zone２ ０ ９ に 対 応 す る Canvas２ １ ０ は 、 Editlet２ ０ ６ を 使 用 し て 生 成 さ れ る 。 文 書 の
Ｄ Ｏ Ｍ は 、 Editlet２ ０ ６ 及 び Canvas２ １ ０ を 使 用 し て 編 集 さ れ る 。 元 の 文 書 の 完 全 性 を
維 持 す る た め に 、 Editlet２ ０ ６ 及 び Canvas２ １ ０ は 、 Zone２ ０ ９ に お け る １ 以 上 の Node
に 対 応 す る Facet２ ０ ２ ２ を 使 用 す る 。 こ れ ら の Serviceは 、 Zone及 び Ｄ Ｏ Ｍ 内 の Nodeを 直
接 操 作 し な い 。 Facetは 、 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム の 「 Ｃ 」 コ ン ポ ー ネ ン ト 、 す な わ ち コ ン ト ロ
ー ラ か ら 、 Command２ ０ ７ を 利 用 し て 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ユ ー ザ は 、 一 般 に 、 画 面 上 の カ ー ソ ル を 移 動 さ せ た り 、 コ マ ン ド を タ イ プ し た り す る こ
と に よ っ て 、 画 面 と 対 話 す る 。 画 面 上 の 論 理 的 な レ イ ア ウ ト を 提 供 す る Canvas２ ０ １ ０ は
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、 こ の カ ー ソ ル 操 作 を 受 け 付 け る 。 Canvas２ ０ １ ０ は 、 対 応 す る ア ク シ ョ ン を Facetに 実
行 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 関 係 に よ り 、 カ ー ソ ル サ ブ シ ス テ ム ２ ０ ４ は 、 DocumentMana
ger１ ０ ８ １ に 対 し て 、 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム の コ ン ト ロ ー ラ （ Ｃ ） と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 Canvas２ １ ０ は 、 イ ベ ン ト を 扱 う タ ス ク も 有 す る 。 例 え ば 、 Canvas２ １ ０ は 、 マ ウ ス ク
リ ッ ク 、 フ ォ ー カ ス 移 動 、 及 び ユ ー ザ に よ り 起 こ さ れ た 同 様 の ア ク シ ョ ン な ど の イ ベ ン ト
を 扱 う 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
３ ． ｃ ． Zone、 Facet、 Canvas及 び Paneの 間 の 関 係 の 概 要
　 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム 内 の 文 書 は 、 少 な く と も ４ つ の 観 点 か ら 見 る こ と が で き る 。 す
な わ ち 、 １ ） 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に お い て 文 書 の 内 容 及 び 構 造 を 保 持 す る た め に 用 い
ら れ る デ ー タ 構 造 、 ２ ） 文 書 の 保 全 性 に 影 響 を 与 え ず に 文 書 の 内 容 を 編 集 す る 手 段 、 ３ ）
文 書 の 画 面 上 の 論 理 的 な レ イ ア ウ ト 、 ４ ） 文 書 の 画 面 上 の 物 理 的 な レ イ ア ウ ト 、 で あ る 。
Zone、 Facet、 Canvas及 び Paneは 、 前 述 の ４ つ の 観 点 に 相 当 す る 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ
ム の コ ン ポ ー ネ ン ト を そ れ ぞ れ 表 す 。
【 ０ １ ０ ０ 】
３ ． ｄ ． ア ン ド ゥ サ ブ シ ス テ ム
　 上 述 し た よ う に 、 文 書 に 対 す る い か な る 変 更 （ 例 え ば 編 集 ） も 取 消 可 能 で あ る こ と が 望
ま し い 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 編 集 操 作 を 実 行 し 、 次 に 、 そ の 変 更 の 取 消 を 決 定 し た と す る 。
図 １ ２ に 関 連 し て 、 ア ン ド ゥ サ ブ シ ス テ ム ２ １ ２ は 、 文 書 管 理 部 の 取 消 可 能 な コ ン ポ ー ネ
ン ト を 実 現 す る 。 UndoManager（ ア ン ド ゥ マ ネ ー ジ ャ ： ア ン ド ゥ 管 理 部 ） ２ １ ２ １ は 、 ユ
ー ザ に よ っ て 取 り 消 さ れ る 可 能 性 の あ る 全 て の 文 書 に 対 す る 操 作 を 保 持 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 文 書 中 の 単 語 を 別 の 単 語 に 置 換 す る コ マ ン ド を 実 行 し た と す る 。 そ
の 後 、 ユ ー ザ は 考 え 直 し 、 元 の 単 語 に 戻 す こ と を 決 定 し た と す る 。 ア ン ド ゥ サ ブ シ ス テ ム
２ １ ２ は 、 UndoableEdit２ １ ２ ２ を 用 い て 、 こ の よ う な 操 作 を 支 援 す る 。 UndoManager２
１ ２ １ は 、 こ の よ う な UndoableEdit（ ア ン ド ゥ ア ブ ル エ デ ィ ッ ト ： 取 消 可 能 な 編 集 ） ２ １
２ ２ の 操 作 を 保 持 す る 。 操 作 は 、 単 一 の Ｘ Ｍ Ｌ 操 作 形 式 だ け で な く 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 、 Ｓ Ｖ Ｇ
、 及 び Ｍ ａ ｔ ｈ Ｍ Ｌ な ど の 様 々 な 言 語 の 文 書 の 連 続 的 な 変 更 を 含 ん で も よ く 、 そ れ ぞ れ の
言 語 に お け る 変 更 を 取 消 可 能 と し て も よ い 。 先 入 れ 後 出 し 操 作 に よ り 、 使 用 さ れ た ボ キ ャ
ブ ラ リ に 関 係 な く 、 最 後 の 変 更 が 最 初 に 取 り 消 さ れ 、 最 後 か ら 二 番 目 の 変 更 が 次 に 取 り 消
さ れ る 。 こ の よ う に 、 ２ 以 上 の 編 集 部 が 編 集 さ れ る 場 合 で あ っ て も 、 統 合 さ れ た ア ン ド ゥ
が 正 し い 順 序 で 実 行 さ れ 、 自 然 で 論 理 的 な 操 作 感 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
３ ． ｅ ． カ ー ソ ル サ ブ シ ス テ ム
　 前 述 し た よ う に 、 Ｍ Ｖ Ｃ の コ ン ト ロ ー ラ 部 分 は 、 カ ー ソ ル サ ブ シ ス テ ム ２ ０ ４ を 備 え て
も よ い 。 カ ー ソ ル サ ブ シ ス テ ム ２ ０ ４ は 、 ユ ー ザ か ら 入 力 を 受 け 付 け る 。 こ れ ら の 入 力 は
、 一 般 に コ マ ン ド 及 び ／ 又 は 編 集 操 作 の 性 格 を 有 し て い る 。 し た が っ て 、 カ ー ソ ル サ ブ シ
ス テ ム ２ ０ ４ は 、 DocumentManager１ ０ ８ １ に 関 連 し た Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム の コ ン ト ロ ー ラ
（ Ｃ ） 部 分 で あ る と 考 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
３ ． ｆ ． ビ ュ ー
　 前 述 し た よ う に 、 Canvas２ １ ０ は 、 画 面 上 に 提 示 さ れ る べ き 文 書 の 論 理 的 な レ イ ア ウ ト
を 表 す 。 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 文 書 の 例 で は 、 Canvas２ １ ０ は 、 文 書 が 画 面 上 で い か に 見 え る か を 論
理 的 に 表 現 し た ボ ッ ク ス ツ リ ー ２ ０ ８ を 含 ん で も よ い 。 こ の ボ ッ ク ス ツ リ ー ２ ０ ８ は 、 文
書 管 理 部 １ ０ ８ １ に 関 連 し た Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム の ビ ュ ー （ Ｖ ） 部 分 に 含 ま れ よ う 。
【 ０ １ ０ ４ 】
４ ． ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン
　 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム の 重 要 な 特 徴 は 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 が 、 ２ つ の 異 な る 方 法 （ 例 え ば 、
２ つ の マ ー ク ア ッ プ 言 語 ） で 表 現 さ れ 表 示 可 能 で あ り 、 ２ つ の 異 な る 表 現 の 間 で 自 動 的 に
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整 合 性 が 維 持 さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ り 記 述 さ れ た 文 書 、 例 え ば Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 は 、 文 書 型 定 義 に よ り 定 義
さ れ た ボ キ ャ ブ ラ リ に 基 づ い て 作 成 さ れ て い る 。 ボ キ ャ ブ ラ リ は 、 タ グ の セ ッ ト で あ る 。
ボ キ ャ ブ ラ リ は 、 任 意 に 定 義 さ れ て も よ い た め 、 無 限 に 多 く の ボ キ ャ ブ ラ リ が 存 在 し う る
。 し か し な が ら 、 多 数 の 可 能 な ボ キ ャ ブ ラ リ の そ れ ぞ れ に 対 し て 専 用 の 処 理 ／ 管 理 環 境 を
提 供 す る の は 現 実 的 で は な い 。 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン は 、 こ の 問 題 を 解 決 す る 方 法 を
提 供 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 文 書 は ２ 以 上 の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に よ り 記 述 さ れ て も よ い 。 文 書 は 、 例 え ば 、
Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ （ eXtensible HyperText Markup Language） 、 Ｓ Ｖ Ｇ （ Scalable Vector Grap
hics） 、 Ｍ ａ ｔ ｈ Ｍ Ｌ （ Mathematical Markup Language） 、 そ の 他 の マ ー ク ア ッ プ 言 語 に
よ り 記 述 さ れ て も よ い 。 換 言 す れ ば 、 マ ー ク ア ッ プ 言 語 は 、 Ｘ Ｍ Ｌ に お け る ボ キ ャ ブ ラ リ
や タ グ セ ッ ト と 同 様 に 見 な さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ボ キ ャ ブ ラ リ は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ プ ラ グ イ ン を 用 い て 処 理 さ れ る 。 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ
ム に お い て プ ラ グ イ ン が 利 用 不 可 能 で あ る ボ キ ャ ブ ラ リ に よ り 記 述 さ れ た 文 書 は 、 プ ラ グ
イ ン が 利 用 可 能 で あ る 別 の ボ キ ャ ブ ラ リ の 文 書 に マ ッ ピ ン グ す る こ と に よ り 表 示 さ れ る 。
こ の 特 徴 に よ り 、 プ ラ グ イ ン が 用 意 さ れ て い な い ボ キ ャ ブ ラ リ の 文 書 も 適 切 に 表 示 す る こ
と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン は 、 定 義 フ ァ イ ル を 取 得 し 、 定 義 フ ァ イ ル の 間 で マ ッ ピ ン グ
し 、 定 義 フ ァ イ ル を 生 成 す る 能 力 を 含 む 。 あ る ボ キ ャ ブ ラ リ で 記 述 さ れ た 文 書 は 、 別 の ボ
キ ャ ブ ラ リ に マ ッ ピ ン グ す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン は 、
文 書 が マ ッ ピ ン グ さ れ る ボ キ ャ ブ ラ リ に 対 応 し た 表 示 ／ 編 集 プ ラ グ イ ン に よ り 文 書 を 表 示
し 編 集 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 上 述 し た よ う に 、 各 文 書 は 、 一 般 に 複 数 の ノ ー ド を 有 す る Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー と し て 文 書 処 理
／ 管 理 シ ス テ ム に お い て 記 述 さ れ る 。 「 定 義 フ ァ イ ル 」 は 、 そ れ ぞ れ の ノ ー ド に つ い て 、
そ の ノ ー ド と 他 の ノ ー ド と の 対 応 を 記 述 す る 。 各 ノ ー ド の 要 素 値 及 び 属 性 値 が 編 集 可 能 か
否 か が 指 定 さ れ る 。 ノ ー ド の 要 素 値 又 は 属 性 値 を 用 い た 演 算 式 が 記 述 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 マ ッ ピ ン グ と い う 特 徴 を 利 用 し て 、 定 義 フ ァ イ ル を 適 用 し た デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ
ツ リ ー が 生 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー と デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ
ー の 関 係 が 構 築 さ れ 保 持 さ れ る 。 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン は 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー と デ
ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の 対 応 を 監 視 す る 。 ユ ー ザ か ら 編 集 指 示 を 受 け る と 、 ボ キ
ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン は 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の 関 連 し た ノ ー ド を 変 更 す る 。 ソ ー ス Ｄ Ｏ
Ｍ ツ リ ー が 変 更 さ れ た こ と を 示 す 「 ミ ュ ー テ ー シ ョ ン イ ベ ン ト 」 が 発 行 さ れ 、 デ ス テ ィ ネ
ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー が そ れ に 応 じ て 変 更 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン の 使 用 に よ り 、 少 数 の ユ ー ザ の み に 知 ら れ て い た 比 較 的 マ イ
ナ ー な ボ キ ャ ブ ラ リ を 、 別 の メ ジ ャ ー な ボ キ ャ ブ ラ リ に 変 換 す る こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 少 数 の ユ ー ザ に よ っ て 利 用 さ れ る マ イ ナ ー な ボ キ ャ ブ ラ リ で あ っ て も 、 文 書 を 適 切 に
表 示 し 、 望 ま し い 編 集 環 境 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の よ う に 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム の 一 部 で あ る ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン サ ブ シ ス
テ ム は 、 文 書 の 複 数 の 表 現 を 可 能 に す る 機 能 を 提 供 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 １ ３ は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン （ Ｖ Ｃ ： Vocabulary Connection） サ ブ シ ス テ ム
３ ０ ０ を 示 す 。 Ｖ Ｃ サ ブ シ ス テ ム ３ ０ ０ は 、 同 一 の 文 書 の ２ つ の 代 替 表 現 の 整 合 性 を 維 持
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す る 方 法 を 提 供 す る 。 図 中 、 既 に 図 示 さ れ 識 別 さ れ た も の と 同 じ 構 成 が 設 け ら れ 、 そ の 目
的 を 達 成 す る た め に 相 互 に 接 続 さ れ る 。 例 え ば 、 ２ つ の 表 現 は 、 同 一 文 書 の 、 ２ つ の 異 な
る ボ キ ャ ブ ラ リ に よ る 表 現 で あ っ て も よ い 。 前 述 し た よ う に 、 一 方 は ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー
で あ っ て も よ く 、 他 方 は デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ １ ４ 】
４ ． ａ ． ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン サ ブ シ ス テ ム
　 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン サ ブ シ ス テ ム ３ ０ ０ の 機 能 は 、 VocabularyConnection３ ０ １
と 呼 ば れ る プ ラ グ イ ン を 使 用 し て 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に お い て 実 現 さ れ る 。 文 書 が
表 現 さ れ る Vocabulary３ ０ ５ ご と に 、 対 応 す る プ ラ グ イ ン が 要 求 さ れ る 。 例 え ば 、 文 書 の
一 部 が Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ で 記 述 さ れ 、 残 り が Ｓ Ｖ Ｇ で 記 述 さ れ て い る 場 合 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ と Ｓ Ｖ Ｇ に 対
応 す る ボ キ ャ ブ ラ リ プ ラ グ イ ン が 要 求 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 VocabularyConnectionプ ラ グ イ ン ３ ０ １ は 、 適 切 な Vocabulary３ ０ ５ の 文 書 に 対 応 し た
、 Zone２ ０ ９ 又 は Pane２ １ １ の た め の 適 切 な VCCanvas（ ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン キ ャ ン
バ ス ） ３ １ ０ を 生 成 す る 。 VocabularyConnection３ ０ １ を 用 い て 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 内
の Zone２ ０ ９ に 対 す る 変 更 は 、 変 換 ル ー ル に よ り 、 別 の Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー ３ ０ ６ の 対 応 す る Zo
neに 伝 達 さ れ る 。 変 換 ル ー ル は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン 記 述 子 （ Vocabulary Connect
ion Descriptor： Ｖ Ｃ Ｄ ） の 形 式 で 記 述 さ れ る 。 こ の よ う な ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ と デ ス テ ィ ネ ー
シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ の 間 の 変 換 に 対 応 す る そ れ ぞ れ の Ｖ Ｃ Ｄ フ ァ イ ル に つ い て 、 対 応 す る VCMana
ger（ ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン マ ネ ー ジ ャ ） ３ ０ ２ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
４ ． ｂ ． Connector
　 Connector３ ０ ４ は 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の ソ ー ス ノ ー ド と 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ
Ｍ ツ リ ー の デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ノ ー ド と を 接 続 す る 。 Connector３ ０ ４ は 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ
ツ リ ー 中 の ソ ー ス ノ ー ド 、 及 び ソ ー ス ノ ー ド に 対 応 す る ソ ー ス 文 書 に 対 す る 修 正 （ 変 更 ）
を 見 る た め に 作 用 す る 。 そ し て 、 対 応 す る デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の ノ ー ド を 修
正 す る 。 Connector３ ０ ４ は 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー を 修 正 す る こ と が で き る
唯 一 の オ ブ ジ ェ ク ト で あ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ は 、 ソ ー ス 文 書 、 及 び 対 応 す る ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ
ツ リ ー に 対 し て の み 修 正 を 行 う こ と が で き る 。 そ の 後 、 Connector３ ０ ４ が デ ス テ ィ ネ ー
シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー に 、 対 応 す る 修 正 を 行 う 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 Connector３ ０ ４ は 、 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 ツ リ ー 構 造 を 形 成 す る た め に 、 論 理 的
に リ ン ク さ れ る 。 Connector３ ０ ４ に よ り 形 成 さ れ た ツ リ ー は 、 ConnectorTree（ コ ネ ク タ
ツ リ ー ） と 呼 ば れ る 。 Connector３ ０ ４ は 、 ConnectorFactory（ コ ネ ク タ フ ァ ク ト リ ： コ
ネ ク タ 生 成 部 ） ３ ０ ３ と 呼 ば れ る Serviceを 用 い て 生 成 さ れ る 。 ConnectorFactory３ ０ ３
は 、 ソ ー ス 文 書 か ら Connector３ ０ ４ を 生 成 し 、 そ れ ら を リ ン ク し て ConnectorTreeを 形 成
す る 。 VocabularyConnectionManager３ ０ ２ は 、 ConnectorFactory３ ０ ３ を 保 持 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 前 述 し た よ う に 、 ボ キ ャ ブ ラ リ は 名 前 空 間 中 の タ グ の セ ッ ト で あ る 。 図 １ ３ に 示 さ れ る
よ う に 、 Vocabulary３ ０ ５ は 、 VocabularyConnection３ ０ １ に よ っ て 文 書 に 対 し て 生 成 さ
れ る 。 こ れ は 、 文 書 フ ァ イ ル を 解 析 し 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ と デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ の 間 の
写 像 の た め の 適 切 な VocabularyConnectionManager３ ０ ２ を 生 成 す る こ と に よ り 行 わ れ る
。 さ ら に 、 Connectorを 生 成 す る ConnectorFactory３ ０ ３ と 、 Zone２ ０ ９ を 生 成 す る ZoneF
actory２ ０ ５ と 、 Zone内 の ノ ー ド に 対 応 す る Canvasを 生 成 す る Editlet２ ０ ６ と の 間 の 適
切 な 関 係 が 作 ら れ る 。 ユ ー ザ が シ ス テ ム か ら 文 書 を 処 分 又 は 削 除 す る と き 、 対 応 す る Voca
bularyConnectionManager３ ０ ２ が 削 除 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 Vocabulary３ ０ ５ は 、 VCCanvas３ １ ０ を 生 成 す る 。 さ ら に 、 Connector３ ０ ４ 及 び デ ス
テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー ３ ０ ６ が 対 応 し て 生 成 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
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　 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ 及 び Canvasは 、 そ れ ぞ れ 、 モ デ ル （ Ｍ ） 及 び ビ ュ ー （ Ｖ ） に 対 応 す る 。 し
か し な が ら 、 こ の よ う な 表 現 は 、 タ ー ゲ ッ ト の ボ キ ャ ブ ラ リ が 画 面 上 に 描 写 可 能 で あ る 場
合 に 限 っ て 意 味 が あ る 。 描 写 は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ プ ラ グ イ ン に よ り 行 わ れ る 。 ボ キ ャ ブ ラ リ
プ ラ グ イ ン は 、 主 要 な ボ キ ャ ブ ラ リ 、 例 え ば 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 、 Ｓ Ｖ Ｇ 、 Ｍ ａ ｔ ｈ Ｍ Ｌ に つ い
て 提 供 さ れ る 。 タ ー ゲ ッ ト の ボ キ ャ ブ ラ リ に 関 し て ボ キ ャ ブ ラ リ プ ラ グ イ ン が 使 用 さ れ る
。 こ れ ら は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン 記 述 子 を 用 い て ボ キ ャ ブ ラ リ 間 で マ ッ ピ ン グ す る
方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の よ う な マ ッ ピ ン グ は 、 タ ー ゲ ッ ト の ボ キ ャ ブ ラ リ が 、 マ ッ ピ ン グ 可 能 で 、 画 面 上 に
描 写 さ れ る 方 法 が 予 め 定 義 さ れ た も の で あ る 場 合 に の み 意 味 が あ る 。 こ の よ う な レ ン ダ リ
ン グ 方 法 は 、 例 え ば Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ な ど の よ う に 、 Ｗ ３ Ｃ な ど の 組 織 に よ り 定 義 さ れ た 標 準 規
格 と な っ て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン が 必 要 で あ る と き 、 VCCanvasが 使 用 さ れ る 。 こ の 場 合 、 ソ ー
ス の ビ ュ ー を 直 接 生 成 す る こ と が で き な い の で 、 ソ ー ス の Canvasは 生 成 さ れ な い 。 こ の 場
合 、 VCCanvasが 、 ConnectorTreeを 使 用 し て 生 成 さ れ る 。 こ の VCCanvasは 、 イ ベ ン ト の 変
換 の み を 扱 い 、 画 面 上 の 文 書 の 描 写 を 援 助 し な い 。
【 ０ １ ２ ３ 】
４ ． ｃ ． DestinationZone、 Pane、 及 び Canvas
　 上 述 し た よ う に 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン サ ブ シ ス テ ム の 目 的 は 、 同 一 の 文 書 の ２ つ
の 表 現 を 同 時 に 生 成 し 保 持 す る こ と で あ る 。 第 ２ の 表 現 も 、 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の 形 式 で あ り 、
こ れ は デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー と し て 既 に 説 明 し た 。 第 ２ の 表 現 に お け る 文 書 を
見 る た め に 、 DestinationZone、 Canvas及 び Paneが 必 要 で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 VCCanvasが 作 成 さ れ る と 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 対 応 す る DestinationPane３ ０ ７ が 生
成 さ れ る 。 さ ら に 、 関 連 す る DestinationCanvas３ ０ ８ と 、 対 応 す る BoxTree３ ０ ９ が 生 成
さ れ る 。 同 様 に 、 VCCanvas３ １ ０ も 、 ソ ー ス 文 書 に 対 す る Pane２ １ １ 及 び Zone２ ０ ９ に 関
連 づ け ら れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 DestinationCanvas３ ０ ８ は 、 第 ２ の 表 現 に お け る 文 書 の 論 理 的 な レ イ ア ウ ト を 提 供 す
る 。 特 に 、 DestinationCanvas３ ０ ８ は 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン 表 現 に お け る 文 書 を 描 写 す
る た め に 、 カ ー ソ ル や 選 択 の よ う な ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス 機 能 を 提 供 す る 。 DestinationC
anvas３ ０ ８ に 生 じ た イ ベ ン ト は 、 Connectorに 供 給 さ れ る 。 DestinationCanvas３ ０ ８ は
、 マ ウ ス イ ベ ン ト 、 キ ー ボ ー ド イ ベ ン ト 、 ド ラ ッ グ ア ン ド ド ロ ッ プ イ ベ ン ト 、 及 び 文 書 の
デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン （ 第 ２ ） 表 現 の ボ キ ャ ブ ラ リ に 特 有 な イ ベ ン ト を 、 Connector３ ０ ４
に 通 知 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
４ ． ｄ ． ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン コ マ ン ド サ ブ シ ス テ ム
　 図 １ ３ に 示 し た ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン （ Ｖ Ｃ ） サ ブ シ ス テ ム ３ ０ ０ の 要 素 と し て 、
ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン （ Ｖ Ｃ ） コ マ ン ド サ ブ シ ス テ ム ３ １ ３ が あ る 。 ボ キ ャ ブ ラ リ コ
ネ ク シ ョ ン コ マ ン ド サ ブ シ ス テ ム ３ １ ３ は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン サ ブ シ ス テ ム ３ ０
０ に 関 連 し た 命 令 の 実 行 の た め に 使 用 さ れ る VCCommand（ ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン コ マ
ン ド ） ３ １ ５ を 生 成 す る 。 VCCommandは 、 内 蔵 の CommandTemplate（ コ マ ン ド テ ン プ レ ー ト
） ３ １ ３ １ を 使 用 し て 、 及 び ／ 又 は 、 ス ク リ プ ト サ ブ シ ス テ ム ３ １ ４ に お い て ス ク リ プ ト
言 語 を 使 用 し て ス ク ラ ッ チ か ら コ マ ン ド を 生 成 す る こ と に よ り 、 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 コ マ ン ド テ ン プ レ ー ト に は 、 例 え ば 、 「 If」 コ マ ン ド テ ン プ レ ー ト 、 「 When」 コ マ ン ド
テ ン プ レ ー ト 、 「 挿 入 （ Insert） 」 コ マ ン ド テ ン プ レ ー ト な ど が あ る 。 こ れ ら の テ ン プ レ
ー ト は 、 VCCommandを 作 成 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
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４ ． ｅ ． Ｘ ｐ ａ ｔ ｈ サ ブ シ ス テ ム
　 Ｘ ｐ ａ ｔ ｈ サ ブ シ ス テ ム ３ １ ６ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム の 重 要 な 構 成 で あ り 、 ボ キ
ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン の 実 現 を 支 援 す る 。 Connector３ ０ ４ は 、 一 般 に xpath情 報 を 含 む 。
上 述 し た よ う に 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン の タ ス ク の １ つ は 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の 変
化 を デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー に 反 映 さ せ る こ と で あ る 。 xpath情 報 は 、 変 更 ／ 修
正 を 監 視 さ れ る べ き ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の サ ブ セ ッ ト を 決 定 す る た め に 用 い ら れ る １ 以 上
の xpath表 現 を 含 む 。
【 ０ １ ２ ９ 】
４ ． ｆ ． ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 、 及 び ConnectorTreeの
概 要
　 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー は 、 別 の ボ キ ャ ブ ラ リ に 変 換 さ れ る 前 の ボ キ ャ ブ ラ リ で 文 書 を 表 現
し た Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 又 は Zoneで あ る 。 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の ノ ー ド は 、 ソ ー ス ノ ー ド と 呼 ば
れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 そ れ に 対 し て 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン に 関 連
し て 前 述 し た よ う に 、 同 一 の 文 書 を 、 マ ッ ピ ン グ に よ り 変 換 さ れ た 後 の 異 な る ボ キ ャ ブ ラ
リ で 表 現 し た Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 又 は Zoneで あ る 。 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の ノ ー ド は
、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ノ ー ド と 呼 ば れ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ConnectorTreeは 、 ソ ー ス ノ ー ド と デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ノ ー ド の 対 応 を 表 す Connectorに
基 づ く 階 層 的 表 現 で あ る 。 Connectorは 、 ソ ー ス ノ ー ド と 、 ソ ー ス 文 書 に な さ れ た 修 正 を
監 視 し 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー を 修 正 す る 。 Connectorは 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ
ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー を 修 正 す る こ と を 許 さ れ た 唯 一 の オ ブ ジ ェ ク ト で あ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
５ ． 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に お け る イ ベ ン ト フ ロ ー
　 実 用 の た め に は 、 プ ロ グ ラ ム は ユ ー ザ か ら の コ マ ン ド に 応 答 し な け れ ば な ら な い 。 イ ベ
ン ト は 、 プ ロ グ ラ ム 上 で 実 行 さ れ た ユ ー ザ ア ク シ ョ ン を 記 述 し 実 行 す る 方 法 で あ る 。 多 く
の 高 級 言 語 、 例 え ば Ｊ ａ ｖ ａ （ 登 録 商 標 ） は 、 ユ ー ザ ア ク シ ョ ン を 記 述 す る イ ベ ン ト に 頼
っ て い る 。 従 来 、 プ ロ グ ラ ム は 、 ユ ー ザ ア ク シ ョ ン を 理 解 し 、 そ れ を 自 身 で 実 行 す る た め
に 、 積 極 的 に 情 報 を 集 め る 必 要 が あ っ た 。 こ れ は 、 例 え ば 、 プ ロ グ ラ ム が 自 身 を 初 期 化 し
た 後 、 ユ ー ザ が 画 面 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウ ス な ど で ア ク シ ョ ン を 起 こ し た と き に 適 切 な 処 理
を 講 じ る た め に 、 ユ ー ザ の ア ク シ ョ ン を 繰 り 返 し 確 認 す る ル ー プ に 入 る こ と を 意 味 す る 。
し か し な が ら 、 こ の プ ロ セ ス は 扱 い に く い 。 さ ら に 、 そ れ は 、 ユ ー ザ が 何 か を す る の を 待
つ 間 、 Ｃ Ｐ Ｕ サ イ ク ル を 消 費 し て ル ー プ す る プ ロ グ ラ ム を 必 要 と す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 多 く の 言 語 が 、 異 な る パ ラ ダ イ ム を 採 用 す る こ と に よ り 、 こ れ ら の 問 題 を 解 決 し て い る
。 そ の う ち の 一 つ は 、 現 代 の 全 て の ウ ィ ン ド ウ シ ス テ ム の 基 礎 と な っ て い る 、 イ ベ ン ト ド
リ ブ ン プ ロ グ ラ ミ ン グ で あ る 。 こ の パ ラ ダ イ ム で は 、 全 て の ユ ー ザ ア ク シ ョ ン は 、 「 イ ベ
ン ト 」 と 呼 ば れ る 抽 象 的 な 事 象 の 集 合 に 属 す る 。 イ ベ ン ト は 、 十 分 詳 細 に 、 特 定 の ユ ー ザ
ア ク シ ョ ン を 記 述 す る 。 プ ロ グ ラ ム が ユ ー ザ に よ り 生 成 さ れ た イ ベ ン ト を 積 極 的 に 収 集 す
る の で は な く 、 監 視 す べ き イ ベ ン ト が 生 じ た と き に 、 シ ス テ ム が プ ロ グ ラ ム に 通 知 す る 。
こ の 方 法 に よ り ユ ー ザ と の 対 話 を 扱 う プ ロ グ ラ ム は 「 イ ベ ン ト ド リ ブ ン 」 で あ る と 言 わ れ
る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 こ れ は 、 多 く の 場 合 、 ユ ー ザ に よ り 生 成 さ れ た 全 て の イ ベ ン ト の 基 本 特 性 を 獲 得 す る 「
Event（ イ ベ ン ト ） 」 ク ラ ス を 使 用 し て 扱 わ れ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム は 、 自 身 の イ ベ ン ト 、 及 び こ れ ら の イ ベ ン ト を 扱 う 方 法 を 定 義
し て 使 用 す る 。 い く つ か の 型 の イ ベ ン ト が 使 用 さ れ る 。 例 え ば 、 マ ウ ス イ ベ ン ト は 、 ユ ー
ザ の マ ウ ス ア ク シ ョ ン か ら 起 こ る イ ベ ン ト で あ る 。 マ ウ ス を 含 む ユ ー ザ ア ク シ ョ ン は 、 Ca
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nvas２ １ ０ に よ っ て 、 マ ウ ス イ ベ ン ト に 渡 さ れ る 。 こ の よ う に 、 Canvasは 、 シ ス テ ム の ユ
ー ザ に よ る 相 互 作 用 の 最 前 部 に あ る と 言 え る 。 必 要 で あ れ ば 、 最 前 部 に あ る Canvasは 、 そ
の イ ベ ン ト に 関 連 し た 内 容 を 子 へ 渡 す 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 そ れ に 対 し て 、 キ ー ス ト ロ ー ク イ ベ ン ト は 、 Canvas２ １ ０ か ら 流 れ る 。 キ ー ス ト ロ ー ク
イ ベ ン ト は 、 即 時 的 な 焦 点 を 有 す る 。 す な わ ち 、 そ れ は 、 い か な る 瞬 間 で も 作 業 に 関 連 す
る 。 Canvas２ １ ０ 上 に 入 力 さ れ た キ ー ス ト ロ ー ク イ ベ ン ト は 、 そ の 親 に 渡 さ れ る 。 キ ー 入
力 は 、 文 字 列 挿 入 を 扱 う こ と が 可 能 な 、 異 な る イ ベ ン ト に よ っ て 処 理 さ れ る 。 文 字 列 の 挿
入 を 扱 う イ ベ ン ト は 、 キ ー ボ ー ド を 使 用 し て 文 字 が 挿 入 さ れ た と き に 発 生 す る 。 他 の 「 イ
ベ ン ト 」 は 、 例 え ば 、 ド ラ ッ グ イ ベ ン ト 、 ド ロ ッ プ イ ベ ン ト 、 マ ウ ス イ ベ ン ト と 同 様 に 扱
わ れ る 他 の イ ベ ン ト を 含 む 。
【 ０ １ ３ ７ 】
５ ． ａ ． ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン 外 の イ ベ ン ト の 取 り 扱 い
　 イ ベ ン ト は 、 イ ベ ン ト ス レ ッ ド を 用 い て 渡 さ れ る 。 Canvas２ １ ０ は 、 イ ベ ン ト を 受 け 取
る と 、 そ の 状 態 を 変 更 す る 。 必 要 で あ れ ば 、 Command１ ０ ５ ２ が Canvas２ １ ０ に よ り Comma
ndQueue１ ０ ５ ３ に ポ ス ト さ れ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
５ ． ｂ ． ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン 内 の イ ベ ン ト の 取 り 扱 い
　 VocabularyConnectionプ ラ グ イ ン ３ ０ １ を 用 い て 、 DestinationCanvas１ １ ０ ６ は 、 発
生 し た イ ベ ン ト 、 例 え ば 、 マ ウ ス イ ベ ン ト 、 キ ー ボ ー ド イ ベ ン ト 、 ド ラ ッ グ ア ン ド ド ロ ッ
プ イ ベ ン ト 、 及 び ボ キ ャ ブ ラ リ に 特 有 の イ ベ ン ト な ど を 受 け 取 る 。 こ れ ら の イ ベ ン ト は 、
コ ネ ク タ １ １ ０ ４ に 通 知 さ れ る 。 よ り 詳 細 に は 、 図 ２ １ に 図 示 さ れ る よ う に 、 Vocabulary
Connectionプ ラ グ イ ン ３ ０ １ 内 の イ ベ ン ト フ ロ ー は 、 SourcePane１ １ ０ ３ 、 VCCanvas１ １
０ ４ 、 DestinationPane１ １ ０ ５ 、 DestinationCanvas１ １ ０ ６ 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ
Ｍ ツ リ ー 及 び ConnectorTreeを 通 過 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
６ ． ProgramInvoker及 び ProgramInvokerと 他 の 構 成 と の 関 係
　 ProgramInvoker１ ０ ３ 及 び そ れ と 他 の 構 成 と の 関 係 は 、 図 １ ４ （ ａ ） に 更 に 詳 細 に 示 さ
れ る 。 ProgramInvoker１ ０ ３ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム を 開 始 す る た め に 実 行 さ れ る 実
行 環 境 中 の 基 本 的 な プ ロ グ ラ ム で あ る 。 図 １ ４ （ ｂ ） に 図 示 さ れ る よ う に 、 UserApplicat
ion１ ０ ６ 、 ServiceBroker１ ０ ４ １ 、 CommandInvoker１ ０ ５ １ 、 及 び Resource１ ０ ９ は 、
全 て ProgramInvoker１ ０ ３ に 接 続 さ れ る 。 前 述 し た よ う に 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ０ ２ は 、
実 行 環 境 中 で 実 行 さ れ る コ ン ポ ー ネ ン ト で あ る 。 同 様 に 、 ServiceBroker１ ０ ４ １ は 、 シ
ス テ ム に 様 々 な 機 能 を 加 え る プ ラ グ イ ン を 管 理 す る 。 他 方 、 CommandInvoker１ ０ ５ １ は 、
ユ ー ザ に よ り 提 供 さ れ る 命 令 を 実 行 し て 、 コ マ ン ド を 実 行 す る た め に 使 用 さ れ る ク ラ ス 及
び フ ァ ン ク シ ョ ン を 保 持 す る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
６ ． ａ ． プ ラ グ イ ン 及 び サ ー ビ ス
　 ServiceBroker１ ０ ４ １ に つ い て 、 図 １ ４ （ ｂ ） を 参 照 し て 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 前 述
し た よ う に 、 CommandInvoker１ ０ ４ １ は 、 シ ス テ ム に 様 々 な 機 能 を 追 加 す る プ ラ グ イ ン （
及 び 関 連 す る サ ー ビ ス ） を 管 理 す る 。 Service１ ０ ４ ２ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に 特
徴 を 追 加 又 は 変 更 可 能 な 最 も 下 の 層 で あ る 。 「 Service」 は 、 ServiceCategory４ ０ １ と Se
rviceProvider４ ０ ２ の ２ つ の 部 分 か ら な る 。 図 １ ４ （ ｃ ） に 図 示 さ れ る よ う に 、 １ つ の S
erviceCategory４ ０ １ は 、 複 数 の 関 連 す る ServiceProvider４ ０ ２ を 持 ち う る 。 そ れ ぞ れ
の ServiceProviderは 、 特 定 の ServiceCategoryの 一 部 ま た は 全 部 を 実 行 す る よ う に 作 用 す
る 。 ServiceCategory４ ０ １ は 、 他 方 で は 、 Serviceの 型 を 定 義 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 Serviceは 、 １ ） 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に 特 定 の 特 色 を 提 供 す る 「 特 色 サ ー ビ ス 」 、
２ ） 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に よ り 実 行 さ れ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン で あ る 「 ア プ リ ケ ー シ ョ
ン サ ー ビ ス 」 、 ３ ） 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム の 全 体 に わ た っ て 必 要 な 特 色 を 提 供 す る 「 環
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境 サ ー ビ ス 」 、 の ３ つ の 型 に 分 類 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 Serviceの 例 は 、 図 １ ４ （ ｄ ） に 示 さ れ る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン Serviceの Categoryに お い
て は 、 シ ス テ ム ユ ー テ ィ リ テ ィ が 対 応 す る ServiceProviderの 例 で あ る 。 同 様 に 、 Editlet
２ ０ ６ は Categoryで あ り 、 HTMLEditlet及 び SVGEditletは 対 応 す る ServiceProviderで あ る
。 ZoneFactory２ ０ ５ は 、 Serviceの 別 の Categoryで あ り 、 対 応 す る ServiceProvider（ 図
示 せ ず ） を 有 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 プ ラ グ イ ン は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に 機 能 性 を 加 え る と 既 に 説 明 し た が 、 図 １ ４ （
ｃ ） 及 び （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 い く つ か の ServiceProvider４ ０ ２ 及 び そ れ ら に 関 連 す る
ク ラ ス か ら な る ユ ニ ッ ト と 見 な さ れ て も よ い 。 各 プ ラ グ イ ン は 、 宣 言 フ ァ イ ル に 記 述 さ れ
た 依 存 性 及 び ServiceCategory４ ０ １ を 有 す る だ ろ う 。
【 ０ １ ４ ４ 】
６ ． ｂ ． プ ロ グ ラ ム イ ン ボ ー カ と ア プ リ ケ ー シ ョ ン と の 関 係
　 図 １ ４ （ ｅ ） は 、 ProgramInvoker１ ０ ３ と UserApplication１ ０ ６ と の 関 係 に つ い て の
更 な る 詳 細 を 示 す 。 必 要 な 文 書 や デ ー タ な ど は 、 ス ト レ ー ジ か ら ロ ー ド さ れ る 。 必 要 な プ
ラ グ イ ン は 、 全 て ServiceBroker１ ０ ４ １ 上 に ロ ー ド さ れ る 。 ServiceBroker１ ０ ４ １ は 、
全 て の プ ラ グ イ ン を 保 持 し 管 理 す る 。 プ ラ グ イ ン は 、 シ ス テ ム に 物 理 的 に 追 加 す る こ と が
で き 、 又 、 そ の 機 能 は ス ト レ ー ジ か ら ロ ー ド す る こ と が で き る 。 プ ラ グ イ ン の 内 容 が ロ ー
ド さ れ る と 、 ServiceBroker１ ０ ４ １ は 、 対 応 す る プ ラ グ イ ン を 定 義 す る 。 つ づ い て 、 対
応 す る UserApplication１ ０ ６ が 生 成 さ れ 、 実 行 環 境 １ ０ １ に ロ ー ド さ れ 、 ProgramInvoke
r１ ０ ３ に ア タ ッ チ さ れ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
７ ． ア プ リ ケ ー シ ョ ン サ ー ビ ス と 環 境 と の 関 係
　 図 １ ５ （ ａ ） は 、 ProgramInvoker１ ０ ３ 上 に ロ ー ド し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン サ ー ビ ス の 構
成 に つ い て の 更 な る 詳 細 を 示 す 。 コ マ ン ド サ ブ シ ス テ ム １ ０ ５ の コ ン ポ ー ネ ン ト で あ る Co
mmandInvoker１ ０ ５ １ は 、 ProgramInvoker１ ０ ３ 内 の Command１ ０ ５ ２ を 起 動 又 は 実 行 す
る 。 Command１ ０ ５ ２ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に お い て 、 Ｘ Ｍ Ｌ な ど の 文 書 を 処 理 し
、 対 応 す る Ｘ Ｍ Ｌ Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー を 編 集 す る た め に 用 い ら れ る 命 令 で あ る 。 CommandInvoker
１ ０ ５ １ は 、 Command１ ０ ５ ２ を 実 行 す る た め に 必 要 な ク ラ ス 及 び フ ァ ン ク シ ョ ン を 保 持
す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 ServiceBroker１ ０ ４ １ も 、 ProgramInvoker１ ０ ３ 内 で 実 行 さ れ る 。 UserApplication１
０ ６ は 、 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス １ ０ ７ 及 び CoreComponent１ １ ０ に 接 続 さ れ る 。 CoreCompo
nent１ １ ０ は 、 全 て の Paneの 間 で 文 書 を 共 有 す る 方 法 を 提 供 す る 。 CoreComponent１ １ ０
は 、 さ ら に フ ォ ン ト を 提 供 し 、 Paneの た め の ツ ー ル キ ッ ト の 役 割 を 果 た す 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 図 １ ５ （ ａ ） （ ｂ ） は 、 Frame１ ０ ７ １ 、 MenuBar１ ０ ７ ２ 、 及 び StatusBar１ ０ ７ ３ の
関 係 を 示 す 。
【 ０ １ ４ ８ 】
８ ． ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ア
　 図 １ ６ （ ａ ） は 、 全 て の 文 書 、 及 び 文 書 の 一 部 及 び 文 書 に 属 す る デ ー タ を 保 持 す る ア プ
リ ケ ー シ ョ ン コ ア １ ０ ８ に つ い て の 更 な る 説 明 を 提 供 す る 。 CoreComponent１ １ ０ は 、 文
書 １ ０ ８ ２ を 管 理 す る DocumentManager１ ０ ８ １ に ア タ ッ チ さ れ る 。 DocumentManager１ ０
８ １ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に 関 連 づ け ら れ た メ モ リ に 格 納 さ れ る 全 て の 文 書 １ ０ ８
２ の 所 有 者 で あ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 画 面 上 の 文 書 の 表 示 を 容 易 に す る た め に 、 DocumentManager１ ０ ８ １ は RootPane１ ０ ８
４ に も 接 続 さ れ る 。 ClipBoard１ ０ ８ ５ 、 SnapShot１ ０ ８ ７ 、 Drag&Drop６ ０ １ 、 及 び Over
lay６ ０ ２ の 機 能 も 、 CoreComponent１ １ ０ に ア タ ッ チ さ れ る 。
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【 ０ １ ５ ０ 】
　 SnapShot１ ０ ８ ７ は 、 図 １ ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 状 態 を 元 に 戻 す
た め に 使 用 さ れ る 。 ユ ー ザ が SnapShot１ ０ ８ ７ を 起 動 し た と き 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 現 状
が 検 知 さ れ 、 格 納 さ れ る 。 そ の 後 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 状 態 が 別 の 状 態 に 変 わ る と き 、 格
納 さ れ た 状 態 の 内 容 は 保 存 さ れ る 。 SnapShot１ ０ ８ ７ は 、 図 １ ６ （ ｂ ） に 図 示 さ れ る 。 動
作 に お い て 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン が あ る Ｕ Ｒ Ｌ か ら 他 へ 移 動 す る と き に 、 前 に 戻 る 動 作 及 び
先 に 進 む 動 作 を シ ー ム レ ス に 実 行 可 能 と す る た め に 、 SnapShot１ ０ ８ ７ は 以 前 の 状 態 を 記
憶 す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
９ ． DocumentManager内 に お け る 文 書 の 構 成
　 図 １ ７ （ ａ ） は 、 DocumentManager１ ０ ８ １ の 更 な る 説 明 と 、 DocumentManagerに お い て
文 書 が 構 成 さ れ 保 持 さ れ る 様 子 を 示 す 。 図 １ ７ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 DocumentManager
１ ０ ８ １ は 、 文 書 １ ０ ８ ２ を 管 理 す る 。 図 １ ７ （ ａ ） に 示 さ れ る 例 に お い て 、 複 数 の 文 書
の う ち の １ つ は RootDocument（ ル ー ト 文 書 ） ７ ０ １ で あ り 、 残 り の 文 書 は SubDocument（
サ ブ 文 書 ） ７ ０ ２ で あ る 。 DocumentManager１ ０ ８ １ は 、 RootDocument７ ０ １ に 接 続 さ れ
、 RootDocument７ ０ １ は 、 全 て の SubDocument７ ０ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 DocumentManager１ ０ ８ １ は 、 全 て の 文 書 １ ０
８ ２ を 管 理 す る オ ブ ジ ェ ク ト で あ る DocumentContainer２ ０ ３ に 結 合 さ れ る 。 DOMService
７ ０ ３ 及 び IOManager７ ０ ４ を 含 む ツ ー ル キ ッ ト ２ ０ １ （ 例 え ば Ｘ Ｍ Ｌ ツ ー ル キ ッ ト ） の
一 部 を 形 成 す る ツ ー ル も 、 DocumentManager１ ０ ８ １ に 供 給 さ れ る 。 再 び 図 １ ７ （ ａ ） を
参 照 し て 、 DOMService７ ０ ３ は 、 DocumentManager１ ０ ８ １ に よ り 管 理 さ れ る 文 書 に 基 づ
い た Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー を 生 成 す る 。 各 Document７ ０ ５ は 、 そ れ が RootDocument７ ０ １ で あ っ て
も SubDocument７ ０ ２ で あ っ て も 、 対 応 す る DocumentContainer２ ０ ３ に よ っ て 管 理 さ れ る
。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 図 １ ７ （ ｂ ） は 、 文 書 Ａ － Ｅ が 階 層 的 に 配 置 さ れ る 様 子 を 示 す 。 文 書 Ａ は RootDocument
で あ る 。 文 書 Ｂ － Ｄ は 、 文 書 Ａ の SubDocumentで あ る 。 文 書 Ｅ は 、 文 書 Ｄ の SubDocumentで
あ る 。 図 １ ７ （ ｂ ） は 、 こ れ と 同 じ 文 書 の 階 層 が 画 面 上 に 表 示 さ れ た 例 も 示 す 。 RootDocu
mentで あ る 文 書 Ａ は 、 基 本 フ レ ー ム と し て 表 示 さ れ る 。 文 書 Ａ の SubDocumentで あ る 文 書
Ｂ － Ｄ は 、 基 本 フ レ ー ム Ａ の 中 の サ ブ フ レ ー ム と し て 表 示 さ れ る 。 文 書 Ｄ の SubDocument
で あ る 文 書 Ｅ は 、 サ ブ フ レ ー ム Ｄ の サ ブ フ レ ー ム と し て 画 面 に 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 再 び 図 １ ７ （ ａ ） を 参 照 し て 、 UndoManager（ ア ン ド ゥ マ ネ ー ジ ャ ： ア ン ド ゥ 管 理 部 ）
７ ０ ６ 及 び UndoWrapper（ ア ン ド ゥ ラ ッ パ ー ） ７ ０ ７ は 、 そ れ ぞ れ の DocumentContainer２
０ ３ に 対 し て 生 成 さ れ る 。 UndoManager７ ０ ６ 及 び UndoWrapper７ ０ ７ は 、 取 消 可 能 な コ マ
ン ド を 実 行 す る た め に 使 用 さ れ る 。 こ の 特 徴 を 使 用 す る こ と に よ り 、 編 集 操 作 を 使 用 し て
文 書 に 対 し て 実 行 さ れ た 変 更 を 取 り 消 す こ と が で き る 。 SubDocumentの 変 更 は 、 RootDocum
entに 関 し て の 意 味 合 い を 同 様 に 有 す る 。 ア ン ド ゥ 操 作 は 、 階 層 内 の 他 の 文 書 に 影 響 す る
変 更 を 考 慮 に 入 れ て 、 例 え ば 、 図 １ ７ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う な 連 鎖 状 の 階 層 に お け る 全 て
の 文 書 の 間 で 整 合 性 が 維 持 さ れ る こ と を 保 証 す る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 UndoWrapper７ ０ ７ は 、 DocumentContainer２ ０ ３ 内 の SubDocumentに 関 連 す る ア ン ド ゥ
オ ブ ジ ェ ク ト を ラ ッ プ し 、 そ れ ら を RootDocumentに 関 連 す る ア ン ド ゥ オ ブ ジ ェ ク ト に 結 合
さ せ る 。 UndoWrapper７ ０ ７ は 、 UndoableEditAcceptor（ ア ン ド ゥ ア ブ ル エ デ ィ ッ ト ア ク
セ プ タ ： ア ン ド ゥ 可 能 編 集 受 付 部 ） ７ ０ ９ に 利 用 可 能 な ア ン ド ゥ オ ブ ジ ェ ク ト の 収 集 を 実
行 す る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 UndoManager７ ０ ６ 及 び UndoWrapper７ ０ ７ は 、 UndoableEditAcceptor７ ０ ８ 及 び Undoab
leEditSource（ ア ン ド ゥ ア ブ ル エ デ ィ ッ ト ソ ー ス ） ７ ０ ８ に 接 続 さ れ る 。 当 業 者 に は 理 解
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さ れ る よ う に 、 Document７ ０ ５ は UndoableEditSource７ ０ ８ で あ っ て も よ く 、 取 消 可 能 な
編 集 オ ブ ジ ェ ク ト の ソ ー ス で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ５ ７ 】
１ ０ ． ア ン ド ゥ コ マ ン ド 及 び ア ン ド ゥ フ レ ー ム ワ ー ク
　 図 １ ８ （ ａ ） 及 び 図 １ ８ （ ｂ ） は 、 ア ン ド ゥ フ レ ー ム ワ ー ク 及 び ア ン ド ゥ コ マ ン ド に つ
い て 更 な る 詳 細 を 提 供 す る 。 図 １ ８ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 UndoCommand８ ０ １ 、 RedoC
ommand８ ０ ２ 、 及 び UndoableEditCommand８ ０ ３ は 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 し た よ う に Command
Invoker１ ０ ５ １ に 積 む こ と が で き る コ マ ン ド で あ り 、 順 に 実 行 さ れ る 。 UndoableEditCom
mand８ ０ ３ は 、 UndoableEditSource７ ０ ８ 及 び UndoableEditAcceptor７ ０ ９ に 更 に ア タ ッ
チ さ れ る 。 「 foo」 EditCommand８ ０ ３ 及 び 「 bar」 EditCommand８ ０ ４ は 、 UndoableEditCo
mmandの 例 で あ る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 図 １ ８ （ ｂ ） は 、 UndoableEditCommandの 実 行 を 示 す 。 ま ず 、 ユ ー ザ が 編 集 コ マ ン ド を
使 用 し て Document７ ０ ５ を 編 集 す る と 仮 定 す る 。 第 １ ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 UndoableEditAc
ceptor７ ０ ９ が 、 Document７ ０ ５ の Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー で あ る UndoableEditSource７ ０ ８ に ア タ
ッ チ さ れ る 。 第 ２ ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 ユ ー ザ に よ り 発 行 さ れ た コ マ ン ド に 基 づ い て 、 Docu
ment７ ０ ５ が Ｄ Ｏ Ｍ の Ａ Ｐ Ｉ を 用 い て 編 集 さ れ る 。 第 ３ ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 ミ ュ ー テ ー シ
ョ ン イ ベ ン ト の リ ス ナ ー が 、 変 更 が な さ れ た こ と を 通 知 さ れ る 。 す な わ ち 、 こ の ス テ ッ プ
で は 、 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の 全 て の 変 更 を 監 視 す る リ ス ナ ー が 編 集 操 作 を 検 知 す る 。 第 ４ ス テ ッ
プ Ｓ ４ で は 、 UndoableEditが UndoManager７ ０ ６ の オ ブ ジ ェ ク ト と し て 格 納 さ れ る 。 第 ５
ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 UndoableEditAcceptor７ ０ ９ が UndoableEditSource７ ０ ８ か ら デ タ ッ
チ さ れ る 。 UndoableEditSource７ ０ ８ は 、 Document７ ０ ５ 自 身 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ５ ９ 】
１ １ ． シ ス テ ム へ の 文 書 の ロ ー ド に 関 す る 手 順
　 上 記 の サ ブ セ ク シ ョ ン で は 、 シ ス テ ム の 様 々 な コ ン ポ ー ネ ン ト 及 び サ ブ コ ン ポ ー ネ ン ト
に つ い て 説 明 し た 。 以 下 、 こ れ ら の コ ン ポ ー ネ ン ト の 使 用 に 関 す る 方 法 論 に つ い て 説 明 す
る 。 図 １ ９ は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に 文 書 が ロ ー ド さ れ る 様 子 の 概 要 を 示 す 。 そ れ ぞ
れ の ス テ ッ プ は 、 図 ２ ４ － ２ ８ に お い て 、 特 定 の 例 に 関 連 し て 詳 述 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 簡 単 に は 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム は 、 文 書 に 含 ま れ る デ ー タ か ら な る バ イ ナ リ デ ー タ
ス ト リ ー ム か ら Ｄ Ｏ Ｍ を 生 成 す る 。 ApexNode（ エ イ ペ ッ ク ス ノ ー ド ： 頂 点 ノ ー ド ） が 、 Zo
neに 属 す る 文 書 の 一 部 の 注 目 対 象 の た め に 生 成 さ れ る 。 つ づ い て 、 対 応 す る Paneが 同 定 さ
れ る 。 同 定 さ れ た Paneは 、 ApexNode及 び 物 理 的 な 画 面 表 面 か ら Zone及 び Canvasを 生 成 す る
。 Zoneは 、 次 に 、 そ れ ぞ れ の ノ ー ド に Facetを 生 成 し 、 そ れ ら に 必 要 と さ れ る 情 報 を 提 供
す る 。 Canvasは 、 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー か ら 、 ノ ー ド を レ ン ダ リ ン グ す る た め の デ ー タ 構 造 を 生 成
す る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 よ り 詳 細 に は 、 図 １ ９ （ ａ ） を 参 照 し て 、 ス テ ッ プ ０ で は 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 及 び Ｓ Ｖ Ｇ の 双
方 の 内 容 を 表 現 し た 複 合 文 書 が ス ト レ ー ジ ９ ０ １ か ら ロ ー ド さ れ る 。 文 書 の Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー
９ ０ ２ が 生 成 さ れ る 。 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー は ApexNode９ ０ ５ （ Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ） を 有 し 、 他 の 枝 へ 降
り て い く と 、 二 重 線 で 示 さ れ る 境 界 に 遭 遇 し 、 異 な る ボ キ ャ ブ ラ リ で あ る Ｓ Ｖ Ｇ の ApexNo
de９ ０ ６ に 続 く 。 こ の よ う な 複 合 文 書 の 表 現 は 、 文 書 が 表 現 さ れ 、 最 終 的 に 表 示 の た め に
レ ン ダ リ ン グ さ れ る 様 子 を 理 解 す る の に 有 用 で あ る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 次 に 、 文 書 を 保 持 す る 、 対 応 す る DocumentContainer９ ０ ３ が 生 成 さ れ る 。 DocumentCon
tainer９ ０ ３ は 、 DocumentManager９ ０ ４ に ア タ ッ チ さ れ る 。 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー は 、 ル ー ト ノ
ー ド と 、 オ プ シ ョ ン で 複 数 の セ カ ン ダ リ ノ ー ド を 含 む 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 一 般 に 、 こ の よ う な 文 書 は 、 テ キ ス ト 及 び グ ラ フ ィ ク ス の 双 方 を 含 む 。 し た が っ て 、 Ｄ
Ｏ Ｍ ツ リ ー は 、 例 え ば 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ サ ブ ツ リ ー だ け で な く Ｓ Ｖ Ｇ サ ブ ツ リ ー を 有 し て も よ
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い 。 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ サ ブ ツ リ ー は 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ の ApexNode９ ０ ５ を 有 す る 。 同 様 に 、 Ｓ Ｖ Ｇ サ
ブ ツ リ ー は 、 Ｓ Ｖ Ｇ の ApexNode９ ０ ６ を 有 す る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 再 び 図 １ ９ （ ａ ） を 参 照 し て 、 ス テ ッ プ １ で は 、 ApexNodeが 、 画 面 の 論 理 的 な レ イ ア ウ
ト で あ る Pane９ ０ ７ に ア タ ッ チ さ れ る 。 ス テ ッ プ ２ で は 、 Pane９ ０ ７ は 、 ApplicationCor
e９ ０ ８ に 、 ApexNodeの た め の ZoneFactoryを 要 求 す る 。 ス テ ッ プ ３ で は 、 ApplicationCor
e９ ０ ８ は 、 ZoneFactoryと 、 ApexNode９ ０ ６ の た め の CanvasFactoryで あ る Editletと を 返
す 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ ４ で は 、 Pane９ ０ ７ が Zone９ ０ ９ を 生 成 す る 。 Zone９ ０ ９ は Pane９ ０ ７ に ア タ
ッ チ さ れ る 。 ス テ ッ プ ５ で は 、 Zone９ ０ ９ が そ れ ぞ れ の ノ ー ド に 対 し て Facetを 生 成 し 、
対 応 す る ノ ー ド に ア タ ッ チ す る 。 ス テ ッ プ ６ で は 、 Pane９ ０ ７ が Canvas９ １ ０ を 生 成 す る
。 Canvas９ １ ０ は Pane９ ０ ７ に ア タ ッ チ さ れ る 。 Canvas９ １ ０ に は 様 々 な Commandが 含 ま
れ る 。 ス テ ッ プ ７ で は 、 Canvas９ １ ０ が 文 書 を 画 面 に レ ン ダ リ ン グ す る た め の デ ー タ 構 造
を 構 築 す る 。 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ の 場 合 、 こ れ は ボ ッ ク ス ツ リ ー 構 造 を 含 む 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 図 １ ９ （ ｂ ） は 、 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム を 用 い て Zoneの 構 成 の 概 要 を 示 す 。 こ の 場 合 、 Zone
Factoryに よ り 生 成 さ れ る Zone及 び Facetは 文 書 に 関 連 し た 入 力 で あ る か ら 、 モ デ ル （ Ｍ ）
は Zone及 び Facetを 含 む 。 Canvasと 、 Editletを 用 い て 文 書 を 画 面 に レ ン ダ リ ン グ す る た め
の デ ー タ 構 造 は 、 ユ ー ザ が 画 面 上 に 見 る 出 力 で あ る か ら 、 ビ ュ ー （ Ｖ ） は Canvas及 び デ ー
タ 構 造 に 対 応 す る 。 Commandは 、 文 書 と そ の 様 々 な 関 係 に 対 し て 制 御 操 作 を 実 行 す る の で
、 コ ン ト ロ ー ル （ Ｃ ） は Canvasに 含 ま れ る Commandを 含 む 。
【 ０ １ ６ ７ 】
１ ２ ． 文 書 の 表 現
　 図 ２ ０ を 用 い て 、 複 合 文 書 及 び そ の 様 々 な 表 現 の 例 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 こ の 例 で
使 用 さ れ る 文 書 は 、 テ キ ス ト と 画 像 の 双 方 を 含 む 。 テ キ ス ト は 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ を 用 い て 表 さ
れ 、 画 像 は 、 Ｓ Ｖ Ｇ を 用 い て 表 さ れ る 。 図 ２ ０ は 、 文 書 の 構 成 要 素 及 び 対 応 す る オ ブ ジ ェ
ク ト の 関 係 の Ｍ Ｖ Ｃ 表 現 を 詳 細 に 示 す 。 こ の 例 に お い て 、 Document１ ０ ０ １ は 、 Document
１ ０ ０ １ を 保 持 す る DocumentContainer１ ０ ０ ２ に ア タ ッ チ さ れ る 。 文 書 は Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー
１ ０ ０ ３ に よ り 表 現 さ れ る 。 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー は 、 図 １ ９ （ ａ ） を 参 照 し て 上 述 し た 対 応 す る
Facetを 有 す る ApexNode１ ０ ０ ４ 及 び 子 孫 の 他 の ノ ー ド を 含 む 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 ApexNodeは 、 黒 丸 で 表 さ れ る 。 頂 点 で な い ノ ー ド は 、 白 丸 で 表 さ れ る 。 ノ ー ド を 編 集 す
る た め に 用 い ら れ る Facetは 、 三 角 形 で 表 さ れ 、 対 応 す る ノ ー ド に ア タ ッ チ さ れ る 。 文 書
が テ キ ス ト と 画 像 を 有 す る の で 、 こ の 文 書 の Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー は 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 部 分 と Ｓ Ｖ Ｇ 部
分 を 含 む 。 ApexNode１ ０ ０ ４ は 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ サ ブ ツ リ ー の 最 上 の ノ ー ド で あ る 。 こ れ は 、
文 書 の Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 部 分 の 物 理 的 な 表 現 の た め の 最 上 Paneで あ る XHTMLPane１ ０ ０ ５ に ア タ
ッ チ さ れ る 。 ApexNodeは 、 文 書 １ ０ ０ １ の Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の 一 部 で あ る XHTMLZone１ ０ ０ ６
に も ア タ ッ チ さ れ る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 Node１ ０ ０ ４ に 対 応 す る Facet１ ０ ４ １ も 、 XHTMLZone１ ０ ０ ６ に ア タ ッ チ さ れ る 。 XHTM
LZone１ ０ ０ ６ は 、 XHTMLPane１ ０ ０ ５ に ア タ ッ チ さ れ る 。 XHTMLEditletは 、 文 書 の 論 理 的
な 表 現 で あ る XHTMLCanvas１ ０ ０ ７ を 生 成 す る 。 XHTMLCanvas１ ０ ０ ７ は 、 XHTMLPane１ ０
０ ５ に ア タ ッ チ さ れ る 。 XHTMLCanvas１ ０ ０ ７ は 、 Document１ ０ ０ １ の Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 要 素 の
た め の BoxTree１ ０ ０ ９ を 生 成 す る 。 ボ ッ ク ス ツ リ ー は 、 図 示 さ れ る よ う に 、 「 html」 ボ
ッ ク ス 、 「 body」 ボ ッ ク ス 、 「 head」 ボ ッ ク ス 、 及 び ／ 又 は 「 table」 ボ ッ ク ス の 適 切 な
結 合 に よ り 表 現 さ れ る 。 文 書 の Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 部 分 を 保 持 し 描 画 す る た め に 必 要 な 様 々 な Comm
and１ ０ ０ ８ も 、 XHTMLCanvas１ ０ ０ ５ に 追 加 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 同 様 に 、 文 書 の Ｓ Ｖ Ｇ サ ブ ツ リ ー の ApexNode１ ０ １ ０ は 、 文 書 の Ｓ Ｖ Ｇ 要 素 を 表 現 す る
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Document１ ０ ０ １ の Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の 一 部 で あ る SVGZone１ ０ １ １ に ア タ ッ チ さ れ る 。 ApexN
ode１ ０ １ ０ は 、 文 書 の Ｓ Ｖ Ｇ 部 分 の 物 理 的 な 表 現 の 最 上 の Paneで あ る SVGPane１ ０ １ ３ に
ア タ ッ チ さ れ る 。 文 書 の Ｓ Ｖ Ｇ 部 分 の 論 理 的 な 表 現 を 表 す SVGCanvas１ ０ １ ２ は 、 SVGEdit
letに よ り 生 成 さ れ 、 SVGPane１ ０ １ ３ に ア タ ッ チ さ れ る 。 画 面 上 に 文 書 の Ｓ Ｖ Ｇ 部 分 を レ
ン ダ リ ン グ す る た め の デ ー タ 構 造 及 び コ マ ン ド １ ０ １ ４ は 、 SVGCanvasに ア タ ッ チ さ れ る
。 例 え ば 、 こ の デ ー タ 構 造 は 、 図 示 さ れ る よ う に 、 円 、 線 、 長 方 形 な ど を 含 ん で も よ い 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 図 ２ ０ に 関 連 し て 説 明 さ れ た 文 書 例 の 表 現 の 一 部 に つ い て 、 図 ２ １ （ ａ ） （ ｂ ） に 関 連
し て 、 前 述 し た Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム を 用 い て 更 に 説 明 す る 。 図 ２ １ （ ａ ） は 、 文 書 １ ０ ０ １
の Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 要 素 に お け る Ｍ Ｖ の 関 係 を 簡 略 化 し て 示 す 。 モ デ ル は 、 Document１ ０ ０ １ の
Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 要 素 の た め の XHTMLZone１ １ ０ ３ で あ る 。 XHTMLZoneの ツ リ ー に は 、 い く つ か の
Node及 び そ れ ら に 対 応 す る Facetが 含 ま れ る 。 対 応 す る XHTMLZone及 び Paneは 、 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ
ダ イ ム の モ デ ル （ Ｍ ） 部 分 の 一 部 で あ る 。 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム の ビ ュ ー （ Ｖ ） 部 分 は 、 Docu
ment１ ０ ０ １ の Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ コ ン ポ ー ネ ン ト の 、 対 応 す る XHTMLCanvas１ １ ０ ２ 及 び BoxTree
で あ る 。 文 書 の Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 部 分 は 、 Canvasと 、 そ れ に 含 ま れ る Commandを 使 用 し て 画 面 に
描 写 さ れ る 。 キ ー ボ ー ド や マ ウ ス 入 力 な ど の イ ベ ン ト は 、 図 示 さ れ る よ う に 、 逆 方 向 へ 進
む 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 SourcePaneは 、 更 な る 機 能 、 す な わ ち 、 Ｄ Ｏ Ｍ の 保 有 者 と し て の 役 割 を 有 す る 。 図 ２ １
（ ｂ ） は 、 図 ２ １ （ ａ ） に 示 し た Document１ ０ ０ １ の 要 素 に 対 す る ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ
ョ ン を 提 供 す る 。 Ｄ Ｏ Ｍ ホ ル ダ ー と し て 機 能 す る SourcePane１ １ ０ ３ は 、 文 書 の ソ ー ス Ｄ
Ｏ Ｍ ツ リ ー を 含 む 。 ConnectorTree１ １ ０ ４ は 、 ConnectorFactoryに よ り 生 成 さ れ 、 デ ス
テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ の 保 有 者 と し て も 機 能 す る DestinationPane１ １ ０ ５ を 生 成 す る 。 D
estinationPane１ １ ０ ５ は 、 XHTMLDestinationCanvas１ １ ０ ６ と し て ボ ッ ク ス ツ リ ー の 形
式 で レ イ ア ウ ト さ れ る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
１ ３ ． プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン 、 及 び コ ネ ク タ の 関 係
　 図 ２ ２ （ ａ ） － （ ｃ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ
ョ ン 、 及 び Connectorに 関 連 す る 更 な る 詳 細 を 示 す 。 プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム は 、 文 書 処
理 ／ 管 理 シ ス テ ム に 機 能 を 追 加 又 は 交 換 す る た め に 用 い ら れ る 。 プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム
は 、 ServiceBroker１ ０ ４ １ を 含 む 。 図 ２ ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 「 私 自 身 の Ｘ Ｍ Ｌ ボ キ
ャ ブ ラ リ 」 の Ｖ Ｃ Ｄ フ ァ イ ル が Ｖ Ｃ の プ ラ グ イ ン に 結 合 さ れ る 。 こ の プ ラ グ イ ン は 、 「 Ｍ
ｙ Ｏ ｗ ｎ Ｘ Ｍ Ｌ 」 の ConnectorFactoryTree及 び Vocabulary（ ZoneFactory、 Editlet） を 含
む 。 ServiceBroker１ ０ ４ １ に ア タ ッ チ さ れ る ZoneFactoryService１ ２ ０ １ は 、 文 書 の 部
分 の Zoneを 生 成 す る 。 EditletService１ ２ ０ ２ も 、 ServiceBrokerに ア タ ッ チ さ れ る 。 Edi
tletService１ ２ ０ ２ は 、 Zone中 の Nodeに 対 応 す る Canvasを 生 成 す る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 ZoneFactoryの 例 は 、 XHTMLZone及 び SVGZoneを そ れ ぞ れ 生 成 す る XHTMLZoneFactory１ ２
１ １ 及 び SVGZoneFactory１ ２ １ ２ で あ る 。 文 書 例 に 関 連 し て 前 述 し た よ う に 、 文 書 の テ キ
ス ト 要 素 は 、 XHTMLZoneを 生 成 す る こ と に よ り 表 現 さ れ て も よ い し 、 画 像 は SVGZoneを 用 い
て 表 現 さ れ て も よ い 。 EditletServiceの 例 は 、 XHTMLEditlet１ ２ ２ １ 及 び SVGEditlet１ ２
２ ２ を 含 む 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 図 ２ ２ （ ｂ ） は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン に 関 連 す る 更 な る 詳 細 を 示 す 。 ボ キ ャ ブ ラ
リ コ ネ ク シ ョ ン は 、 前 述 し た よ う に 、 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム の 重 要 な 特 徴 で あ り 、 ２ つ
の 異 な る 方 法 で 文 書 の 整 合 の と れ た 表 現 及 び 表 示 を 可 能 と す る 。 ConnectorFactory３ ０ ３
を 保 持 す る VCManager３ ０ ２ は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン サ ブ シ ス テ ム の 一 部 で あ り 、
ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン 記 述 子 を 受 け 取 る た め に Ｖ Ｃ Ｄ に 結 合 さ れ 、 VCCommand３ ０ １
を 生 成 す る 。 図 ２ ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ConnectorFactory３ ０ ３ は 、 文 書 の Connector
３ ０ ４ を 生 成 す る 。 前 述 し た よ う に 、 Connectorは 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ 中 の ノ ー ド を 監 視 し 、
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２ つ の 表 現 の 間 の 整 合 性 を 維 持 す る た め に 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ 中 の ノ ー ド を 修 正
す る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 Templateは 、 い く つ か の ノ ー ド の 変 換 ル ー ル を 表 す 。 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン 記 述 子
（ Ｖ Ｃ Ｄ ） フ ァ イ ル は 、 特 定 の パ ス 又 は ル ー ル を 満 た す 要 素 又 は 要 素 の 集 合 を 他 の 要 素 に
変 換 す る い つ く か の ル ー ル を 表 す Templateの リ ス ト で あ る 。 VocabularyTemplate３ ０ ５ 及
び CommandTemplate３ １ ３ １ は 、 全 て VCManager３ ０ ２ に ア タ ッ チ さ れ る 。 VCManagerは 、
Ｖ Ｃ Ｄ フ ァ イ ル 中 の 全 て の セ ク シ ョ ン を 管 理 す る オ ブ ジ ェ ク ト で あ る 。 １ つ の Ｖ Ｃ Ｄ フ ァ
イ ル に 対 し て 、 １ つ の VCManagerオ ブ ジ ェ ク ト が 生 成 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 図 ２ ２ （ ｃ ） は 、 Connectorに 関 連 す る 更 な る 詳 細 を 提 供 す る 。 ConnectorFactory３ ０
３ は 、 ソ ー ス 文 書 か ら Connectorを 生 成 す る 。 ConnectorFactory３ ０ ３ は 、 Vocabulary、 T
emplate、 及 び ElementTemplateに ア タ ッ チ さ れ 、 そ れ ぞ れ 、 VocabularyConnector、 Templ
ateConnector、 ElementConnectorを 生 成 す る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 VCManager３ ０ ２ は 、 ConnectorFactory３ ０ ３ を 保 持 す る 。 Vocabularyを 生 成 す る た め
に 、 対 応 す る Ｖ Ｃ Ｄ フ ァ イ ル が 読 み 込 ま れ る 。 こ う し て 、 ConnectorFactory３ ０ ３ が 生 成
さ れ る 。 こ の ConnectorFactory３ ０ ３ は 、 Zoneを 生 成 す る ZoneFactory２ ０ ５ 及 び Canvas
を 生 成 す る EditletService２ ０ ６ に 関 連 す る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 つ づ い て 、 タ ー ゲ ッ ト ボ キ ャ ブ ラ リ の EditletServiceが 、 VCCanvasを 生 成 す る 。 VCCanv
asは 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の ノ ー ド を 生 成 す る 。 VCCanvasは 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ
ツ リ ー 又 は Zoneに お け る ApexNodeの Connectorも 生 成 す る 。 必 要 に 応 じ て 、 子 の Connector
が 再 帰 的 に 生 成 さ れ る 。 ConnectorTreeは 、 Ｖ Ｃ Ｄ フ ァ イ ル 中 の テ ン プ レ ー ト の 集 合 に よ
り 生 成 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 テ ン プ レ ー ト は 、 マ ー ク ア ッ プ 言 語 の 要 素 を 他 の 要 素 に 変 換 す る た め の ル ー ル の 集 合 で
あ る 。 例 え ば 、 各 テ ン プ レ ー ト は 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 又 は Zoneに マ ッ チ さ れ る 。 適 切 に
マ ッ チ し た 場 合 に は 、 頂 点 Connectorが 生 成 さ れ る 。 例 え ば 、 テ ン プ レ ー ト 「 A/*/D」 は 、
間 に ど ん な ノ ー ド が あ る か に 関 係 な く 、 ノ ー ド Ａ で 始 ま り ノ ー ド Ｄ で 終 わ る 全 て の 枝 に 合
致 す る 。 同 様 に 、 「 //B」 は 、 ル ー ト か ら の 全 て の 「 B」 ノ ー ド に 一 致 す る 。
【 ０ １ ８ １ 】
１ ４ ． ConnectorTreeに 関 係 す る Ｖ Ｃ Ｄ フ ァ イ ル の 例
　 特 定 の 文 書 と 関 係 す る 処 理 を 説 明 す る 例 を 続 け る 。 「 MySampleXML」 と い う タ イ ト ル の
文 書 が 文 書 処 理 ／ 管 理 シ ス テ ム に ロ ー ド さ れ る 。 図 ２ ３ は 、 「 MySampleXML」 フ ァ イ ル の
た め の 、 VCManager及 び ConnectorFactoryTreeを 用 い た Ｖ Ｃ Ｄ ス ク リ プ ト の 例 を 示 す 。 ス
ク リ プ ト フ ァ イ ル 中 の ボ キ ャ ブ ラ リ セ ク シ ョ ン 、 テ ン プ レ ー ト セ ク シ ョ ン と 、 VCManager
に お け る 対 応 す る コ ン ポ ー ネ ン ト が 示 さ れ る 。 タ グ 「 vcd:vocabulary」 に お い て 、 属 性 「
match」 は 「 sample:root」 、 「 label」 は 「 MySampleXML」 、 「 call-template」 は 「 sampl
e template」 と な っ て い る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 こ の 例 で は 、 Vocabularyは 、 「 MySampleXML」 の VCManagerに お い て 「 sample:root」 と
し て 頂 点 要 素 を 含 む 。 対 応 す る Ｕ Ｉ ラ ベ ル は 、 「 MySampleXML」 で あ る 。 テ ン プ レ ー ト セ
ク シ ョ ン に お い て 、 タ グ は 「 vcd:template」 で あ り 、 名 前 は 「 sample:template」 で あ る
。
【 ０ １ ８ ３ 】
１ ５ ． フ ァ イ ル が シ ス テ ム に ロ ー ド さ れ る 方 法 の 詳 細 な 例
　 図 ２ ４ － ２ ８ は 、 文 書 「 MySampleXML」 の ロ ー ド に つ い て の 詳 細 な 記 述 を 示 す 。 図 ２ ４
（ ａ ） に 示 さ れ る ス テ ッ プ １ で は 、 文 書 が ス ト レ ー ジ １ ４ ０ ５ か ら ロ ー ド さ れ る 。 DOMSer
viceは 、 Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 及 び DocumentManager１ ４ ０ ６ と 対 応 す る DocumentContainer１ ４ ０
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１ を 生 成 す る 。 DocumentContainerは 、 DocumentManager１ ４ ０ ６ に ア タ ッ チ さ れ る 。 文 書
は 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 及 び MySampleXMLの サ ブ ツ リ ー を 含 む 。 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ の ApexNode１ ４ ０ ３ は
、 タ グ 「 xhtml:html」 が 付 さ れ た Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ の 最 上 の ノ ー ド で あ る 。 「 MySampleXML」 の A
pexNode１ ４ ０ ４ は 、 タ グ 「 sample:root」 が 付 さ れ た 「 MySampleXML」 の 最 上 ノ ー ド で あ
る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 図 ２ ４ （ ｂ ） に 示 さ れ る ス テ ッ プ ２ で は 、 RootPaneが 文 書 の XHTMLZone、 Facet、 及 び Ca
nvasを 生 成 す る 。 Pane１ ４ ０ ７ 、 XHTMLZone１ ４ ０ ８ 、 XHTMLCanvas１ ４ ０ ９ 、 及 び BoxTre
e１ ４ １ ０ が 、 ApexNode１ ４ ０ ３ 、 及 び 、 ス テ ッ プ １ － ５ に お い て 、 図 中 に 示 さ れ る 関 係
に 応 じ て Facetが 関 連 づ け ら れ る 他 の ノ ー ド に 対 応 し て 生 成 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 図 ２ ４ （ ｃ ） に 示 さ れ る ス テ ッ プ ３ で は 、 XHTMLZoneが 知 ら な い タ グ 「 sample:root」 を
発 見 し 、 XHTMLCanvasの 領 域 か ら SubPaneを 生 成 す る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 図 ２ ５ に 示 さ れ る ス テ ッ プ ４ で は 、 SubPaneが 「 sample:root」 を 扱 う こ と が で き 、 適 切
な Zoneを 生 成 可 能 な ZoneFactoryを 得 る 。 こ の ZoneFactoryは 、 ZoneFactoryを 実 行 可 能 な V
ocabulary内 に あ る 。 そ れ は 、 「 MySampleXML」 の VocabularySectionの 内 容 を 含 む 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 図 ２ ６ に 示 さ れ る ス テ ッ プ ５ で は 、 「 MySampleXML」 に 対 応 し 、 VCManagerに 関 連 す る Vo
cabularyが 、 DefaultZone１ ６ ０ １ を 生 成 す る 。 対 応 す る Editletが 生 成 さ れ 、 対 応 す る Ca
nvasを 生 成 す る た め に SubPane１ ５ ０ １ が 提 供 さ れ る 。 Editletは 、 VCCanvasを 生 成 す る 。
そ し て 、 そ れ は TemplateSectionを 呼 ぶ 。 ConnectorFactoryTreeも 含 ま れ て い る 。 Connect
orFactoryTreeは 、 VCCanvasの 一 部 を 形 成 す る ConnectorTreeと な る 全 て の Connectorを 生
成 す る 。 ル ー ト ペ イ ン と Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ゾ ー ン の 関 係 や 、 Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ キ ャ ン バ ス と 文 書 の Ｘ Ｈ
Ｔ Ｍ Ｌ 部 分 に 関 連 す る 頂 点 ノ ー ド に 対 す る ボ ッ ク ス ツ リ ー と の 関 係 は 、 上 記 の 議 論 か ら 明
確 で あ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 図 ２ ７ に は 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー 、 Ｖ Ｃ キ ャ ン バ ス 、 及 び デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ
リ ー の 間 の 既 に 説 明 し た 対 応 に 基 づ い て 、 ス テ ッ プ ６ が 示 さ れ る 。 ス テ ッ プ ６ で は 、 各 Co
nnectorが デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ オ ブ ジ ェ ク ト を 生 成 す る 。 コ ネ ク タ の う ち の い く つ
か は xpath情 報 を 含 ん で い る 。 xpath情 報 は 、 変 更 ／ 修 正 を 監 視 す る 必 要 の あ る ソ ー ス Ｄ Ｏ
Ｍ ツ リ ー の 部 分 集 合 を 決 定 す る た め に 使 用 さ れ る １ 以 上 の xpath表 現 を 含 む 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 図 ２ ８ に は 、 ソ ー ス 、 Ｖ Ｃ 及 び デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン の 関 係 に し た が っ て 、 ス テ ッ プ ７ が
示 さ れ る 。 ス テ ッ プ ７ で は 、 ボ キ ャ ブ ラ リ は 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ の ペ イ ン か ら デ ス テ ィ ネ ー シ
ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の DestinationPaneを 作 成 す る 。 こ れ は 、 SourcePaneに 基 づ い て な さ れ
る 。 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー の ApexNodeは 、 DestinationPane及 び 対 応 す る Zoneに ア タ
ッ チ さ れ る 。 DestinationPaneは 、 DestinationCanvasを 生 成 し 、 文 書 を デ ス テ ィ ネ ー シ ョ
ン の フ ォ ー マ ッ ト で レ ン ダ リ ン グ す る た め の デ ー タ 構 造 及 び コ マ ン ド を 構 築 す る 、 自 身 の
Editletを 提 供 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 図 ２ ９ （ ａ ） は 、 対 応 す る ソ ー ス ノ ー ド を 持 た ず 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー に の み 存
在 す る ノ ー ド 上 で イ ベ ン ト が 発 生 し た と き の フ ロ ー を 示 す 。 第 １ ス テ ッ プ に お い て 、 マ ウ
ス イ ベ ン ト 、 キ ー ボ ー ド イ ベ ン ト な ど 、 Canvasが 取 得 し た イ ベ ン ト は 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ
ン ツ リ ー を 通 過 し て 、 ElementTemplateConnectorに 伝 達 さ れ る 。 ElementTemplateConnect
orは 対 応 す る ソ ー ス ノ ー ド を 持 た な い の で 、 伝 達 さ れ た イ ベ ン ト は ソ ー ス ノ ー ド に 対 す る
編 集 操 作 で は な い 。 ElementTemplateConnectorは 、 伝 達 さ れ た イ ベ ン ト が CommandTemplat
eに 記 述 さ れ た コ マ ン ド に 合 致 す れ ば 、 第 ２ 及 び 第 ３ ス テ ッ プ に お い て 、 そ れ に 対 応 す る A
ctionを 実 行 す る 。 合 致 す る コ マ ン ド が な け れ ば 、 ElementTemplateConnectorは 、 伝 達 さ
れ た イ ベ ン ト を 無 視 す る 。
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【 ０ １ ９ １ 】
　 図 ２ ９ （ ｂ ） は 、 TextOfConnectorに よ り ソ ー ス ノ ー ド に 対 応 づ け ら れ て い る デ ス テ ィ
ネ ー シ ョ ン ツ リ ー の ノ ー ド 上 で イ ベ ン ト が 発 生 し た と き の フ ロ ー を 示 す 。 TextOfConnecto
rは 、 ソ ー ス Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の Ｘ Ｐ ａ ｔ ｈ で 指 定 さ れ た ノ ー ド か ら テ キ ス ト ノ ー ド を 取 得 し
て 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン Ｄ Ｏ Ｍ ツ リ ー の ノ ー ド に マ ッ ピ ン グ す る 。 第 １ ス テ ッ プ に お い て
、 マ ウ ス イ ベ ン ト 、 キ ー ボ ー ド イ ベ ン ト な ど 、 Canvasが 取 得 し た イ ベ ン ト は 、 デ ス テ ィ ネ
ー シ ョ ン ツ リ ー を 通 過 し て 、 TextOfConnectorに 伝 達 さ れ る 。 TextOfConnectorは 、 伝 達 さ
れ た イ ベ ン ト を 、 対 応 す る ソ ー ス ノ ー ド の 編 集 コ マ ン ド に マ ッ ピ ン グ し 、 Queue１ ０ ５ ３
に 積 む 。 編 集 コ マ ン ド は 、 Facetを 介 し て 実 行 さ れ る Ｄ Ｏ Ｍ の Ａ Ｐ Ｉ コ ー ル の 集 合 で あ る
。 第 ２ ス テ ッ プ に お い て 、 キ ュ ー に 積 ま れ た コ マ ン ド が 実 行 さ れ る と 、 ソ ー ス ノ ー ド が 編
集 さ れ る 。 ソ ー ス ノ ー ド が 編 集 さ れ る と 、 第 ３ ス テ ッ プ に お い て 、 ミ ュ ー テ ー シ ョ ン イ ベ
ン ト が 発 行 さ れ 、 リ ス ナ ー と し て 登 録 さ れ た TextOfConnectorに ソ ー ス ノ ー ド の 変 更 が 通
知 さ れ る 。 TextOfConnectorは 、 ソ ー ス ノ ー ド の 変 更 を 、 対 応 す る デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ノ
ー ド に 反 映 さ せ る よ う に 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー を 再 構 築 す る 。 こ の と き 、 TextOfCo
nnectorを 含 む テ ン プ レ ー ト に 、 「 for each」 や 「 for loop」 な ど の 制 御 文 が 含 ま れ て い
る 場 合 、 ConnectorFactoryが こ の 制 御 文 を 再 評 価 し 、 TextOfConnectorを 再 構 築 し た 後 、
デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー が 再 構 築 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 の 形 態 を も と に 説 明 し た 。 こ の 実 施 の 形 態 は 例 示 で あ り 、 そ れ ら の
各 構 成 要 素 や 各 処 理 プ ロ セ ス の 組 合 せ に い ろ い ろ な 変 形 例 が 可 能 な こ と 、 ま た そ う し た 変
形 例 も 本 発 明 の 範 囲 に あ る こ と は 当 業 者 に 理 解 さ れ る と こ ろ で あ る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 実 施 の 形 態 で は 、 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 処 理 す る 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 実 施 の 形 態 の 文 書 処
理 装 置 １ ０ ０ は 、 他 の マ ー ク ア ッ プ 言 語 、 例 え ば 、 Ｓ Ｇ Ｍ Ｌ 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ な ど で 記 述 さ れ た
文 書 も 同 様 に 処 理 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ９ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 文 書 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ で 記 述 さ れ た 表 に マ ッ ピ ン グ す る 例 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ４ （ ａ ） 】 図 ２ に 示 し た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 図 ３ に 示 し た 表 に マ ッ ピ ン グ す る た め の 定 義 フ
ァ イ ル の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ （ ｂ ） 】 図 ２ に 示 し た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 図 ３ に 示 し た 表 に マ ッ ピ ン グ す る た め の 定 義 フ
ァ イ ル の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に 示 し た Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 を 、 図 ３ に 示 し た 対 応 に よ り Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ に マ ッ ピ ン グ し て
表 示 し た 画 面 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 で 使 用 可 能 な グ ラ フ ィ カ ル ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ り 生 成 さ れ た 画 面 レ イ ア ウ ト の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 編 集 画 面 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ り 編 集 さ れ る Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 で 使 用 可 能 な 編 集 画 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ （ ａ ） 】 開 示 さ れ た 文 書 処 理 管 理 シ ス テ ム の 実 施 の 形 態 の 基 本 と し て 機 能 す る 要
素 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ （ ｂ ） 】 文 書 処 理 管 理 シ ス テ ム 全 体 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ （ ｃ ） 】 文 書 処 理 管 理 シ ス テ ム 全 体 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 文 書 管 理 部 の 実 施 の 形 態 の 更 な る 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン サ ブ シ ス テ ム の 実 施 の 形 態 の 更 な る 詳 細 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ （ ａ ） は 、 プ ロ グ ラ ム 起 動 部 及 び そ の 他 の 構 成 の 関 係 の 実 施 の 形 態 の 更
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な る 詳 細 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ４ （ ｂ ） は 、 サ ー ビ ス 仲 介 部 及 び そ の 他 の 構 成 と の 関 係 の
実 施 の 形 態 の 更 な る 詳 細 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ４ （ ｃ ） は 、 サ ー ビ ス の 実 施 の 形 態 の 更 な
る 詳 細 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ４ （ ｄ ） は 、 サ ー ビ ス の 例 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ４ （ ｅ ） は
、 プ ロ グ ラ ム 起 動 部 と ユ ー ザ ア プ リ ケ ー シ ョ ン と の 間 の 関 係 の 更 な る 詳 細 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ （ ａ ） は 、 プ ロ グ ラ ム 起 動 部 に よ り ロ ー ド さ れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン サ ー
ビ ス の 構 造 の 更 な る 詳 細 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ５ （ ｂ ） は 、 フ レ ー ム 、 メ ニ ュ ー バ ー 、 及
び ス テ ー タ ス バ ー の 間 の 関 係 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ （ ａ ） は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン コ ア の 実 施 の 形 態 に 関 連 す る 更 な る 詳 細 を
示 す 図 で あ り 、 図 １ ６ （ ｂ ） は 、 ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト の 実 施 の 形 態 に 関 連 す る 更 な る 詳 細 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ （ ａ ） は 、 文 書 管 理 部 の 実 施 の 形 態 に 関 連 す る 更 な る 詳 細 を 示 す 図 で あ
り 、 図 １ ７ （ ｂ ） は 、 右 側 に 、 一 連 の 文 書 Ａ － Ｅ が 階 層 的 に 配 置 さ れ る 様 子 を 示 し 、 左 側
に 、 右 側 に 示 さ れ た 文 書 の 階 層 が 画 面 に 表 示 さ れ る 様 子 の 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ８ （ ａ ） （ ｂ ） は 、 ア ン ド ゥ フ レ ー ム ワ ー ク と ア ン ド ゥ コ マ ン ド の 実 施 の
形 態 の 更 な る 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ９ （ ａ ） は 、 図 １ １ （ ｂ ） （ ｃ ） に 示 さ れ た 文 書 処 理 管 理 シ ス テ ム に お い
て 文 書 が ロ ー ド さ れ る 様 子 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ９ （ ｂ ） は 、 Ｍ Ｖ Ｃ パ ラ ダ イ ム を 用 い て
ゾ ー ン の 構 造 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 に よ る 文 書 と そ の 表 現 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ １ （ ａ ） は 、 図 ２ ０ に 示 さ れ た 文 書 の Ｘ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 要 素 に 関 す る Ｍ Ｖ の 関 係
を 簡 素 化 し た 図 で あ り 、 図 ２ １ （ ｂ ） は 、 図 ２ １ （ ａ ） に 示 さ れ た 文 書 に 関 す る ボ キ ャ ブ
ラ リ コ ネ ク シ ョ ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ ２ （ ａ ） － （ ｃ ） は 、 プ ラ グ イ ン サ ブ シ ス テ ム 、 ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ
ン 、 及 び コ ネ ク タ の そ れ ぞ れ の 実 施 の 形 態 に 関 連 す る 更 な る 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 Ｍ ｙ Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ Ｘ Ｍ Ｌ フ ァ イ ル に 対 す る ボ キ ャ ブ ラ リ コ ネ ク シ ョ ン マ ネ ー ジ
ャ 及 び コ ネ ク タ フ ァ ク ト リ ツ リ ー を 用 い た Ｖ Ｃ Ｄ ス ク リ プ ト の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ４ （ ａ ） － （ ｃ ） は 、 Ｍ ｙ Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 例 を 図 １ １ （ ｂ ） の
文 書 処 理 管 理 シ ス テ ム の 例 に ロ ー ド す る 手 順 ０ － ３ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 Ｍ ｙ Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 例 を 図 １ １ （ ｂ ） の 文 書 処 理 管 理 シ ス テ ム の 例
に ロ ー ド す る 手 順 ４ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 Ｍ ｙ Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 例 を 図 １ １ （ ｂ ） の 文 書 処 理 管 理 シ ス テ ム の 例
に ロ ー ド す る 手 順 ５ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 Ｍ ｙ Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 例 を 図 １ １ （ ｂ ） の 文 書 処 理 管 理 シ ス テ ム の 例
に ロ ー ド す る 手 順 ６ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 Ｍ ｙ Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ Ｘ Ｍ Ｌ 文 書 の 例 を 図 １ １ （ ｂ ） の 文 書 処 理 管 理 シ ス テ ム の 例
に ロ ー ド す る 手 順 ７ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 図 ２ ９ （ ａ ） は 、 対 応 す る ソ ー ス ノ ー ド を 持 た ず 、 デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ツ リ ー
の み に 依 存 す る ノ ー ド に 発 生 し た イ ベ ン ト の 流 れ を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ ９ （ ｂ ） は 、 テ キ
ス ト オ ブ コ ネ ク タ に よ り ソ ー ス ノ ー ド に 関 連 づ け ら れ た デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ノ ー ド に 発 生
し た イ ベ ン ト の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ９ ５ 】
　 ２ ０ 　 文 書 処 理 装 置 、 ２ ２ 　 主 制 御 ユ ニ ッ ト 、 ２ ４ 　 編 集 ユ ニ ッ ト 、 ３ ０ 　 Ｄ Ｏ Ｍ ユ ニ
ッ ト 、 ３ ２ 　 Ｄ Ｏ Ｍ 提 供 部 、 ３ ４ 　 Ｄ Ｏ Ｍ 生 成 部 、 ３ ６ 　 出 力 部 、 ４ ０ 　 Ｃ Ｓ Ｓ ユ ニ ッ ト
、 ４ ２ 　 解 析 部 、 ４ ４ 　 Ｃ Ｓ Ｓ 提 供 部 、 ４ ６ 　 レ ン ダ リ ン グ 部 、 ５ ０ 　 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ユ ニ ッ ト
、 ５ ２ ， ６ ２ 　 制 御 部 、 ５ ４ ， ６ ４ 　 編 集 部 、 ５ ６ ， ６ ６ 　 表 示 部 、 ６ ０ 　 Ｓ Ｖ Ｇ ユ ニ ッ
ト 、 ８ ０ 　 Ｖ Ｃ ユ ニ ッ ト 、 ８ ２ 　 マ ッ ピ ン グ 部 、 ８ ４ 　 定 義 フ ァ イ ル 取 得 部 、 ８ ６ 　 定 義
フ ァ イ ル 生 成 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ （ ａ ） 】

【 図 １ １ （ ｂ ） 】
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【 図 １ １ （ ｃ ） 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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